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ぼく
は残
さず
に

食べ
るよ！

運動

ⓒ松本山雅FC

世界に栄
養不足な

人は約８
億人。

食べもの
を捨てて

しまって

良いので
しょうか？

30・10運動 応援大使

ガンズくん

松本山雅FC

オフィシャルマスコット

「もった
いない」を

心がけ、

食品ロス
を

減らしま
しょう！

会
食
、宴
会席

での
食べ残しを減らす運動です。

　
　
乾
杯
後３０

分間、お開き前の１０分間は、自分の
席に
つい

て料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う！

松
本
か
ら
全
国
へ
！

　
　
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み

特
集
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●問い合わせ　環境政策課（東庁舎 ４階　☎3４-3268 ｆ3４-0４00）

　まだ食べられるのに捨てられる「食品ロス」の削減を、さまざまな
立場の関係者や消費者が連携し、国民運動として推進していくために、
「食品ロスの削減の推進に関する法律」（以下、「食品ロス削減推進法」）
が制定されました。
　この法律の中で、食品ロスの削減に関する理解と関心を深めるため
10月が「食品ロス削減月間」に、さらに本市発祥の食品ロス削減のた
めの運動である「残さず食べよう！30・10運動」にちなんだ10月30日
が「食品ロス削減の日」として定められました。

特集

冷蔵庫の賞味期限・消費期限の近い
ものや、野菜・肉など傷みやすいも
のを積極的に料理しましょう

毎月30日は
冷蔵庫クリーンアップデー

毎月10日は
もったいないクッキングデー
今まで捨てていた野菜の茎や皮など
の可食部を使って料理しましょう

おうちで

①適量を注文しましょう

③�お開き前10分間は自分の席　
に戻って、再度料理を楽しみ
ましょう

②�乾杯後30分間は席を立たず
に料理を楽しみましょう

おそとで

食品ロス削減の日� 2
自転車の安全な乗り方� 4
参議院議員通常選挙� 6
6月定例会提案説明� 8
紫外線対策� 9
市民満足度調査の結果� 10
原則敷地内全面禁煙� 12
国保税、介護保険料� 14
高齢者医療保険料� 16
高齢者医療保険者証更新� 17
特定健診� 18
福祉医療制度� 19

高齢者肺炎球菌予防接種、
　警戒レベルの導入� 20

パブリックコメント募集、
　ＦＤＡデザイン募集� 21

まつもとわくわく、
　まつもとの味� 22

コラムのページ� 23
情報チャンネル� 24
博物館のページ� 44
8月の相談日� 45
生きがいの仕組みづくり� 46

―　も　く　じ　―

松本から全国へ！
　食品ロス削減の取り組み

10月30日は「食品ロス削減の日」に決定！

市内の保育園等で行っている「園児を対象とした参加型環境教育」の様子

※�22ページ「まつもとの味」で、野
菜（ブロッコリー）を使った蒸し
パンを紹介しています。
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松
本
市
発
祥
の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
、「
ご
み
の
減
量
」

と
「
食
育
の
推
進
」
の
観
点
か
ら
、

食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。（
左
の
経
過
を
参
照
）

　

平
成
23
年
度
か
ら
開
始
し
た

「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！
30
・
10
運

動
」
は
、
松
本
市
か
ら
全
国
に
広

が
り
、
現
在
で
は
環
境
省
や
全
国

持続可能な開発目標（SDGｓ）とは、
2015年に国連で採択された、国際社
会共通の目標です。この中に「2030
年までに世界の食糧廃棄を半減する」
という目標が掲げられています。

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法

　

国
内
で
は
、
年
間
約
６
４
３
万

ト
ン
（
平
成
28
年
度
推
計
値
）
も

の
大
量
の
食
品
ロ
ス
が
発
生
し
て

お
り
、
資
源
の
無
駄
、
環
境
負
荷

の
増
大
等
の
観
点
か
ら
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
言
及
さ
れ

る
な
ど
、
重
要
な
課
題
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
国
、
地
方
公
共

団
体
、
事
業
者
、
消
費
者
等
の
多

様
な
主
体
が
連
携
し
、
国
民
運
動

と
し
て
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
推
進

す
る
た
め
、
国
会
で
「
食
品
ロ
ス

削
減
推
進
法
」
が
可
決
、
成
立
し

ま
し
た
。

30・10運動の取り組みの
詳細は、市ホームページ
（こちらの二次元コード
から）をご覧ください。

　「食品ロスの削減の推進に関する法律」、通称「食品ロス削減推進法」
が5月24日の参議院本会議で、全会一致で可決、成立しました。
　この法律には、松本市発祥の「30・10運動」に由来する10月30日を
「食品ロス削減の日」とすることが定められています。

　これまで、「地方から国を動かそう」とさまざまな事業に取り
組んでまいりましたが、松本市の食品ロス削減に向けた先進的
な取り組みが、本法律の具体的な中身につながったことを、こ
れまで協力いただいた市民の皆さんと共に喜びたいと思います。

　本法律の成立を契機に、「30・10運動」を含め、食品
ロスの削減に向けた運動がまさに国民運動として広が
っていくことを期待するとともに、フロントランナー
として一層の取り組みを進めてまいります。

「食品ロス削減推進法」の制定について

市長から一言

松本市の主な取り組み経過
平成23年� 残さず食べよう！30・10運動を開始
　　2４年� 保育園・幼稚園等の年長児を対象とした
� 参加型環境教育事業を開始
　　26年� �（おうちで）残さず食べよう！30・10運動を

開始
　　28年� 松本市の食品ロス削減の取り組みが第 3回
� �「食品産業もったいない大賞」農林水産省食

料産業局長賞を受賞
� �小学 3 年生を対象とした小学校環境教育事

業を開始
� �「残さず食べよう！」推進店・事業所認定制

度を開始
　　29年� 第 1 回食品ロス削減全国大会を開催
� �10月30日を「食品ロス削減の日」とするこ

とを提案

各
地
の
多
く
の
自
治
体
で
も
、
食

品
ロ
ス
削
減
の
合
言
葉
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
の
行
動
が
不
可

欠
で
す
。
毎
日
の
生
活
で
食
べ
も

の
を
ム
ダ
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
な
い
か
見
つ
め
直
し
、

「
30
・
10
運
動
発
祥
の
地
」
と
し

て
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
食
品
ロ

ス
削
減
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

※表紙の写真は、全て松本市の取り組みの様子です。
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●問い合わせ　交通安全・都市交通課（本庁舎 5階　☎3４－32４5 ｆ3４－3202）

市内の高校で行われた
スケアードストレイト
自転車交通安全教室
（スタントマンによる
交通事故再現）。市内
3校、1,800人が受講
し、自転車の安全な運
転を確認しました。

自転車
の安全な乗り方と交通ルール

　

歩
道
や
横
断
歩
道
は
歩
行
者

優
先
で
す
。

　

歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
、
車
道
寄
り
を
、

す
ぐ
に
停
止
で
き
る
速
度
で
徐

行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歩
行
者
が
い
る
場
合
は
、
自

転
車
か
ら
降
り
て
押
し
て
歩
く

配
慮
が
必
要
で
す
。

　

自
転
車
の
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て

歩
行
者
に
道
を
空
け
さ
せ
た
り
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
ず
に
歩
行

者
の
間
を
す
り
抜
け
る
運
転
は
、

歩
行
者
と
衝
突
す
る
危
険
が
あ

る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

自
転
車
は
車
両
で
す
の

　
　
　

で
歩
道
を
通
行
す
る
こ
と

　
　
　

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
転
車

　
　
　

は
車
道
が
原
則
で
す
。

　
　
　
　

た
だ
し
、
上
記
の
よ
う

　
　
　

な
場
合
は
、
歩
道
を
通
る

　
　
　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
転
車
は
車
道
を
通
行

自転車が歩道を通ることが
できる場合

・�歩道に「自転車通行可」の道路標
識がある場合

・�13歳未満の子どもや、70歳以上の
高齢者、身体の不自由な方が運転
している場合

・�車道や交通状況から判断して、や
むを得ない場合

「自転車通行可」
の道路標識

歩
道
や
横
断
歩
道
は

　
　
歩
行
者
優
先

歩
行
者
優
先
～
☆

　

自
転
車
は
、
自
動
車
や
バ
イ

ク
と
同
じ
「
車
両
」
の
仲
間
で

す
。
そ
の
た
め
、
車
道
で
は
左

側
を
通
行
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　

自
転
車
レ
ー
ン
が
あ
る
場
所

も
左
側
通
行
で
す
。
右
側
を
走

る
行
為
は
、
右
側
通
行
の
違
反

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
右
側
通
行
は
道
路
を

逆
走
す
る
こ
と
に
な
り
、
正
面

衝
突
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
自
転
車
は
左
側
通
行

　昨年、松本市内で発生した自転車事故は223件、交通事故全体の約2割を占めており、他の市町村に比べ
ると約2倍多く発生しています。自転車事故の約6割は自転車側のルール違反や間違った運転が原因です。
　自転車を安全に利用するために、皆さんに守っていただきたいルールとマナーを紹介します。

危ない
！
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自転車

　夏の交通安全やまびこ運動　

　

自
転
車
事
故
で
一
番
多
い

の
は
、
交
差
点
で
の
出
合
い

頭
事
故
で
す
。

　
「
止
ま
れ
」
の
標
識
が
あ

る
場
所
で
は
、
必
ず
一
時
停

止
を
し
ま
し
ょ
う
。「
止
ま

れ
」
の
標
識
が
な
く
て
も
、

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
、

必
ず
徐
行

し
左
右
の

安
全
確
認

を
し
ま
し

ょ
う
。

　

事
故
の
際
、
大
切
な
頭
を

守
る
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

●松本市スローガン　思いやり　ゆずりあい運転の街　松本
●運動の基本　松本走りの防止による交差点の事故防止
　　　　　　　「思いやり　笑顔で右左折　ゆずりあい」
●運動の重点　・生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
　　　　　　　・高齢者の交通事故防止・飲酒運転の根絶
　　　　　　　・自転車の安全利用の推進

7 月22日㈪～
　　31日㈬

松本警察署交通安全
イメージキャラクター
「かもし課長」▶

交
差
点
は
注
意

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

　「長野県自転車の安全で快適な利用に関する条例」が制定され、今年の10月 1日から自転車損害賠
償保険などへの加入が義務化されます。万が一自転車事故が発生した際に、被害者への補償を確実な
ものとするため、自転車を運転する人は、自転車損害賠償保険などの加入をお願いします。
　詳細は、県ホームページ（右の二次元コードから）をご覧ください。

　夏休みや行楽シーズンを迎え、交通事故が多発する季節です。思いやりを持った親
切な運転で交通事故防止に努めましょう。

自動車保険の種類と内容 ●個人賠償責任保険とは
他人にケガをさせたり、他人のものを
壊したりして、法律上の賠償責任が発
生した場合に支払われる保険

●交通災害共済とは
会員（会費納入者）が交通事故にあっ
た場合にお見舞金を支給する制度

●損害保険とは
自転車の転倒など、思わぬ事故によっ
て運転者のケガの支払いに備える保険

●問い合わせ　
　県くらし安全・消費生活課　交通安全対策係
　（☎026－235－7174　ｍ kurashi－shohi@pref.nagano.lg.jp）

●TSマーク付帯保険とは
自転車安全整備店で自転車を購入したり、点検整備を受けたりすると付帯され、自分がケガをした場合の損害保険と、
他人をケガをさせた場合の賠償責任保険がセットになったもの。自転車そのものに付けられる保険なので、誰が乗って
も保険が適用される。保証期間は1年。補償には限度があるので注意が必要。

自転車損害賠償保険などの加入義務化

対　象 事故の相手 自分
備考（取扱い）

種　類 生命・
からだ 財産 生命・

からだ

個人賠償
責任保険 ○ ○ × 各損害保険会社

損害保険 × × ○ 各損害保険会社

交通災害共済 × × ○ 市役所　地域づくり課

TSマーク
付帯保険 ○ × ○

自転車安全整備店で購入、
または点検整備を行い、基
準に合格した自転車に貼付
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投
票
の
種
類

　

投
票
は
次
の
２
種
類
で
す
。

【
参
議
院
長
野
県
選
出
議
員
選
挙
】

　

候
補
者
の
氏
名
で
投
票
し
ま
す
。

【
参
議
院
比
例
代
表

　
　
　
　
　
　
選
出
議
員
選
挙
】

　

候
補
者
の
氏
名
ま
た
は
、
政
党

名
等
で
投
票
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

　

松
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
投
票
日
当
日
に
選
挙
権
を

有
す
る
次
の
方
が
投
票
で
き
ま
す
。

・
日
本
国
民
の
方
で
18
歳
以
上

（
平
成
13
年
７
月
22
日
以
前
に

出
生
）
の
方

●
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
東
庁
舎
4
階
　
☎
34－

３
０
０
０
　
内
線
１
２
２
０
～
１
２
２
２
）

・
平
成
31
年
４
月
3
日
以
前
か
ら

松
本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

（
平
成
31
年
4
月
3
日
ま
で
に

転
入
届
出
を
さ
れ
た
方
）

※
市
内
で
住
所
を
異
動
し
、
６
月

21
日
ま
で
に
、
転
居
届
を
市
へ

提
出
し
た
方
は
、
新
住
所
の
投

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
そ
れ

以
降
に
提
出
し
た
方
は
、
旧
住

所
の
投
票
所
で
の
投
票
に
な
り

ま
す
。

【
松
本
市
に
転
入
し
た
方
】

　

４
月
4
日
以
降
に
他
市
区
町
村

か
ら
松
本
市
へ
転
入
し
た
方
の
う

ち
、
前
住
所
地
に
３
カ
月
以
上
住

民
登
録
の
あ
っ
た
方
は
、
前
住
所

地
の
市
区
町
村
で
の
投
票
に
な
り

ま
す
。

選
挙
の
お
知
ら
せ
を

�

送
付
し
ま
す

　

選
挙
の
お
知
ら
せ
を
各
有
権
者

の
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

１
枚
の
は
が
き
に
６
人
分
ま
で
の

入
場
券
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
票
の
際
に
は
各
自
で
切
り
離
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
を
持
参
し
な
く

て
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
が
あ

れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
際
に
係
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

場
所
が
変
更
と
な
る

�

投
票
所

　

投
票
所
は
、
お
住
ま
い
の
住
所

ま
た
は
町
会
に
よ
り
指
定
さ
れ
ま

す
。
選
挙
の
お
知
ら
せ
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
第
26
投
票
所
」
は
前

回
と
場
所
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
（
前
回
）
芳
川
体
育
館

　
　
　
　
　⬆

　
（
今
回
）
芳
川
公
民
館

代
理
投
票

�

（
代
理
記
載
投
票
）

　

体
の
不
自
由
な
方
な
ど
の
た
め

の
制
度
で
す
。
係
員
が
補
助
者
と

な
り
、
投
票
す
る
方
の
意
思
を
代

筆
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
係

員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
制

度
で
す
。
投
票
所
で
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
、
点
字
投
票
が
で
き
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　

候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し

た
選
挙
公
報
は
、
投
票
日
当
日
２

日
前
ま
で
に
新
聞
折
り
込
み
で
お

届
け
し
ま
す
。

　

新
聞
折
り
込
み
で
届
か
な
い
世

帯
は
、
市
役
所
、
支
所
・
出
張
所
、

農
協
、
郵
便
局
、
大
学
な
ど
の
窓

口
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

７月21日㈰の投票時間
午前７時～午後８時
※一部の投票所は除く

明るい選挙キャラクター
「選挙のめいすい（明推）くん」

7
月
21
日
㈰
は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日

公
示
日
７
月
4
日
㈭
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滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

出
張
や
旅
行
で
市
外
に
滞
在
し

て
い
る
場
合
は
、
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
等
を
松
本
市
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
取
り
寄
せ
、
そ
の

投
票
用
紙
を
滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
へ
持
参
し
て
投
票
し
ま
す
。

【郵便等投票の制度】

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険の被保険者証
をお持ちの方で、表①に該当する方は、自宅で郵便等によ
る不在者投票ができます。
　また、郵便等投票の制度が利用できる方のうち、表②に
該当する方は、代理記載ができます。
　なお、郵便等投票の制度を利用する場合は、選挙管理委
員会へ事前に申請し、「郵便等投票証明書」の交付が必要
ですので、お早めにご連絡ください。

【期日前投票所】　 期
日
前
投
票
の
ご
利
用
を

　

投
票
日
当
日
に
都
合
の
つ
か
な

い
方
は
、
期
日
前
投
票
の
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
場
合
は
、
投
票
所
に

備
え
て
あ
る
「
宣
誓
書
兼
請
求

書
」
の
記
入
が
必
要
で
す
。

　

期
日
前
投
票
の
場
所
や
期
間
な

ど
は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

事
前
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
方
で
、

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
、
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
サ
ー
ビ
ス
支
援
担
当

者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
の�

不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老

人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
・
入
所
中
の

方
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
各
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表①
障害等の区分 障　害　等　の　程　度

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能 １級か ２級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸 １級か ３級

免疫、肝臓機能 １級～ ３級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症～

第 ２項症
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直
腸、小腸、肝臓機能

特別項症～
第 ３項症

介護保険の被保
険者証 要介護状態区分 要介護 5

表②
障害等の区分 障害等の程度
身体障害者手帳 上肢または視覚 １級
戦傷病者手帳 上肢または視覚 特別項症～第 ２項症

場所 期間 時間

松本市役所東庁舎 4階

7月 5日㈮～２0日㈯

午前 8時３0分
　～午後 8時なんぷくプラザ １階

長野県松本合同庁舎 １階

松本駅自由通路
⇒松本バスターミナル ２階

午前１0時　　
　～午後 8時

松本市役所四賀支所

7月１8日㈭～２0日㈯

午前 8時３0分
　～午後 7時

松本市役所梓川支所

松本市役所波田支所

笹賀農村環境改善センター
（笹賀公民館）

松本市役所安曇支所
午前 8時３0分
　～午後 6時

奈川文化センター夢の森
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食
品
ロ
ス
削
減
の
日
の
制
定

　
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」、
通
称
「
食
品
ロ

ス
削
減
推
進
法
」
が
５
月
24
日
、

国
会
に
お
い
て
衆
議
院
、
参
議
院

と
も
に
全
会
一
致
で
可
決
、
成
立

し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
国
、
地
方
公
共

団
体
、
事
業
者
、
消
費
者
等
の
多

様
な
主
体
が
連
携
し
、
国
民
運
動

と
し
て
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
推
進

す
る
た
め
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
10
月
30
日

を
「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」
と
す

る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

松
本
市
で
は
、
一
昨
年
、
本
市

で
開
催
し
た
「
第
１
回
食
品
ロ
ス

削
減
全
国
大
会
」
に
お
い
て
、
全

国
一
斉
に
食
品
ロ
ス
削
減
の
行
動

を
起
こ
す
契
機
と
し
て
、
10
月
30

日
を
「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」
に

定
め
る
こ
と
を
提
案
し
、
大
会
後

も
国
や
関
係
機
関
へ
の
働
き
掛
け

や
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
10
月
30
日
が
「
食

品
ロ
ス
削
減
の
日
」
と
し
て
定
め

ら
れ
た
こ
と
は
、
松
本
市
発
の

「
30
・
10
運
動
」
に
由
来
す
る
こ

と
か
ら
、「
地
方
か
ら
国
を
動
か

そ
う
」
と
の
気
概
の
も
と
、
食
品

ロ
ス
削
減
に
市
民
と
事
業
者
の
皆

様
と
と
も
に
地
道
に
取
り
組
み
、

全
国
に
向
け
て
発
信
を
続
け
て
き

た
一
つ
の
成
果
で
あ
り
、「
健
康

寿
命
」
に
続
き
、
再
び
国
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
誠
に
嬉
し
く
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
私
が
食
品
ロ
ス
に
関

心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

か
つ
て
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
で
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ

る
医
療
支
援
活
動
に
身
を
投
じ
て

い
た
際
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
が

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
一
方
、
日
本

で
は
膨
大
な
食
べ
物
を
廃
棄
し
て

い
る
と
い
う
、
看
過
で
き
な
い
状

況
を
認
識
し
た
と
こ
ろ
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
長
就
任
以
降
、
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築
を

目
指
し
、
本
市
に
お
け
る
食
品
ロ

ス
の
削
減
に
積
極
的
に
取
り
組
む

中
で
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
「
残

さ
ず
食
べ
よ
う
！
30
・
10
運
動
」

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
法
律
の
成
立
を
契
機
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
項
目
の
一
つ
と
し
て
、
世
界
的

な
課
題
で
あ
る
食
糧
問
題
の
解
決

を
め
ざ
し
、「
30
・
10
運
動
」を
含

め
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た

運
動
が
、
ま
さ
に
真
の
国
民
運
動

と
し
て
さ
ら
に
大
き
く
広
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
食
べ

残
し
食
品
の
持
ち
帰
り
の
推
進
な

ど
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※�

特
集
記
事
の
２
～
３
ペ
ー
ジ
を
ご　

覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
度
市
民
満
足
度
調
査

　

市
民
満
足
度
調
査
は
、
松
本
市

の
施
策
に
対
す
る
市
民
の
満
足
度

を
把
握
し
、
基
本
計
画
の
進
捗
の

チ
ェ
ッ
ク
と
、
こ
れ
か
ら
の
具
体

的
な
施
策
に
生
か
し
て
い
く
た
め

に
、
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
の
一
部
を
申

し
ま
す
と
、「
松
本
市
で
の
暮
ら

し
に
満
足
し
て
い
る
人
」
の
割
合

は
、
平
成
28
年
の
前
回
88
・
４
パ

ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
91
・
８
パ
ー

セ
ン
ト
、「
松
本
市
に
暮
ら
し
続

け
た
い
と
思
う
人
」
の
割
合
は
、

前
回
80
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、

81
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
い
ず
れ

も
前
回
の
数
値
を
上
回
る
結
果
で

し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
市
の
施
策
が
十

分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る

い
は
関
心
が
ま
だ
ま
だ
高
ま
っ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
分
野
も
あ
り

ま
す
が
、
総
体
的
に
は
、
平
成
24

年
度
の
調
査
以
降
、
高
い
割
合
で

推
移
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
松
本
市
に
暮
ら
す
一
人
一
人

が
、「
命
の
質
」
や
「
人
生
の
質
」

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス

と
し
、
超
少
子
高
齢
型
の
人
口
減

少
社
会
に
的
確
に
対
応
で
き
る
持

続
可
能
な
ま
ち
「
健
康
寿
命
延
伸

都
市
・
松
本
」
の
実
現
に
向
け
、

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
う
し
た
調
査
結
果
を

鑑
み
ま
す
と
、
お
か
げ
さ
ま
で
市

民
の
皆
様
か
ら
一
定
の
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務

事
業
に
つ
い
て
、
不
断
の
点
検
と

改
善
を
行
い
、
よ
り
一
層
、
市
民

の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※�

調
査
結
果
等
は
、
10
～
11
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松本市長
菅谷　昭

市
議
会
６
月
定
例
会
　
提
案
説
明
か
ら

食
品
ロ
ス
削
減
の
日
の
制
定
／
市
民
満
足
度
調
査

提案説明の全文は、　市ホー
ムページ（下の二次元コード）
からご覧ください。

「
い
い
ま
ち
・
松
本
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

紫
外
線
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●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
産
業
・
企
業
立
地
課
（
☎
34－

３
２
９
６ 

ｆ
34－
３
２
９
７
）

　
　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
課
（
東
庁
舎
２
階
　
☎
34－

３
２
１
７ 

ｆ
39－

２
５
２
３
）

～
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
適
切
な
紫
外
線
対
策
を
～

予
防
方
法

①
日
焼
け
止
め
を
上
手
に
使
う

②
紫
外
線
の
強
い
時
間
帯
を
避
け

る
　

③
日
陰
を
利
用
す
る
　

④
日
傘
を
使
う
、
帽
子
を
か
ぶ
る

⑤
衣
服
で
覆
う
　

⑥
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
る

　

特
に
、
紫
外
線
に
短
時
間
当
た

っ
た
だ
け
で
、
真
っ
赤
に
な
る
け

れ
ど
、そ
の
後
褐
色（
色
素
沈
着
）

に
な
ら
な
い
人
は
、
ケ
ア
が
大
切

で
す
。

　
男
性
も 

　
　
紫
外
線
予
防
を
！

　

松
本
市
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
よ
る
と
、
女
性
の
約
９

割
が
紫
外
線
対
策
を
行
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
男
性
は
約
４
割
し
か

行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
性

も
紫
外
線
対
策
を
忘
れ
ず
に
！

　
子
ど
も
の
頃
か
ら 

　
　
紫
外
線
予
防
を
！

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、

次
の
理
由
に
よ
り
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
の
紫
外
線
対
策
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
ま
す
。

①
子
ど
も
時
代
は
皮
膚
の
成
長
が

盛
ん
な
時
期
で
、
大
人
よ
り
も

環
境
に
対
し
て
敏
感
で
あ
る

②
子
ど
も
時
代
の
日
焼
け
は
後
年

紫
外
線
の
影
響

　

多
く
の
研
究
に
よ
り
、
紫
外
線

を
過
剰
に
浴
び
過
ぎ
る
と
、
人
の

健
康
に
次
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

【
急
性
的
】

　

�

日
焼
け
、
紫
外
線
角
膜
炎
（
雪　

目
）、
免
疫
機
能
低
下　

な
ど

【
慢
性
的
】

　

シ
ワ
、
シ
ミ
、
良
性
腫
瘍
、

　

皮
膚
が
ん
、
白
内
障　

な
ど

紫
外
線

紫外線に関する情報は、環境
省の紫外線環境保健マニュア
ル2015（こちら
の二次元コード
から）をご覧く
ださい。

　

松
本
地
域
は
年
間
を
通
し
て
日
照
時
間
が
長
く
、
湿
度
が
低
い
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
等
を
す
る
に
も
極
め
て
良
好
な
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
標

高
も
高
い
こ
と
か
ら
、紫
外
線
量
が
全
国
的
に
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
紫
外
線
は
、
健
康
に
必
要
で
あ
る
反
面
、
過
剰
に
浴
び
る
こ
と
に
よ
り
肌
荒
れ
、

シ
ミ
、
そ
ば
か
す
、
そ
し
て
何
よ
り
皮
膚
が
ん
な
ど
の
発
症
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
松
本
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
等
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
時
は
紫
外
線
予
防
を
」
と
い
う
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
日
焼
け
止
め
を
上
手
に
使
う
等
、
日
頃
か
ら
適
切
な
紫
外
線
対
策
を
行
い
ま
し

ょ
う
。 松

本
地
域
は　
　
　
　
　

が
強
い
！

の
皮
膚
が
ん
発
症
の
リ
ス
ク
を

高
め
る

③
子
ど
も
た
ち
は
、
室
外
で
過
ご

す
時
間
が
長
い
た
め
、
太
陽
光

を
浴
び
る
機
会
が
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
適
切
な
紫
外

線
対
策
を
行
う
こ
と
は
、
生
涯
を

健
康
で
過
ご
す
た
め
の
大
切
な
生

活
習
慣
の
一
つ
で
す
。

環境省では、普段、日傘をさ

す習慣があまりない男性に日

傘の活用を呼び掛け、「日傘

男子」を推奨しています。

©松本山雅FC
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●問い合わせ　政策課（本庁舎 3階　☎34–3274 ｆ34–3201）

　松本市が進める各施策に対する市民の皆さんの満足度等をお聞きし、これからの施策に生かしてい
くため、市民満足度調査を実施しました。

結果の詳細は、市ホー
ムページ（こちらの二
次元コードから）をご
覧ください　▶

　「松本市での暮らし」に対する満足度では、91.8パーセント（平成28年調査：88.4パーセント）の
方が松本市での暮らしに満足しており、特に若者（18～24歳）の暮らしに対する満足度は、96.7パー
セントに上りました。
　また、永住意向として81.6パーセント（平成28年調査：80.3パーセント）の方が今後も住み続けた
いと回答しており、暮らしの中で生きがいを感じている人の割合も、82.0パーセント（平成28年調査：
79.8パーセント）に上りました。（小数点第2位を四捨五入した数値であるため、合計値が100パーセントにならない場合があります）

実施期間	 昨年11月と今年1月の 2回
対象者数	 2,400人（1,200人× 2回）
抽出方法	 18歳～79歳の市民から無作為抽出
回収数（率）	 1,309人（54.5パーセント）

市民満足度調査の結果

「松本市での暮らしに対する満足度」91.8パーセント
若者（18～24歳）の暮らしに対する満足度は96.7パーセント

　本市の満足度調査は、総論（暮らしの満足度、居住継続意向、生きがい）について伺う項目と、第10
次基本計画の6つの「まちづくりの基本目標」から構成される、各基本施策に対する設問を設定しました。
　各基本施策に対する設問では、それぞれ「そう思う」から「そう思わない」を 4～ 1点化し、平均
点化しています。
　2.5点を基準値とし、それより平均点が高ければ満足度が高く、
逆に低ければ満足度が低いことを意味します。

調査の考え方

【暮らしの満足度】 【居住継続意向】 【生きがいを感じている】

感じていない
3.4％

感じている
27.2％

どちらかといえば
感じていない
14.7％

どちらかといえば
感じている
54.8％

当分
住み続けたい
32.9％

どちらかといえば
満足
58.4％

どちらかといえば
不満
7.1％

不満である
1.1％

どちらとも
いえない
14.9％

転出したい
2.8％

その他
0.7％

永住したい
48.7％

満足している
33.4％

91.8％

81.6％

82.0％
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　最も評価が高かった項目は、「山岳観光の推進」と「水道水の安定供給」でした。
　また、「地域医療の充実」、「保育環境の充実」、「 3 Rの推進」といった医療、
子育て、環境施策が高い評価を得ました。
　「道路整備の推進」、「交通安全対策」といった交通関連施策等は、評価の低
い結果となりました。

　市では調査結果を分析し、市民の皆さんの満足度を高める取り組みを実施し、第10次
基本計画の着実な推進を図ります。

調査の結果から

平均点が低い項目（平均点2.5点未満）

平均点が高い項目（平均点3.0点以上）

1.00 2.00 3.00 4.00

3.58 

3.58 

3.53 

3.40 

3.35 

3.32 

3.22 

3.21 

3.19 

3.14 

3.13 

3.11 

3.10 

3.08 

3.08 

3.06 

3.03 

3.03 

3.02 

3.01 

3.01 

松本市は全国有数の山岳観光地域である

安全な水を利用することができる

日常生活において、必要な医療を受けることができる

【園児の親】安心して子どもを預けることができる保育園等がある

夜間、休日時に必要な医療を受けることができる

知人や友人にすすめたい観光地が多い

市民がごみの資源化や分別をすることで減量に取り組んでいる

【小中学生の親】学校や地域で小中学生の元気な声がよく聞こえる

悪臭や水、大気汚染などの問題がない地域である

安心して子どもを預けることができる保育園等がある

歴史・伝統が感じられる調和のとれた景観が保たれている

知人や友人にすすめたい地元産の農産物が多い

【子どもの親】子どもを育てやすいまちである

市街地に花や緑が多い

「松本一本ねぎ」など、松本産農産物のブランド化が行われている

【子どもの親】地域で青少年の自主性や主体性を育む活動を知ったり、見かける

子どもを育てやすいまちである

地域で青少年の自主性や主体性を育む活動を知ったり、見かける

地域の伝統や文化の保存、継承が行われている

【入園前の幼児の親】出産や育児を支えるための環境やサービスを感じたり、見かける

自然や環境が守られている

1.00 2.00 3.00

1.95 

1.98 

2.11 

2.24 

2.31 

2.47 

自転車が移動しやすい道路が整備されている

市民の交通マナーが向上している

歩行者が移動しやすい道路が整備されている

移動しやすい道路網が整備されている

市民の意見や考えを行政に伝えやすい

外国人住民の生活や文化を理解し、交流が進んでいる地域である

第10次基本計画の基本施策に関わる全57の設問の内、51の設問で肯定的な評価
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●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
課
（
東
庁
舎
２
階
　
☎
34－

３
２
１
７ 

ｆ
39－

２
５
２
３
）

７
月
１
日
か
ら
市
の
施
設
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
な
り
ま
す

　
７
月
１
日
か
ら
松
本
市
受
動
喫
煙
防
止
に
関
す
る
条
例
（
以
下
、「
条
例
」）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
条
例
の
基
本
的
な
考
え
は
、
受
動
喫
煙
が
他
人
に
与
え
る
健
康
影
響
を
考
慮
し
、
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
方

が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
特
に
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き
い
子
ど
も
や
、

病
気
の
あ
る
方
に
配
慮
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
紹
介
す
る
施
設
は
、
原
則
敷
地
内
全
面
禁
煙
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

敷
地
内
禁
煙
と
な
る

主
な
施
設

　
市
庁
舎
（
本
庁
舎
・
東
庁
舎
・

大
手
事
務
所
等
）、
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、
図
書
館
、

体
育
館
（
総
合
体
育
館
を
除
く
）、

美
術
館
等

　
運
動
広
場
、
公
園
、
市
営
駐
車

場
、
駐
輪
場
等 屋

内
施
設

屋
外
施
設

　
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
以
下
、「
改
正
健
康
増

進
法
」）
の
一
部
施
行
に
よ
り
、

次
の
施
設
は
敷
地
内
禁
煙
に
な
り

ま
す
。

　
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、
学
校
、

保
育
園
、
幼
稚
園
等

喫
煙
場
所
を
設
け
る
施
設

　
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
、
野
球

場
、
総
合
体
育
館
、
音
楽
文
化
ホ

ー
ル
、
梓
水
苑
等

そ
の
他

　改正健康増進法および条例の施行により、松本市
の喫煙のルールは次の通りです。
　受動喫煙防止区域でなくても周囲に人がいる時に
は吸わない配慮をお願いします。

喫煙者の皆さんへ

原
則
敷
地
内
全
面
禁
煙

●歩きたばこの禁止
　（バイクや自転車等の走行中も含む）

●周囲に人がいるとき　
に喫煙をしない配慮

●周囲に子どもや
妊産婦、病気の
方がいるときの
喫煙の禁止

松本市
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　下のグラフは、乳幼児健診などの際にお聞きして
いるお母さんの喫煙状況です。年齢が上がると喫煙
率も高くなる傾向があります。

禁煙外来 あ
な
た
の
禁
煙
応
援
し
ま
す

禁
煙
を
進
め
る
に
は
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
禁
煙
方
法
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

　禁煙外来とは、禁煙のための治療薬を使った専門医療が受けられる医療機関です。
一人で禁煙するより比較的楽に進められます。

　
　
禁
煙
外
来
は
何
回
行
け
ば
い

い
の
？
Ｑ　

　
一
般
的
な
禁
煙
外
来
の
流
れ

は
、
12
週
間
で
５
回
の
診
察
を
行

い
ま
す
。　
　
　

A

　
　
公
的
医
療
保
険
で
禁
煙
外
来

を
受
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？ Ｑ　

　
医
療
保
険
が
適
用
に
な
る
に

は
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
禁
煙
外
来
の
あ
る
医
療
機
関

な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
）

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 A 　

　
か
か
る
費
用
は
？

Ｑ　
　
一
般
的
に
は
６
万
円
く
ら
い

で
す
。
公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
る
場
合
は
３
割
負
担
で
約
２
万

円
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
12

週
間
分
の
た
ば
こ
代
を
約
4
万
円

程
度
と
考
え
る
と
、
禁
煙
外
来
に

か
か
る
費
用
の
方
が
安
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。　

A

各保健センターでの
禁煙相談

　
松
本
市
で
は
、
次
の
各
保
健
セ

ン
タ
ー
で
禁
煙
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　
　

◆
南
部
保
健
セ
ン
タ
ー　

	

　
　
（
☎
27－

３
４
５
５
）　

◆
北
部
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
38－

７
６
７
７
）

◆
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー　

	

　
　
（
☎
39－

１
１
１
９
）

◆
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
92－

８
０
０
１
）

・
通
院
中
で
、
か
か
り
つ
け
の
薬
　

局
に
行
く
機
会
の
あ
る
方

・
仕
事
な
ど
で
禁
煙
外
来
に
受
診
　

す
る
時
間
が
取
れ
な
い
方

・
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
の
低
い
ラ
イ
　

ト
ス
モ
ー
カ
ー
の
方

　
低
用
量
の
ニ
コ
チ
ン
を
含
む
パ

ッ
チ
や
ガ
ム
を
使
い
な
が
ら
禁
煙

を
進
め
ま
す
。
薬
の
使
い
方
や
副

反
応
へ
の
対
応
な
ど
を
薬
剤
師
に

相
談
で
き
ま
す
。　

　
購
入
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

（
医
療
保
険
の
適
用
外
）

【
標
準
的
な
使
用
方
法
】

・
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
は
８
週
間

（
費
用
：
１
万
３
０
０
０
円
程
度
）

・
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
は
12
週
間

（
費
用
：
喫
煙
状
況
に
よ
り
１
万

３
０
０
０
円
～
３
万
５
０
０
０
円

程
度
） 薬

局
で
の

　
　
　
禁
煙
支
援

たばこの煙から、子どもたちを守りましょう！

　
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め

1.4%

2.7%

3.9%
4.5%

0

1

2

3

4

5

妊娠時 4か月健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

母親の喫煙率単位（％）
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国
民
健
康
保
険
税
と

           

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ　

　
保
険
課
保
険
税
担
当
（
東
庁
舎
２
階　
☎
34－

３
２
１
５ 

ｆ
39－

２
５
２
３
）

　
介
護
保
険
制
度
全
般
は
高
齢
福
祉
課
（
本
庁
舎
北
別
棟　
☎
34－

３
２
１
３ 

ｆ
34－
３
０
１
６
）

保
険
税
の
納
付
方
法

　
加
入
世
帯
の
世
帯
主
の
方
へ
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
安
心

し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
保
険
税
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
保
険
税
の
納
付
方
法
は
、
受
給

し
て
い
る
年
金
か
ら
保
険
税
が
天

引
き
と
な
る
「
特
別
徴
収
」
と
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
金
融

機
関
の
窓
口
で
の
納
付
や
、
口
座

振
替
に
よ
り
納
付
す
る
「
普
通
徴

収
」
が
あ
り
ま
す
。
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
は
原
則
、
申

し
込
み
月
の
翌
月
末
以
降
か
ら
開

始
さ
れ
ま
す
。
一
度
の
手
続
で
自

動
的
に
継
続
と
な
り
ま
す
の
で
、

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
次
の
５
項
目
全
て
に
該

当
す
る
方
は
、
世
帯
主
の
年
金
か

ら
保
険
税
を
「
特
別
徴
収
」
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
が

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
で

あ
る

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ
る

④
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
る

⑤
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険

料
の
合
計
額
が
、
特
別
徴
収
の

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す

対
象
と
な
る
年
金
の
額
の
半
分

を
超
え
な
い

※
特
別
徴
収
が
始
ま
る
と
翌
年
の

４
月
、
６
月
、
８
月
も
仮
徴
収
と

し
て
特
別
徴
収
を
継
続
し
ま
す
。

申
し
出
に

よ
り
納
付

方
法
を
口

座
振
替
に

変
更
で
き

ま
す
の
で

ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
国
民
健
康
保
険
税

令和元年度（2019年度）

国民健康保険税・介護保険料納期限
国民健康保険税 介護保険料 納期限

― 第 １期（仮算定） ５月 ７日㈫

― 第 ２期（仮算定） ５月3１日㈮

― 第 3期（仮算定） ７月 １日㈪

第 １期 第 ４期 ７月3１日㈬

第 ２期 第 ５期 ９月 ２日㈪

第 3期 第 ６期 ９月30日㈪

第 ４期 第 ７期 １0月3１日㈭

第 ５期 第 ８期 １２月 ２ 日㈪

第 ６期 第 ９期 １２月２５日㈬

第 ７期 第１0期 １ 月3１日㈮

第 ８期 第１１期 3 月 ２ 日㈪

第 ９期 第１２期 3 月3１日㈫

※�特別徴収（年金天引き）の場合は該当しません。
※�介護保険料の第 １～ 3期仮算定分は、 ４月に通知済です。

保
険
税
収
納
率
向
上 

の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
の

確
保
を
図
る
た
め
、
滞
納
世
帯
へ

の
訪
問
徴
収
や
電
話
に
よ
る
催
告

等
を
行
い
、
税
収
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納
し
、

何
ら
連
絡
の
な
い
方
や
納
付
約
束

不
履
行
の
方
に
対
し
て
は
、
財
産

調
査
の
上
、
差
押
処
分
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
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市
外
か
ら
市
内
の 

施
設
に
入
所
さ
れ
た
方

　
市
外
か
ら
市
内
に
所
在
す
る
介

護
保
険
施
設
等
に
入
所
・
入
居
し
、

住
民
票
の
住
所
も
そ
の
施
設
に
移

し
た
方
は
、
特
例
と
し
て
前
に
い

た
市
区
町
村
の
介
護
保
険
を
お
使

い
い
た
だ
き
、
保
険
料
も
前
の
市

区
町
村
か
ら
課
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
「
住
所
地
特
例
」
と
い
い
ま
す
。

該
当
施
設
に
入
所
・
入
居
さ
れ
た

方
は
、
前
の
市
区
町
村
へ
届
け
出

が
必
要
で
す
。

　
不
明
な
点
は
、
入
所
・
入
居
前

の
市
区
町
村
ま
た
は
高
齢
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

減
免
制
度

　
昨
年
の
所
得
（
収
入
）
が
一
定

額
以
下
の
世
帯
で
、
失
業
、
災
害

な
ど
に
よ
り
、
一
定
以
上
の
所
得

（
収
入
）
減
少
、
損
害
を
受
け
た

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
税
の
所
得
割
額
と
介
護
保

険
料
の
一
定
割
合
が
減
免
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
の
７

日
前
ま
で
に
保
険
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保

険
者
）
に
納
入
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
保
険
料
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
老
齢
（
退
職
）・
遺
族
・
障
害

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
、

条
件
が
整
う
と
自
動
的
に
「
特
別

徴
収
」
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
納

入
通
知
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
が
年
額
18
万
円
以

上
で
も
新
た
に
65
歳
に
な
っ
た
方

や
、
特
別
徴
収
で
納
付
し
て
い
る

方
で
も
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入

し
た
り
、
収
入
申
告
を
や
り
直
し

た
り
し
て
保
険
料
の
所
得
段
階
が

変
更
に
な
っ
た
方
な
ど
は
、
一
時

的
に
「
普
通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

保
険
料　
主
な
変
更
点

■
低
所
得
者
の
軽
減
拡
大

　
従
来
、
介
護
保
険
料
の
軽
減
対

■
課
税
限
度
額
引
き
上
げ

　
課
税
限
度
額
を
次
の
と
お
り
改

正
し
ま
し
た
。

　
●
基
礎
課
税
額
＝
61
万
円
へ
　

■
旧
被
扶
養
者
に
係
る 

　
　
　
　
軽
減
特
例
の
期
間
制
限

　
職
場
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
方
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
方
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

（
65
歳
以
上
）
が
国
保
に
加
入
し

た
場
合
の
均
等
割
や
平
等
割
の
半

額
軽
減
特
例
期
間
が
、
国
保
資
格

取
得
か
ら
２
年
間
に
な
り
ま
す
。

保
険
税　
主
な
変
更
点

■
軽
減
措
置
の
拡
大

　
軽
減
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減

判
定
所
得
の
算
定
で
、
被
保
険
者

の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
を
次
の
と

お
り
改
正
し
ま
し
た
。

　
●
５
割
軽
減
＝
28
万
円
へ

　
●
２
割
軽
減
＝
51
万
円
へ

※�

国
保
加
入
者
が
未
申
告
の
場
合

は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

介
護
保
険
料

象
者
は
保
険
料
段
階
第
１
段
階
の

方
の
み
で
し
た
が
、
第
１
段
階
の

軽
減
を
さ
ら
に
強
化
し
、
ま
た
、

軽
減
対
象
者
を
第
１
～
第
３
段
階

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
方
ま

で
拡
大
し
ま
す
。

　
な
お
、
第
４
段
階
以
降
の
方
の

保
険
料
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
段

階
と
保
険
料
は
納
入
通
知
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

介護保険料段階表（第 １～ 3段階抜粋）

段階 軽減対象者 年額保険料
軽減拡大前 軽減拡大後

第 １段階
生活保護を受給している方、または、老齢福祉年金を
受給している方で世帯全員が住民税非課税の方、また
は世帯全員が住民税非課税で、本人の前年の合計所得
金額と課税年金収入の合計が８0万円以下の方

3万１,８00円 ２ 万６,５00円

第 ２段階
世帯全員が住民税非課税で、第 １段階に該当しない方
のうち、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入の
合計が８0万円超１２0万円以下の方

４万９,４７0円 ４ 万２,４00円

第 3段階 世帯全員が住民税非課税で第 １段階から第 ２段階に該当しない方 ５万3,0１0円 ５ 万１,２４0円

※合計所得金額から長期および短期譲渡所得の特別控除額を控除します。
　また、公的年金等に係る雑所得も控除します。

軽減割合
軽減判定所得基準額

改正前 改正後

７ 割 33万円以下 33万円以下（据置き）

５割 33万円＋２７.５万円×被保険者数 33万円＋２８万円×被保険者数

２割 33万円＋５0万円×被保険者数 33万円＋５１万円×被保険者数

区分
課税限度額

改正前 改正後

医療保険分 ５８万円 ６１万円

後期高齢者支援金分 １９万円 １９万円（据置き）

介護保険分 １６万円 １６万円（据置き）
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+＝
一人当たりの

年間保険料
（上限62万円）

均等割額
被保険者全員が均等に負担

4万 907円

所得割額
（30年中の総所得金額－33
万円）×所得割率8.30％

　被保険者の所得に応じた額

保険料の計算方法

※�所得が少ない方や一定の条件に該当する方は、保険料の軽減が適用される場合があります。軽減の
内容につきましては、保険料の通知書に同封するリーフレットをご覧ください。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
険
課
（
東
庁
舎
２
階
　
☎
34－

３
２
１
５ 

ｆ
39－
２
５
２
３
）

保
険
料
の
通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
受
給

し
て
い
る
年
金
か
ら
保
険
料
が
天

引
き
と
な
る
「
特
別
徴
収
」
と
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
金
融

機
関
の
窓
口
で
の
納
付
や
、
口
座

振
替
に
よ
り
納
付
す
る
「
普
通
徴

収
」
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
方
法
は
通
知
書
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る

方
は
、「
普
通
徴
収
」
と
な
り
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、「
特
別
徴
収
」
は
原
則

毎
年
継
続
し
ま
す
が
、
何
ら
か
の

原
因
で
納
付
書
払
い
（
届
出
の
あ

る
方
は
、
口
座
振
替
）
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
書
類
が
届
い
た

ら
必
ず
開
封
し
、
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　「
特
別
徴
収
」
か
ら
、
口
座
振

替
に
よ
る
納
税
を
希
望
す
る
場
合

は
、「
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申

出
書
」
と
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
軽
減
措
置
の
拡
大

　
保
険
料
均
等
割
額
に
お
け
る
５

割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
判
定
所
得

基
準
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。（
国

民
健
康
保
険
税
と
同
様
。
15
ペ
ー

ジ
上
段
の
表
の
と
お
り
）

納
付
方
法
の
変
更

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

主
な
変
更
点

　
■
軽
減
特
例
の
見
直
し

　
平
成
20
年
度
の
制
度
施
行
以
来
、

新
た
な
保
険
料
負
担
に
対
す
る
激

変
緩
和
措
置
と
し
て
、
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
方
の
保
険
料
に
対

し
て
軽
減
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
制
度
の
持
続
性
を
高
め
、
世
代

間
・
世
代
内
の
負
担
の
公
平
を
図

る
た
め
、
軽
減
特
例
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

　【旧
被
扶
養
者
に
係
る

　
　
　
軽
減
特
例
の
期
間
制
限
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
直

前
に
被
用
者
保
険
（
市
町
村
国

保
・
国
保
組
合
を
除
く
）
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
の
均
等

割
額
の
５
割
軽
減
期
間
が
、
資
格

取
得
か
ら
２
年
間
に
な
り
ま
す
。

【
均
等
割
９
割
軽
減
特
例
の
縮
小
】

　
均
等
割
が
こ
れ
ま
で
９
割
軽
減

と
な
っ
て
い
た
方
（
※
）
は
、
８

割
軽
減
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
※
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
の
被
保

険
者
の
総
所
得
等
の
合
計
が
33
万

円
以
下
か
つ
、
世
帯
の
被
保
険
者

全
員
が
年
金
収
入
80
万
円
以
下

（
そ
の
他
各
種
所
得
な
し
）
の
方

75歳以上
の方へ
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後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
保
険
課
（
東
庁
舎
２
階
　
☎
34－

３
２
１
６ 

ｆ
39－

２
５
２
３
）

　
保
険
証
等
を
窓
口
で
直
接
受
け

取
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
は
、
本

人
確
認
の
上
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

７
月
8
日
㈪
ま
で
に
保
険
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
３
割
負
担
の
方
】

　
令
和
元
年
度
（
２
０
１
９
年

度
）
の
市
民
税
課
税
標
準
額
（
平

成
30
年
中
の
所
得
に
基
づ
く
も

の
）
が
１
４
５
万
円
以
上
の
被
保

険
者
と
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
は

３
割
負
担
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
方
は
、
申
請
に
よ
り
１
割
負
担

に
な
り
ま
す
。（
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
へ
、
申
請
書
を
６
月
に

郵
送
し
ま
し
た
。
未
提
出
の
方
は

保
険
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

①
被
保
険
者
複
数
世
帯
で
、
被
保
　

険
者
の
収
入
合
計
額
が
５
２
０
　

万
円
未
満

②
被
保
険
者
１
人
世
帯
で
、
そ
の

方
の
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未

満
③
被
保
険
者
１
人
世
帯
で
、
そ
の

方
の
収
入
額
が
３
８
３
万
円
以

上
で
あ
る
が
、
同
一
世
帯
の
70

歳
～
74
歳
の
方
の
収
入
を
含
め

た
収
入
合
計
額
が
５
２
０
万
円

未
満

【
１
割
負
担
の
方
】

　
３
割
判
定
以
外
の
人

　
８
月
１
日
か
ら
認
定
証
も
新
し

く
な
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
令
和
元
年
７
月
31

日
ま
で
の
認
定
証
を
お
持
ち
で
、

令
和
元
年
度
も
引
き
続
き
市
民
税

非
課
税
世
帯
と
な
る
方
お
よ
び
、

市
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万

円
以
上
６
９
０
万
円
未
満
の
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
認
定
証

を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
の
認
定
証

は
、
８
月
１
日
以
降
、
ご
自
分
で

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
、
限
度
額
適
用

認
定
証（
以
下
、「
認
定
証
」）

を
お
持
ち
の
方
へ

医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

保
険
課
で
の
受
領
を

　
希
望
す
る
方

みんなで防ごう　結核
定期健診、

早めの受診を心がけ
ましょう

●問い合わせ　健康づくり課
　（東庁舎2階　☎34－3217 ｆ39－2523）

男

01234567
松本市丸の内 3番 7号

令和２年 7月 31 日

松本　太郎
昭和 4年 8月 20 日
平成 20 年 4 月 1 日

平成 20 年 4 月 1 日
令和元年 8月 1日

1割

３９２０２０２３

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
現
在
の
保
険
証
は
、
７
月
31
日

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
の
黄
色

の
保
険
証
は
、
８
月
１
日
以
降
、

ご
自
分
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
新
し
い
保
険
証
の
色
＝
桃
色

　
●
発
送
＝
７
月
下
旬

黄色 の封筒に入っています！

　保険証および認定証は、長野県後期
高齢者医療広域連合の黄色い封筒で郵
送します。お手元に届いたら、氏名な
ど記載内容をご確認ください。

新
し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す　結核は、過去の病気と思われがちですが、

日本は他の先進国と比べて罹患率が高くな
っています。
　新たな結核患者は80歳以上の高齢者に
多く、かつての流行期における感染が再燃
しています。早期発見・早期治療が大切で
す。
　市では、巡回検診車による肺がん・結核
検診胸部レントゲン撮影を実施しています
ので、ぜひお近くの会場で受診してくださ
い。
　詳細は、『広報まつもと』5月号と一緒
に配布された案内をご覧ください。

男
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特
定
健
診
の
ご
案
内

●
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課
（
東
庁
舎
２
階　
☎
34－

３
２
１
７ 

ｆ
39－

２
５
２
３
）

７
月
か
ら
松
本
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

ぜ
ひ
受
診
い
た
だ
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
生
活
習
慣
病
と
は

　
食
べ
過
ぎ
な
ど
の
食
生
活
の
乱

れ
や
運
動
不
足
、
喫
煙
な
ど
の
良

い
と
は
い
え
な
い
生
活
習
慣
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

　
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
進
行

す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と

が
多
く
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
重
症
化
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

■
特
定
健
診
と
は

　
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が

高
い
対
象
者
を
早
期
に
発
見
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
で
発
症
と
重
症
化
を
阻
止

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

■
対
象
者

【
国
保
特
定
健
診
】

　
松
本
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
で
、
今
年
度
30
歳
以

上
75
歳
未
満
の
方

【
後
期
高
齢
者
健
診
】

　
松
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

方
で
、
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方

■
検
査
内
容

　
問
診
、
診
察
、
身
体
測
定
、
血

圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、

心
電
図
な
ど

■
受
診
当
日
の
持
ち
物

　
被
保
険
者
証
、
受
診
券
（
該
当

者
に
緑
色
の
封
筒
で
６
月
下
旬
に

送
付
済
み
）、
受
診
料

■申し込み方法・受診期間 ■
受
診
料

　
国
保
特
定
健
診
　
１
０
０
０
円

　
後
期
高
齢
者
健
診
　
無
料

■
受
診
方
法

【
国
保
特
定
健
診
】

　
個
別
健
診
ま
た
は
集
団
健
診

【
後
期
高
齢
者
健
診
】

　
個
別
健
診
の
み

　※
個
別
健
診
は
１
２
6
の
指
定
医

療
機
関
か
ら
選
ん
で
受
診

※
集
団
健
診
は
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
（
本
館
・
南
分
室
）、
ま

た
は
支
所
・
出
張
所
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
中
か
ら
選
ん
で
受
診

■
注
意
事
項

・
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
、
再

発
行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

・
年
度
途
中
で
加
入
さ
れ
た
方
に

令和元年度
（2019年度）

は
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
松
本
市
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

を
利
用
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
し
た
場
合
、
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

・
松
本
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
以
外
の
協
会

け
ん
ぽ
や
健
康
保
険
組
合
、
共

済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ご
加

入
の
医
療
保
険
者
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国民健康保険の各証は
7 月末で更新になります

国民健康保険高齢受給者証
国民健康保険特定疾病療養受療証（有効期限が
記載してあるもの）

国民健康保険限度額適用認定証
　 7 月10日㈬以降に保険課か支所・出張所で
申請してください。別世帯の方が申請する場合
は、持ち物にあわせて委任状が必要です。
【持ち物】
　保険証、運転免許証（または通帳・診察券等
２ 種類以上）、印鑑、個人番号が分かるもの（通
知カード、マイナンバーカード）

保険課（東庁舎 ２ 階　☎34－3２03 ｆ39－２5２3）

●自動更新されるもの　※7月中に郵送

●更新手続きが必要なもの

●問い合わせ

内容 場所 予約 期間

個別
健診 指定医療機関 各医療機関へ

電話
令和元年 7 月 1 日～
9 月30日

集団
健診

医師会医療
センター

医師会医療セ
ンターへ電話

令和元年 7 月 1 日～
令和 2 年 2 月29日

支所・出張所、
保健センター

送付済みのは
がきで申し込
むか、健康づ
くり課へ電話

令和元年10月 4 日～
12月19日
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福
祉
医
療
（
医
療
費
助
成
） 

制
度
の
ご
案
内

　障害者支援医療の所得制限

　
毎
年
８
月
１
日
で
受
給
者
証
が

更
新
に
な
り
ま
す
。
資
格
継
続
の

方
に
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
７

月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。（
子
育

て
支
援
医
療
資
格
の
方
と
、
障
害

者
支
援
医
療
資
格
で
18
歳
以
下
の

方
は
除
く
。）

◆
障
害
者
支
援
医
療
資
格
の
方
は
、

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
８

月
１
日
時
点
で
障
害
者
手
帳
が

有
効
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な

福祉医療制度の助成対象者

福
祉
医
療
制
度
と
は

　
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
っ

た
医
療
費
の
う
ち
、
保
険
が
適
用

に
な
っ
た
自
己
負
担
額
の
一
部
を

市
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。

◆
０
歳
～
中
学
校
３
年
生

　
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の
支
払

い
は
、
受
給
者
負
担
金
の
５
０
０

円
の
み
と
な
り
ま
す
。

◆
16
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は

　

今
年
度
中
に
16
歳
に
な
る
方

（
ひ
と
り
親
家
庭
等
支
援
医
療
・　

障
害
者
支
援
医
療
対
象
の
方
）

　
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
保
険
適

用
自
己
負
担
額
か
ら
次
の
金
額
を

差
し
引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。

・
５
０
０
円
（
受
給
者
負
担
金
）

・
高
額
療
養
費
と
付
加
給
付
金

（
加
入
し
て
い
る
保
険
か
ら
戻

っ
て
く
る
額
）

※　後期高齢者医療保険加入者は、入院・通院対象（所得制限あり）
　　�障害者支援医療で 18 歳以下（18 歳到達後の 3月 31 日）までは

所得制限なし

り
ま
す
。

※
再
認
定
年
月
の
記
載
が
あ
り
、

そ
の
年
月
を
過
ぎ
て
い
る
場
合

や
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
場

合
は
、
手
帳
の
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

◆
所
得
制
限
の
あ
る
区
分
の
方
は
、

同
居
の
家
族
に
所
得
の
確
認
が

で
き
な
い
方
（
未
申
告
、
転
入

等
）
が
い
る
と
、
自
動
更
新
で

き
ま
せ
ん
。

●問い合わせ　
　【子育て支援医療、障害者支援医療（20歳未満）、ひとり親家庭等支援医療】
　 こども福祉課（東庁舎 1 階　☎33－9855 ｆ36－9119）
　【障害者支援医療（20歳以上）】
　 障害福祉課（東庁舎 1 階　☎34－3036 ｆ36－9119）

受
給
者
証
の
更
新

資格の区分 対象者 所得制限
（下表）

子育て支援医療 0 歳～中学校 3 年生（入院・通院） なし

障害者支援医療

身体障害者手帳 1 ・ 2 級 なし

身体障害者手帳 3 ・ 4 級 あり

療育手帳Ａ 1 なし

療育手帳Ａ 2 ・Ｂ 1
特別児童扶養手当 1 ・ 2 級（20歳まで） あり

精神障害者保健福祉手帳 1 級※
（通院医療費のみ） なし

精神障害者保健福祉手帳 2 級※
（通院医療費のみ） あり

ひとり親家庭等
支援医療

父・母と18歳未満の子および父母のない18歳
未満の子（高等学校在学中は20歳まで延長可） あり

扶養親族等の人数 本人 扶養義務者等
0 人 360万4,000円 628万7,000円
1 人 398万4,000円 653万6,000円
2 人 436万4,000円 674万9,000円
3 人 474万4,000円 696万2,000円
4 人 512万4,000円 717万5,000円

　ひとり親家庭等支援医療の所得制限
扶養親族等の人数 本人 扶養義務者等

0 人 192万円 236万円
1 人 230万円 274万円
2 人 268万円 312万円
3 人 306万円 350万円
4 人 344万円 388万円
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●問い合わせ　消防防災課（本庁舎別棟1階　☎33－1191 ｆ33－1011）
　昨年の「平成30年７月豪雨」で避難の遅れにより多くの犠牲者が出たことを受け、避難情報を待たずに避難できる仕
組みとして、住民が危険度を直感的に理解できるよう、5月29日から、気象台が発表する防災気象情報などに5段階の
「警戒レベル」が導入されました。市が発令する避難情報にも、「警戒レベル」の表示が加わります。

避難対象になる方は、災害発生の可能性のあるエリアにお住まいの方です。防災マップやハザードマッ
プを使い、自宅が「土砂災害（特別）警戒区域」「浸水想定区域」内か、避難先はどこか確認してください。

日頃からの
備え

高齢者肺炎球菌予防接種 が始まりました

　７月 1日から令和元年度の高齢者肺炎球菌定期予防接種が始まりました。定期予防接種対
象の方には、個人あてに通知を発送しました。詳細は、個人通知をご覧ください。

●問い合わせ　健康づくり課（東庁舎2階　☎34－321７ ｆ39－2523）

●制度について
　平成２6年度から始まった 5 歳刻みの高齢者肺炎球菌の定期予防接種（国で定めた予防接
種）は、平成30年度までの 5 年間で、65歳以上の方に定期接種の機会を設けるものでした。
　しかし、接種率が低かったことと、高齢者に対する肺炎球菌感染症の予防の重要性から、
令和元年度から再度 5 年間かけて 5 歳刻みの定期予防接種が継続されることになりました。

●対象者　※次の ３ 項目全てに該当する方

　① 接種当日、松本市に住民登録のある方
　② 自費での接種も含め、今までに一度も高齢者肺炎球菌予防接種を接種したことのない方
　③ 令和元年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳になる方と100歳以上になる方
　　  7 月 1 日以降の接種日において60歳～64歳の方で、心臓・腎臓･呼吸器機能またはヒ

ト免疫不全ウイルスによる障害を有する方（身体障害者手帳 1 級）

●接種期間
　令和元年 7 月 1 日㈪～令和 ２ 年（２0２0年）3 月31日㈫まで（実施医療機関の休診日を除く）

予防接種を
受けましょう

令和元年度（2019年度）

　日常でかかる肺炎
の病原菌で最も多い
のは肺炎球菌です。
　肺炎球菌ワクチン
を接種しておくと、
肺炎の予防や肺炎に
かかっても軽い症状

ですむ効果
が期待され
ます。

肺炎球菌
予防接種とは

防災気象情報や避難情報に「警戒レベル」が導入されました

◆警戒レベルと、気象台などが発表する防災気象情報および市が発令する避難情報の位置付け

　市が発令する「避難準備・高齢者等避難開始」は「警戒レベル 3 」、「避難勧告」および「避難指示（緊急）」
は「警戒レベル 4 」です。
　気象台から「警戒レベル 3 相当情報」が出た場合、市からの避難情報が出ていなくても、身の危険を感じたら、
避難に時間を要する高齢の方などは避難を開始し、それ以外の方は避難準備を開始するレベルとなります。
　同様に、「警戒レベル 4 相当情報」が出たら、全員避難を開始するレベルです。

警戒レベル 主な防災気象情報 避難情報 避難行動

レベル 5  大雨特別警報 既に災害が発生している状況、命を守るための
最善の行動

レベル 4  土砂災害警戒情報
 記録的短時間大雨情報  避難勧告、避難指示（緊急） 全員が速やかに避難先へ避難

レベル 3
 大雨警報
 洪水警報
 氾濫警戒情報

 避難準備・高齢者等避難開始 避難に時間を要する人と支援者は避難開始
それ以外の人は避難準備

レベル 2  大雨注意報
 洪水注意報 避難行動の確認

レベル 1  早期注意情報 災害へ心構え
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上半期パブリックコメント募集
　松本市の重要な計画等の策定にあたり、素案を公表して、市民の皆さんのご意見等をお聞きし、政策への反映を検討
するとともに、ご意見等に対する市の考え方を公表する制度です。皆さんの声をお寄せください。

� ●問い合わせ　行政管理課（本庁舎2階　☎33－4７７0 ｆ33－18７７）

※パブリックコメントの実施時期は、全て７月頃を予定しています。
※詳細は、各担当課にお問い合わせください。案件名、募集期間は変更になる場合があります。

案件名 内容 担当課

【松本市公設卸売市場事業経営
戦略（案）】

地域拠点市場としての公設地方卸売市場が、将来にわたって安定的に事
業を継続していくため、中長期的な経営の基本計画となる経営戦略を策
定し、市民への安心・安全な生鮮食料品等の安定供給の実現に向け、経
営の安定化に取り組むもの

農政課
☎34－3221
ｆ36－6217

【松本市営市街地駐車場事業
経営戦略（案）】

市街地活性化を目的に整備した市営駐車場が、将来にわたって安定的に
事業を継続していくため、中長期的な経営の基本計画となる経営戦略を
策定し、来街者への利便性向上に向け、経営の安定化に取り組むもの

商工課
☎34－3110
ｆ34－3008

【松本市索道事業経営戦略（案）】
松本市直営の野麦峠スキー場が、将来にわたって安定的に事業を継続し
ていくため、中長期的な経営の基本計画となる経営戦略を策定し、市民
のウインタースポーツの振興を図り、経営の安定化に取り組むもの

山岳観光課
☎94－2307
ｆ94－2567

【松本市観光施設事業（上高地）
経営戦略（案）】

松本市直営のホテル・食堂・ロッヂ等が、将来にわたって安定的に事業
を継続していくため、中長期的な経営の基本計画となる経営戦略を策定
し、利用者へのサービス向上に向け、経営の安定化に取り組むもの

山岳観光課
☎94－2307
ｆ94－2567

【松本市観光施設事業（松本城）
経営戦略（案）】

松本市民の宝である国宝松本城が、将来にわたって安定的に事業を継続
していくため、中長期的な経営の基本計画となる経営戦略を策定し、保
存活用促進に向け、経営の安定化に取り組むもの

松本城管理
事務所
☎32－2902
ｆ32－2904

●留意事項　①募集するのは、「アルプちゃん」を基調とするデカールの背景デザインの原案です。
　　　　　　②愛称（Alps Mountain View号）にちなんだデザインであること。（下図参照）
　　　　　　③自作の未発表作品で、他の商標・意匠などに類似していないもの。

　松本市観光大使として活躍している、フジドリームエアラインズ（FDA）11号機（愛称：Alps�Mountain�
View号）の機体のデカール（ステッカー）の更新に当たり、新しいデカールの背景デザイン原案を募集します。

FDA11号機デカール（ステッカー）背景デザイン原案募集‼
●問い合わせ　政策課（本庁舎 3階　☎34－32７4 ｆ34－3201）

●応募期間　 8 月 9 日㈮まで　

●応募方法　名前（ふりがな）・年齢・職業または、学校名と学年・住所・電話番号を記入し、
　　　　　　①背景デザインの原案（手書き、データ等様式は問いません）
　　　　　　②デザインの簡単な説明
　　　　　　を添えて、ハガキまたは電子メール（seisaku@city.matsumoto.lg.jp）で政策課へ

・�　　　　　　部分のデザインの原案　
を募集します。

・機体後部左右 2カ所に貼付します。
　（縦1,100ｍｍ×横2,400ｍｍ）

【募集する背景デザイン】
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●問い合わせ　広報国際交流課（本庁舎 3 階　☎34－3271 ｆ34－3201）

の 味 ～食品ロス編～

　「サンクスレシピ」は、食品ロスを減らす
ことができる「もったいないクッキング」を
テーマとしたレシピ集です。「野菜まるごと
レシピ」と「リメイクレシピ」を掲載してい
ます。

ブロッコリー の 蒸しパン

ブロッコリー　  30ｇ
バナナ　　　　  1 本

　〈材料（15個分）〉

●問い合わせ　広報国際交流課（本庁舎 3 階　☎34－3271 ｆ34－3201）

　市公式インスタグラムでは、皆さんが投稿した、わくわくする場所や風景など、松本市の魅力を伝える写真の中
から「今週の一枚」を選定し、紹介しています。『広報まつもと』では、さらに「今週の一枚」の中から「今月の
一枚」を紹介します。　※今月は募集期間の都合上、6月3日～9日から選ばれた「今週の一枚」を「今月の一枚」としています。

「今月の一枚」
松本市公式インスタグラム投稿企画　「まつもと わくわく」

　〈作り方〉
①  ブロッコリーは小房と茎に分け、一口サイズの大きさに

切りやわらかめにゆでる。バナナも一口サイズに切る。
②  フードプロセッサーにブロッコリーとバナナを入れてペ

ースト状にする。
③  Ⓐを混ぜ合わせ、さらに②を入れよく混ぜ合わせ、シリ

コンカップの 1 / 3 の深さまで入れる。
④ フライパンで湯を沸かし③を10分間蒸す。
⑤ 竹串をさして生地が付いてこなくなったら出来上がり。

　レシピ提供：◎いただきます‼

学生さんから一言

　今月は、松本大学地域づくり考房『ゆめ』、◎いただきます‼のメンバーと松本
市が共同で作成した “サンクスレシピ集”（平成28年 3月発行）から紹介します。

ホットケーキミックス：150ｇ
牛乳： 1 / 2 カップ（100ml）
卵：Ｍ 1 個
砂糖：大さじ 1

Ⓐ

※裏表紙に◎いただきます‼のメンバーのインタビュー記事を掲載しています。

服部優花さん／
◎いただきます‼リーダー

「ブロッコリーの房だけでなく、茎も利
用できます。ペースト状にするので、
購入してから日が経ったバナナも利用
できます。ブロッコリーの茎が固か
ったら外側を少し削いでください。」

@himerinnn さんの投稿写真

　 4 月末から営業を再開した「白骨温泉公共野天風呂」の写
真を投稿いただきました。緑の中にたたずむ、乳白色の秘湯。
思わず行ってみたくなる、わくわくする一枚ですね♪

「待ちに待った再開。川のせせらぎに誘われ階段
を降りて行けば、目に染み入る新緑と硫黄の香り
に包まれた至福の空間が待っていました♥」

投稿者から一言

「まつもと わくわく」投稿方法
ご自身のインスタグラムで、松本市の魅力を伝える写真を投稿する際
に、＃matsumoto_wakuwaku　とタグ付けしてください。

※市ホームページ（右の二次
元コードから）に掲載してい
る募集要項に同意
いただいた上で投
稿してください。

松本の「わくわく」

教えてください★

茎まで
使える！

#2
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賢い消費者に
なるために
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リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
と
は
、
人
生
最
期
に

お
け
る
治
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
の
希
望
を

「
生
前
の
意
思
」
と
し
て
元
気
な
う
ち
に

書
き
留
め
て
お
き
、
尊
厳
を
も
っ
て
自
分

の
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
備
え
て
お
く
た

め
の
も
の
で
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
今
、
病
気
や

ケ
ガ
ま
た
は
高
齢
に
よ
る
衰
弱
に
よ
り
、

回
復
が
見
込
め
な
い
状
態
で
あ
っ
て
も
本

人
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い
ま
ま
延
命
治

療
を
受
け
る
場
合
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、「
人
生
の
最

期
ぐ
ら
い
は
自
分
の
意
思
を
尊
重
し
て
ほ

し
い
」
と
考
え
る
人
が
多
く
な
り
、
リ
ビ

ン
グ
ウ
ィ
ル
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
医
師
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
リ

ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

市
地
域
包
括
ケ
ア
協
議
会
と
の
連
名
で

「
わ
た
し
の
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
（
事
前
指

示
書
）」
を
作
成
し
市
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
記
入
の
仕
方

や
心
構
え
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
に
作
成
す
る
際
は
、
ま
ず
家
族

や
周
囲
の
人
と
治
療
や
ケ
ア
に
関
す
る
考

え
や
希
望
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
、
こ
れ
を
「
人
生
会
議
」
と

言
い
ま
す
。
記
入
す
る
際
は
家
族
と
共
に

か
か
り
つ
け
医
と
も
相
談
し
、
記
入
後
は

書
面
の
存
在
を
皆
で
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
一
度
で
決
め
な
い
、
一
人
で

決
め
な
い
」
こ
と
も
大
切
で
す
。
複
数
の

人
が
確
認
で
き
る
よ
う
、
代
表
判
断
者
の

署
名
、
か
か
り
つ
け
医
の
記
入
欄
が
あ
り

ま
す
。

　

リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
は
市
内
の
医
療
機
関

や
薬
局
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
最
寄

り
の
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
本
市
医
師
会

U
R
L
:http://w

w
w
.m
atsu

－m
ed.or.jp

　
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
（
事
前
指
示
書
）

　スマートフォンに「情報料金が
未納。 今日中に連絡して」と、
SMS（ショートメッセージサー
ビス）が届き、慌てて電話をし、
高額な料金を払ってしまったとい
う事例がありました。これは架空
請求ですので無視しましょう。
　最近は「動画の無料期間が終了。
有料になる」とEメールが届き、
退会しようとURLに接続すると

「退会費用」を請求される、新た
な事例が多発しています。
　「情報・動画料金」についての
メールは十分注意しましょう。
●問い合わせ　消費生活センター
（本庁舎 1階　☎36－8832）、また
は消費者ホットライン1

い

8
や

8
や！

へ

「情報・動画料金」に関する

架空請求メールに注意
活動事例No.50

　鎌田小学校では、2 カ月ごとに担当学年が中心となってあい
さつ活動に取り組んでいます。６ 年生が担当した 4 ・5 月は、
児童会の鎌小レンジャーに加え、あいさつレンジャーが登場し
ました。
　昨年は、1 年生による「あいさつ行進」や 3 年生の「おはよ
うあくしゅ」など各学年がそれぞれ工夫を凝らした取り組みで、
あいさつを全校に働きかけました。
　企画側になったことで気づくこともあるようで、「これから

は必ず大きな声であいさつを
したい」と自分からあいさつを
することにつながっています。
　鎌田小学校では、今日も元気
なあいさつで 1 日が始まって
います。

●問い合わせ　教育政策課（☎33－3９８0 ｆ33－3９34）

あなたに あいさつをしよう

あいさつレンジャー出動!!

「まつもと市民生きいき活動」ロゴ 横組

4C

1C

10.11.30_01_NK



お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

市役所行き先　凡例　（例：本 ３→本庁舎 ３階）本：本庁舎　本別：本庁舎別棟
� 本北：本庁舎北別棟　東：東庁舎　東別：東庁舎別棟　大：大手事務所 情報チャンネル

認
定
新
規
就
農
者

認
定
農
業
者
の
申
請
受
け
付
け

【
認
定
新
規
就
農
者
】

　

青
年
等
就
農
計
画
の
令
和
元
年

度
（
２
０
１
９
年
度
）
第
２
回
の

認
定
を
行
い
ま
す
。
認
定
さ
れ
る

と
、
青
年
等
就
農
資
金
な
ど
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対

市
内
で
新
た
に
農
業
経
営
を

開
始
し
よ
う
と
す
る
方
、
お
よ
び

農
業
経
営
を
開
始
し
て
か
ら
５
年

以
内
の
方
で
、
18
歳
以
上
45
歳
未

満
の
方
、
ま
た
は
知
識
・
技
能
を

有
す
る
65
歳
未
満
の
方　

※
認
定

農
業
者
は
対
象
外

【
認
定
農
業
者
】

　

農
業
経
営
改
善
計
画
の
令
和
元

年
度
（
２
０
１
９
年
度
）
第
２
回

の
認
定
を
行
い
ま
す
。
５
年
後
に

む
け
た
経
営
の
計
画
を
作
り
、
認

定
さ
れ
る
と
、
農
業
機
械
購
入
時

の
補
助
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対

自
ら
の
創
意
工
夫
に
基
づ
き
、

経
営
の
改
善
を
進
め
よ
う
と
す
る

農
業
者
の
方

申
・
問

８
月
９
日
㈮
ま
で
に
、

農
政
課
（ 

本
５ 　

☎
34－

３
２
２

２　
ｆ
36－

６
２
１
７
）、
西
部
農

林
課
（
☎
78－

３
０
０
３　
ｆ
78－

３
９
４
２
）
へ

松
本
市
平
和
推
進
活
動
補
助
金

　

松
本
市
で
は
、
平
和
都
市
宣
言

の
理
念
に
基
づ
き
、
市
民
の
平
和

意
識
を
高
め
る
平
和
推
進
活
動
に

要
す
る
経
費
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

対

市
民
の
平
和
意
識
の
高
揚
に

寄
与
す
る
平
和
推
進
活
動　

●
対

象
経
費
＝
活
動
の
実
施
に
要
す
る

経
費
か
ら
、
参
加
料
、
入
場
料
、

物
品
販
売
収
入
等
の
事
業
収
入
を

除
い
た
額　

●
補
助
率
＝
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
５
万

円
）　

●
手
続
き
＝
交
付
申
請
、

実
績
報
告
、
請
求　

問

平
和
推

進
課
（ 

本
２ 　

☎
33－

４
７
７
０　

ｆ
33－

１
８
７
７
）

【
障
害
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】 

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
り

ま
す
。
実
施
時
期
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対

戦
没
者
の
遺
児　

●
実
施
地

域
／
申
込
締
め
切
り
日
＝
①
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
／
７
月
10
日
㈬　

②
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
／
７
月
29
日
㈪　

③
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
／
８

月
６
日
㈫　

④
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ

ー
半
島
／
８
月
23
日
㈮　

⑤
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
１
次
）
／
９
月
２
日
㈪　

⑥
マ
リ
ア
ナ
諸
島
／
９
月
13
日
㈮　

⑦
ミ
ャ
ン
マ
ー
／
10
月
７
日
㈪　

⑧
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
／
11
月
１
日
㈮　

⑨
台
湾
・
バ

シ
ー
海
峡
／
11
月
26
日
㈫　

⑩
ビ

ス
マ
ー
ク
諸
島
／
12
月
６
日
㈮　

⑪
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
次
）
／
１
月

７
日
㈫　

⑫
中
国
／
１
月
17
日
㈮　

●
特
定
地
域
／
申
込
締
め
切
り
日

＝
①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
／
11
月

12
日
㈫　

②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

／
12
月
６
日
㈮　

③
ミ
ャ
ン
マ
ー

／
12
月
17
日
㈫　

￥

10
万
円

（
燃
料
費
の
高
騰
、
円
安
等
諸
般

の
事
情
に
よ
り
値
上
げ
す
る
場
合

あ
り
。
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交

通
費
、
帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手

続
手
数
料
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）　

問

（
一
財
）
日
本
遺
族
会
事
務

局
（
☎
03－

３
２
６
１－

５
５
２
１　

ｆ
03－

３
２
６
１－

９
１
９
１
）　

申
（
一
財
）
長
野
県
遺
族
会
（
☎

０
２
６－

２
２
８－

０
３
３
４　
ｆ

０
２
６－

２
１
７－

５
０
８
０
）

古
く
な
っ
た
下
水
道
管
の

カ
メ
ラ
調
査
を
行
い
ま
す

　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を
開
け
て

下
水
道
本
管
の
内
側
を
カ
メ
ラ
で

調
査
し
ま
す
。
一
時
的
に
片
側
通

行
等
交
通
規
制
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
調
査
の
前
に
は
回
覧
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日

７
月
上
旬
か
ら
11
月
下
旬
ま

で　

場

第
１
、
２
、
３
地
区
、

東
部
地
区
、
中
央
地
区
、
城
北
地

区
、
安
原
地
区
、
城
東
地
区
、
白

板
地
区
、
田
川
地
区　

問

下
水

道
課
（
☎
48－

６
８
６
０ 

ｆ
47－

２
１
３
７
）

あがたの森

松本駅

国道 号

松本城

旭町小学校

調査範囲

新
し
い
介
護
保
険
負
担
割
合
証

を
発
送
し
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己

負
担
割
合
（
１
～
３
割
）
が
記
載

さ
れ
た
負
担
割
合
証
を
７
月
22
日

㈪
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
。
新
し

い
負
担
割
合
証
の
有
効
期
限
は
、

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
８
月

１
日
㈭
か
ら
令
和
２
年
（
２
０
２

０
年
）
７
月
31
日
㈮
ま
で
で
す
。

届
い
た
ら
記
載
内
容
を
確
認
し
、

お
手
元
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

と
一
緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

と
き
は
、
２
枚
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
や
施
設
へ
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

対

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
総
合
事

業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方　

問

高
齢
福
祉
課
（ 

本
北
２ 　

☎

34

－

３
２
１
３　
ｆ
34

－

３
０
１

６
）

SBCラジオで「ラジオ広報まつもと」を放送しています。　放送日：毎週月～金曜日の午前11時40分頃、午後2時20分頃

市役所行き先　凡例　（例：本 ３→本庁舎 ３階）本：本庁舎　本別：本庁舎別棟
� 本北：本庁舎北別棟　東：東庁舎　東別：東庁舎別棟　大：大手事務所

お
知
ら
せお

知
ら
せ

空間放射線量測定値
　長野県が通年で実施している測定値です。

　詳細は、水道水中の放射性物質濃度の測定値とあわ
せ、市ホームページをご覧ください。
問　環境保全課（ 東 4  　☎34－3267 ｆ34－0400）

日時 場所 測定値（μSv/h）
6 月11日午前 9時 松本合同庁舎 0.061
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
者
に

助
成
し
ま
す

　

地
球
温
暖
化
の
抑
制
お
よ
び
木

材
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
新
規
購
入
者
に
、

１
台
に
つ
き
10
万
円
以
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対

①
市
内
に
在
住
ま
た
は
、
事

業
所
が
あ
る
個
人
、
事
業
者
の
方　

②
こ
れ
か
ら
新
た
に
設
置
さ
れ
る

方　

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方　

④
長
野
県
内
の
事
業
所
か
販

売
店
か
ら
購
入
し
、
長
野
県
産
の

ペ
レ
ッ
ト
を
お
お
む
ね
１
シ
ー
ズ

ン
８
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
使
用

す
る
方　

⑤
翌
年
２
月
下
旬
ま
で

に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
の

検
査
が
完
了
で
き
る
方　

●
補
助

内
容
＝
ス
ト
ー
ブ
本
体
の
購
入
に

要
す
る
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
：
10
万
円
）　

●
補
助
予
定

台
数
＝
12
台　

●
注
意
＝
①
申
請

書
は
月
締
め
と
し
毎
月
、
月
末
に

申
請
書
を
審
査
し
、
翌
月
上
旬
に

交
付
を
決
定　

②
交
付
決
定
後
か

ら
設
置
可
能　

③
申
請
台
数
が
予

定
台
数
を
上
回
っ
た
月
は
、
そ
の

月
の
申
請
者
で
抽
選　

④
予
定
台

数
が
終
了
し
た
月
以
降
の
受
け
付

け
は
し
ま
せ
ん

受

耕
地
林
務
課
か
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
の
上
、

７
月
16
日
㈫
か
ら
耕
地
林
務
課
へ　

問

耕
地
林
務
課
（ 

本
５ 　

☎
34

－
３
２
２
４　
ｆ
36－

６
２
１
７
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

　

収
入
の
減
少
や
失
業
等
で
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

７
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
度
（
令

和
元
年
７
月
～
令
和
２
年
６
月

分
）
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し

た
。
免
除
等
の
申
請
は
、
継
続
審

査
で
受
付
と
な
っ
て
い
る
場
合
を

除
い
て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
31
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
し
た
国
民
年
金
の
被

保
険
者
で
、
学
生
納
付
特
例
に
引

き
続
き
免
除
等
を
希
望
す
る
場
合

は
あ
ら
た
め
て
免
除
等
の
申
請
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由

に
申
請
す
る
場
合
は
、「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
」
や
「
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
」
な
ど
の
離

職
日
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

で
す
。

場

市
民
課
年
金
担
当
、
支
所
・

出
張
所
、
松
本
年
金
事
務
所　

持

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
等
）、
個
人
番
号
カ
ー
ド
や
通

知
カ
ー
ド
等
の
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
確
認
書
類
、
印
鑑
、

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
等
）　

問

市
民
課
年

金
担
当
（ 

東
１ 　

☎
34－

３
２
１

８　
ｆ
37－

０
２
６
０
）、
松
本
年

金
事
務
所
（
白
板
２－

５－

１　

☎

32－

４
６
６
４
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

長
野
県
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と
「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が
全
国
の
宝
く

じ
売
場
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の

宝
く
じ
に
よ
る
収
益
金
は
、
都
道

府
県
ご
と
の
販
売
実
績
に
よ
り
市

町
村
に
配
分
さ
れ
、
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
長
野
県
内
の
宝
く
じ
売
り

場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

日

７
月
２
日
㈫
～
８
月
２
日
㈮　

●
抽
せ
ん
日
＝
８
月
14
日
㈬　

●

当
せ
ん
金
＝
【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
】
１
等
／
５
億
円
×
20
本
（
発

売
総
額
６
０
０
億
円
・
20
ユ
ニ
ッ

ト
の
場
合
）、
前
後
賞
／
各
１
億

円
×
40
本
（
発
売
総
額
６
０
０
億

円
・
20
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）
な
ど　

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
】
１
等

／
３
０
０
０
万
円
×
40
本
（
発
売

総
額
２
４
０
億
円
・
８
ユ
ニ
ッ
ト

の
場
合
）、
前
後
賞
／
各
１
０
０

０
万
円
×
80
本
（
発
売
総
額
２
４

０
億
円
・
８
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

な
ど　

問

財
政
課
（ 

本
３ 　

☎

34

－

３
２
７
３　
ｆ
34

－

３
２
０

１
）

お
知
ら
せ

ｗｗ第23回 中核市お知らせコーナー
　前回に引き続き、市民の皆さんの「健康を守る」をテーマ
に、松本市が、令和 3 年（2021年）4 月 1 日の中核市移行
にあわせて保健所を設置することで、変わることをお知らせ
します。

安全と安心のために②　～感染症対策編～
　結核、インフルエンザ、風しん、麻しんなど、ウイルスや
細菌が体内に侵入し、症状が出る病気を感染症と呼びます。
　感染症は、まん延することで、多くの住民の健康に影響を
及ぼす恐れがあり、地域や地区単位での対策が必要です。
　今年 5 月には、松本市内で麻しんの発生が確認され、県
松本保健所は、感染から医療機関に受診するまでの経過と行
動範囲について、患者に聞き取りを行うとともに、接触の疑
いがある方の健康状態を確認するなど、まん延防止策を講じ
ました。
　これまでも松本市は、予防接種事業や啓発活動など、感染
症予防の取り組みを行ってきました。
　市が、保健所を設置することで、予防から発生までの一連
の流れを、一体的に管理していくことになるため、これまで
以上に迅速かつ効率的な対応ができます。
　市の保健所と地域をよく知る保健師とが連携し、住民の皆
さんへ感染症の情報発信や、その地域の実情に沿ったケアや
サポートなど、保健所が持つ高度な医療知識と、市が持つ地
域の情報やネットワークとを融合させて、より充実した感染
症対策を実施していきます。

問　中核市推進室（ 東２  　☎34－3005 ｆ34－3204）
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

情報チャンネル

業
績
が
傑
出
し
て
い
る
方　

②
文

化
芸
術
功
労
賞
／
20
年
以
上
に
わ

た
る
文
化
芸
術
活
動
に
よ
り
、
市

の
文
化
芸
術
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
方　

③
文
化
芸
術
奨
励
賞

／
全
国
規
模
以
上
の
大
会
等
で
上

位
入
賞
ま
た
は
同
等
の
成
績
を
お

さ
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
全
国
レ

ベ
ル
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
方　

※
以
前
の
被
表
彰
者
は
同
種
の
表

彰
に
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。　

申

８
月
１
日
㈭
～
31
日
㈯
に
、
窓
口

ま
た
は
市
ホ
―
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

松
本
市
文
化
芸
術
表
彰
推
薦
書
に

必
要
な
書
類
を
添
付
し
、
文
化
振

興
課
へ　

※
推
薦
は
他
薦
と
し
、

自
薦
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。　

問

文
化
振
興
課
（ 

大
３ 　

☎
34

－

３
２
９
３　
ｆ
34－

３
０
１
８
）へ

札
幌
（
丘
珠
）
線
の
夏
期
運
航

　

札
幌
駅
ま
で
わ
ず
か
６
㎞
！
こ

の
夏
札
幌
へ
行
く
な
ら
、
近
く
て

便
利
な
丘
珠
空
港
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
運
航
期
間
＝
７
月
12
日
㈮
～
９

月
24
日
㈫　

●
運
航
ダ
イ
ヤ
＝
信

州
ま
つ
も
と
空
港
発
／
午
後
２
時

50
分
、
札
幌
丘
珠
空
港
着
／
午
後

４
時
20
分
、
札
幌
丘
珠
空
港
発
／

午
前
11
時
55
分
、
信
州
ま
つ
も
と

空
港
着
／
午
後
１
時
30
分　

●
航

空
券
の
予
約
・
購
入
＝
フ
ジ
ド
リ

ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
７
０－

55－

０
４
８

９　

営
業
時
間
：
午
前
７
時
～
午

後
８
時
）
ま
た
は
お
近
く
の
旅
行

代
理
店
ま
で　

問

観
光
温
泉
課

内　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
利

用
促
進
協
議
会
事
務
局
（
☎
34－

８
３
０
７　
ｆ
34－

３
０
４
９
）

【
観
光
温
泉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

第
45
回
夏
ま
つ
り

松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
連
長
会
議

対

松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
に
参
加
予
定

の
連
長
ま
た
は
副
連
長
の
方
（
代

理
出
席
可
）　
日

７
月
12
日
㈮
午

前
10
時
～
正
午　

場

音
楽
文
化

ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル　

内

変
更
点
・
注
意
事
項
の
説
明
、
踊

り
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン　

問

松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
実
行
委
員
会

（
☎
32－

５
３
４
５
）

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）

小
学
校
指
定
校
変
更
申
請
受
け
付
け

　

通
学
区
域
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ

た
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
で
あ
り
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

指
定
校
の
変
更
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対

令
和
２
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
新
１
年
生　

●
条
件
＝

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
こ

と　

①
指
定
小
学
校
ま
で
の
通
学

距
離
が
1.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る　

②
指
定
校
よ
り
も
通
学
距
離

が
短
い　

③
受
け
入
れ
る
学
校
側

で
教
室
数
な
ど
に
問
題
が
生
じ
な

い　

④
指
定
校
の
変
更
後
も
在
住

地
の
行
事
な
ど
、
地
域
の
活
動
に

参
加
す
る　

申

７
月
31
日
㈬
ま

で
に
印
鑑
を
持
参
の
上
、
学
校
教

育
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
指
定

校
変
更
の
可
否
に
つ
い
て
は
８
月

中
に
各
家
庭
へ
通
知
し
ま
す
。　

※
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
指
定
校

変
更
を
希
望
す
る
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　
他

令
和
２
年
４
月

に
中
学
校
に
入
学
す
る
方
の
受
け

付
け
は
、
８
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

の
予
定
で
す
。
各
小
学
校
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
問

学
校

教
育
課
（ 

大
４ 　

☎
33－

９
８
４

６　
ｆ
34－

３
２
０
６
）

平
成
30
年
度
情
報
公
開
制
度
の

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
公
文
書
公
開
制
度
＝
法
令
で
公

開
を
禁
止
等
さ
れ
て
い
る
も
の
を

除
き
、
請
求
に
よ
り
公
文
書
を
公

開
し
ま
す
。
請
求
件
数
は
１
９
２

件
（
文
書
数
１
９
５
７
件
）
で
、

全
部
公
開
１
０
０
９
文
書
、
部
分

公
開
８
９
１
文
書
、
非
公
開
２
文

書
、
取
下
げ
３
件
、
不
存
在
52
件

で
し
た
。　

●
個
人
情
報
保
護
制

度
＝
市
が
業
務
上
管
理
し
て
い
る

個
人
の
情
報
に
つ
い
て
、
本
人
ま

た
は
後
見
人
等
が
開
示
・
訂
正
・

削
除
・
利
用
中
止
の
請
求
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
法
令
に
よ
り
開

示
、
訂
正
等
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
請
求
件
数
は
74
件

（
記
録
数
５
６
４
件
）
で
、
開
示

４
４
８
文
書
、
部
分
開
示
１
１
０

文
書
、
開
示
拒
否
０
文
書
、
取
下

げ
０
件
、
不
存
在
６
件
で
し
た
。　

※
本
庁
舎
１
階
の
行
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
市
政
資
料
の
閲
覧
・
コ
ピ

ー
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。　

問

行
政
管
理
課

（ 

本
２ 　

☎
33－

４
７
７
０　
ｆ
33

－

１
８
７
７
）

令
和
元
年
度（
２
０
１
９
年
度
）

松
本
市
文
化
芸
術
表
彰

　

市
内
で
活
躍
す
る
優
れ
た
芸
術

家
の
皆
さ
ん
を
11
月
３
日
（
文
化

の
日
）
に
表
彰
し
ま
す
。　

※
選

考
は
松
本
市
文
化
芸
術
表
彰
選
考

委
員
会
の
選
考
を
経
て
市
長
が
決

定
し
ま
す
。

●
対
象
分
野
＝
芸
術
、
メ
デ
ィ
ア

芸
術
、
伝
統
芸
能
、
芸
能
、
生
活

文
化
、
国
民
娯
楽
、
出
版
物
な
ど　

対

市
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
拠

点
が
あ
る
個
人
・
団
体　

●
種

類
・
基
準
＝
①
文
化
芸
術
大
賞
／

全
国
規
模
以
上
の
大
会
等
で
最
高

賞
ま
た
は
同
等
の
成
績
を
お
さ
め

る
な
ど
、
技
量
お
よ
び
活
動
が
全

国
的
に
高
い
評
価
を
受
け
、
そ
の

FM長野で市政広報番組「松本市ワンポイントガイド」を放送しています。　放送日：毎月第1・第3・第5土曜日の午前8時25分～

ウィンカーは、自分の車の意思表示！
ワンポイント交通安全

　ウィンカーは、自分の行動を周囲に知らせ
る大切なもの。必要な場所でウィンカーを出
さない運転は違反です。

【ウィンカーを出すタイミング】
○右左折する交差点の手前３０ｍ
○進路変更（車線変更）する ３ 秒前
　後続車や、周囲の車の安全のためにも、ウ
ィンカーの合図は速度や交通状況に応じて早
めに、しっかり出すことが大切です。
問　 交通安全・都市交通課
　　（ 本 5 　☎34－3245 ｆ34－3202）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

合図不履行
【反則金（普通車）6,000円�点数 １点】

広報まつもと2019年 7 月号　26



お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
で
有

効
期
限
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
有
効
期
限
前
に
取
り
替

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る

お
宅
へ
個
別
に
お
知
ら
せ
の
上
、

取
り
替
え
ま
す
。
取
り
替
え
に
か

か
る
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で

所
有
者
が
設
置
し
た
各
戸
メ
ー
タ

ー
の
取
り
替
え
は
除
き
ま
す
）

●
７
月
の
取
り
替
え
地
区
＝
島
内
、

島
立
、
神
林
、
和
田
、
波
田
地
区

（
第
１
～
第
５
区
、
第
19
区
、
第

20
区
、第
22
区
、第
24
～
第
27
区
）　

日

７
月
１
日
㈪
～
16
日
㈫　

問

上
下
水
道
局
営
業
課
（
☎
48－

６

８
５
０　
ｆ
47－

２
１
３
７
）　

他

8
月
の
取
り
替
え
は
、
７
月
29
日

㈪
か
ら
行
い
ま
す
。

市
税
・
介
護
保
険
料
な
ど
は

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い

　

軽
自
動
車
税
、
市
県
民
税
第
１

期
、
固
定
資
産
税
第
１
期
、
介
護

保
険
料
第
１
期
～
３
期
の
納
付
を

お
忘
れ
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至

急
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
㈬
は
、
令
和
元
年
度

（
２
０
１
９
年
度
）
の
固
定
資
産

税
第
２
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第

１
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
１
期
、
介
護
保
険
料
第
４
期
の

納
期
限
で
す
。

　

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い

る
納
付
書
は
、
24
時
間
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
・
自
動
払
込
も
で

き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
に
は
督
促
状
の
発
送
、
ま
た
は

市
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
確
認

の
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
内
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
納
付
方
法
な
ど
の

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問

一
般
市
税
は
納
税
課
（ 

本
５ 　

☎
33－

１
１
９
２　
ｆ
39－

０
７
２

３
）、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
は
保
険
課
（ 

東
２ 　

☎
34－

３

２
１
５　
ｆ
39－

２
５
２
３
）

【
人
権
・
男
女
共
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

法
務
局
人
権
な
ん
で
も
相
談
へ

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に
関
す

る
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
・
場

７
月
13
日
㈯
／
な
ん
な

ん
ひ
ろ
ば　

会
議
室
１
・
２
、
８

相
談

月
６
日
㈫
／
駅
前
会
館　

第
１
・

２
中
会
議
室　

時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
１
時
～
４
時　

問

長
野
地

方
法
務
局
松
本
支
局
（
☎
32－
２

５
７
１　
ｆ
32－

２
５
７
２
）

【
市
民
相
談
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

全
国
一
斉
不
動
産
表
示
登
記

無
料
相
談
会

　

土
地
家
屋
調
査
士
が
、
土
地
の

境
界
や
登
記
に
関
す
る
悩
み
、
建

物
に
関
す
る
登
記
な
ど
の
悩
み
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談

は
事
前
の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

日

７
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
４
時
（
相
談
時
間
／
１
件
30
分

ま
で
）　
場 

中
町
・
蔵
シ
ッ
ク
館　

申
・
問

長
野
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
事
務
局
（
☎
０
２
６－

２
３

２－

４
５
６
６　

※
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
。
正
午
～
１
時
を

除
く
）

【
市
民
相
談
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

法
務
局
筆
界
特
定
・

境
界
Ａ
Ｄ
Ｒ
合
同
相
談
会

　

長
野
地
方
法
務
局
松
本
支
局
で

は
、
土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
紛
争

に
つ
い
て
、
解
決
の
お
手
伝
い
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

日

偶
数
月
第
４
木
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
の
金
曜
日
）
午
後

２
時
～
５
時
（
相
談
時
間
／
１
時

間
）　
場

長
野
地
方
法
務
局
松
本

支
局
（
沢
村
２－

12－

46
）　

定

毎

月
先
着
３
人　

※
要
事
前
予
約

（
相
談
日
の
前
々
日
（
火
曜
日
）

ま
で
）　

￥

無
料　

申
・
問

長

野
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

地
図
整
備
・
筆
界
特
定
室
（
☎
０

２
６－

２
３
５－

６
６
４
２
）

お
い
し
く
食
べ
よ
う

具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

市
が
推
進
す
る
「
お
い
し
く
食

べ
よ
う　

具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁
運

動
」
を
広
め
る
た
め
、「
松
本
の

新
し
い
郷
土
食
へ
～
信
州
産
み
そ

を
使
用
し
た
、
野
菜
た
っ
ぷ
り　

お
い
し
い
具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁
」

を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

対

市
内
在
住
ま
た
は
在
学
、
在

勤
の
方　

●
応
募
期
間
＝
７
月
22

日
㈪
～
８
月
26
日
㈪　

●
応
募
部

門
＝
①
子
ど
も
の
部
（
中
学
生
以

下
）　

②
一
般
の
部
（
プ
ロ
・
ア

マ
問
わ
ず
）　

※
親
子
や
グ
ル
ー

プ
で
の
応
募
も
可　

●
応
募
規
定

＝
①
野
菜
を
３
種
類
以
上
使
用
す

る
こ
と　

②
信
州
産
み
そ
を
使
用

す
る
こ
と　

③
手
軽
に
作
る
こ
と

募
集

が
で
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ

と　

④
で
き
る
だ
け
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
も
の　

他

一
次
審
査

（
書
類
選
考
）通
過
の
各
部
門
４
名

は
二
次
審
査
へ
進
み
ま
す
。
二
次

審
査（
実
演
審
査
）お
よ
び
表
彰
式

は
、
９
月
21
日
㈯
学
都
松
本
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
行
い
ま
す
。　

申
・
問

８
月
26
日
㈪
ま
で
に
、市
内
各
保

健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
応
募
用

紙
を
郵
送（
〒
３
９
０－

８
６
２
０　

丸
の
内
３－

７
）、ま
た
は
電
子
メ

ー
ル（kenkoka@

city.m
atsu　

m
oto.lg.jp

）
で
健

康
づ
く
り
課（ 

東
２ 　

☎
34－

３
２
１
７　
ｆ

39－

２
５
２
３
）
へ

技
能
功
労
者
褒
賞

候
補
者
の
推
薦
を

　

永
年
に
わ
た
り
技
能
職
分
野
で

活
躍
さ
れ
功
績
の
あ
る
方
を
、
11

月
23
日
㈷
に
褒
賞
し
ま
す
。

対

市
内
に
居
住
す
る
男
性
60
歳
、

女
性
50
歳
以
上
の
技
能
者
で
、
そ

の
職
に
お
お
む
ね
30
年
以
上
従
事

し
、
技
術
の
向
上
、
後
継
者
の
育

成
な
ど
業
界
の
発
展
に
功
績
が
顕

著
で
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

方　

●
対
象
職
種
＝
40
職
種　

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

申
・
問

８
月
16
日
㈮
ま
で

に
労
政
課
（
☎
35－

６
２
８
６　
ｆ

88－

７
６
６
９
）
へ

お
知
ら
せ

相
談

募
集
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

情報チャンネル
松
本
市
職
員
・
松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験

　

来
年
4
月
以
降
に
採
用
す
る
松

本
市
職
員
【
大
卒
程
度
（
管
理
栄

養
士
）
お
よ
び
高
卒
程
度
（
行
政

事
務
等
）】
と
松
本
広
域
連
合
消

防
職
員
（
高
卒
程
度
）
の
採
用
資

格
試
験
に
つ
い
て
、
７
月
上
旬
に

試
験
要
綱
を
次
の
と
お
り
掲
載
し

ま
す
。
試
験
日
時
・
採
用
区
分
・

受
験
資
格
な
ど
は
こ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、『
広
報
ま
つ
も
と
』
８

月
号
に
試
験
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

受
験
申
込
書
は
７
月
上
旬
か
ら
配

布
し
ま
す
。

【
松
本
市
職
員
採
用
資
格
試
験
】

●
試
験
要
綱
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

●
受
験
申
込
書
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
職
員
課
、
市
役
所
受
付
（
本

庁
舎
・
東
庁
舎
）
等　

申
・
問

職
員
課
（ 

本
３ 　

☎
34－
３
２
７

５　
ｆ
34－

３
２
０
１
）

【
松
本
広
域
連
合
消
防

�

職
員
採
用
資
格
試
験
】

●
試
験
要
綱
＝
松
本
広
域
連
合
お

よ
び
松
本
広
域
消
防
局
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

●
受
験
申
込
書
＝
松
本
広
域
連
合

事
務
局
、
松
本
広
域
消
防
局
、
各

募
集

消
防
署
所
の
窓
口
、
市
役
所
受
付

（
本
庁
舎
・
東
庁
舎
）
お
よ
び
奈

川
・
安
曇
・
四
賀
・
梓
川
・
波
田

の
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
窓
口　

問

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務

課
（
☎
87－

５
４
６
０　
ｆ
87－

５

４
６
２
）

遊
休
農
地
で
そ
ば
作
り

対

市
内
在
住
の
方　

日

①
種
ま

き　

７
月
27
日
㈯
午
前
８
時
～
10

時　

②
刈
り
取
り　

10
月
５
日
㈯

午
前
８
時
～
正
午　

③
脱
穀　

10

月
12
日
㈯
午
前
８
時
～
正
午　

④

そ
ば
打
ち
・
試
食
会　

11
月
９
日

㈯
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

※
天

候
等
に
よ
り
日
程
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。　

場

①
・

②
・
③
入
山
辺
地
区
内
農
地　

④

入
山
辺
公
民
館
調
理
実
習
室　

定

先
着
20
人
（
全
日
程
に
参
加

で
き
る
方
）　

￥

１
０
０
０
円

（
保
険
代
等
含
む
）　

内

地
元
の

農
業
委
員
と
と
も
に
、
そ
ば
作
り

を
し
ま
す
。
最
終
回
に
は
作
っ
た

そ
ば
を
皆
さ
ん
で
食
べ
ま
す
。　

申
・
問

７
月
10
日
㈬
か
ら
農
業

委
員
会
事
務
局
（ 

本
５ 　

☎
34－

３
２
２
６　
ｆ
36－

６
２
１
７
）
へ

男
女
共
同
参
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

海
外
視
察
研
修
参
加
者
募
集

　
（
一
社
）
国
際
女
性
教
育
振
興

会
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

推
進
す
る
た
め
に
、
海
外
視
察
研

修
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対

お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
市
内

在
住
の
女
性
で
、
男
女
共
同
参
画

に
関
心
が
あ
り
、
研
修
後
に
女
性

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
市
の
活
動
に
参

加
で
き
る
方　

日

11
月
９
日
㈯

～
11
月
17
日
㈰　

※
研
修
の
事
前

と
事
後
に
東
京
で
１
週
間
ず
つ
研

修
が
あ
り
ま
す
。　

●
視
察
国
＝

バ
ル
ト
三
国（
エ
ス
ト
ニ
ア
、ラ
ト

ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
）　
他

松
本

市
で
は
市
の
推
薦
を
受
け
て
研
修

に
参
加
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
研

修
成
果
の
松
本
市
へ
の
還
元
を
条

件
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
７
月
18
日
㈭
ま
で

に
人
権
・
男
女
共
生
課
へ　
申
・

問

人
権
・
男
女
共
生
課
（
☎
39－

１
１
０
５　
ｆ
37－

１
１
５
３
）

FMまつもとで「まつもとCity Navi」を放送しています。　放送日：毎週木曜日の午前7時30分～　（再放送：毎週土曜日の午後0時30分～）

募
集

　松本マラソン「おもてなしの花」を育ててみませんか。市民の皆
さんが育てた花をフィニッシュ会場に飾って花いっぱいのおもてな
しをします。

対　�配布した花をプランターに植えて育て、指定日に持ってきてい
ただける方（個人、企業、団体、学校等）

●配布日時　 7月26日㈮　午後1時～ 4時
　　　　　　7月27日㈯・28日㈰　午前9時～正午
●配布場所　総合体育館西側ロータリー
●定　数　　先着順300セット
●配　布　　�セット内容：長プランター1個、花苗 3ポット、培養

土1袋（※複数申し込み可）
●搬　入　　�10月 1日㈫～3日㈭に、かりがねサッカー場へお持

ちください（引き換えにオリジナルピンバッジを差し
上げます）

申　�7 月17日㈬までに、氏名・住所・電話番号・希望セット数を
電話またはファクスで総合体育館内　松本マラソン実行委員会
事務局（☎32－3600 ｆ32－3838　平日午前 8時30分～午後 5時
15分）へ

第 3回松本マラソン

「おもてなしの花」
協力者募集
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

松
本
市
顕
彰
の
申
請
を

　

市
で
は
、
松
本
市
顕
彰
要
綱
に

基
づ
き
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
分
野
で
、
全
国
的
に
顕
著
な
成

績
を
お
さ
め
た
団
体
や
個
人
を
11

月
１
日
に
開
催
す
る
「
ま
つ
も
と

市
民
祭
表
彰
式
典
」
で
顕
彰
し
ま

す
。

対

市
内
に
所
在
地
が
あ
る
団
体
、

ま
た
は
住
所
が
あ
る
個
人　

※
市

外
に
居
住
し
て
い
る
個
人
で
競
技

等
の
出
身
母
体
が
市
内
に
あ
る
場

合
も
該
当　

●
基
準
＝
平
成
30
年

９
月
１
日
～
令
和
元
年
８
月
31
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
国
際
規
模
の
各

種
競
技
会
等
で
入
賞
し
た
方
、
ま

た
は
全
国
規
模
の
各
種
競
技
会
等

で
最
高
賞
を
受
賞
し
た
方　

申

８
月
２
日
㈮
ま
で
に
、
該
当
と
思

わ
れ
る
方
は
、
①
大
会
要
項
の
写

し
、
②
表
彰
状
の
写
し
（
ま
た
は

入
賞
結
果
が
わ
か
る
も
の
）
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
期

限
以
降
８
月
31
日
ま
で
の
大
会
は

問
い
合
わ
せ
の
上
、
９
月
２
日
㈪

ま
で
に
申
請
）　
問

小
・
中
学
生

（
ス
ポ
ー
ツ
関
係
は
除
く
）は
学
校

教
育
課
（ 

大
４ 　

☎
33－

９
８
４

６　
ｆ
34－
３
２
０
６
）、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎

45
－

９
５
１
１　
ｆ
45

－

１
０
２

４
）、
そ
の
他
は
秘
書
課
（ 

本
２ 　

☎
34－

３
２
０
０　
ｆ
35－

２
０
３

０
）

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の

募
集

　

市
の
公
民
館
の
事
業
や
運
営
に

つ
い
て
審
議
を
い
た
だ
く
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

対

①
市
内
に
居
住
す
る
方
で
、

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
満
20

歳
以
上
の
方　

②
年
数
回
開
催
さ

れ
る
審
議
会
お
よ
び
各
種
研
修
会

に
出
席
で
き
る
方　

③
松
本
市
議

会
議
員
ま
た
は
松
本
市
職
員
（
嘱

託
員
、
臨
時
職
員
を
含
む
）
で
な

い
方　

④
松
本
市
の
他
の
附
属
機

関
等
の
委
嘱
を
受
け
て
い
る
場
合

は
２
機
関
ま
で
の
方　

⑤
学
校
教

育
お
よ
び
社
会
教
育
、
家
庭
教
育

の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
方　

●
任
期
＝
２
年
（
令
和
元
年
（
２

０
１
９
年
）
８
月
1
日
～
令
和
３

年
（
２
０
２
１
年
）
７
月
31
日
）　

定

若
干
名　

申

次
の
書
類
を
、

郵
送
等
で
生
涯
学
習
課
・
中
央
公

民
館
へ
【
応
募
申
込
書
（
様
式
自

由
）】
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
応
募
の
動
機
、
委
員

と
し
て
活
か
し
た
い
経
歴
、
活
動

経
験
等
を
記
入　
【
小
論
文
（
様

式
自
由
）】
テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら

の
公
民
館
に
望
む
こ
と
」（
８
０

０
字
程
度
）　

●
募
集
期
間
＝
令

和
元
年
７
月
16
日
㈫
ま
で　

問

生
涯
学
習
課
・
中
央
公
民
館
（
〒

３
９
０－

０
８
１
１　

中
央
１－

18

－

１　

☎
32

－

１
１
３
２　
ｆ
37

－

１
１
５
３　
ｍgakushu@

city.
m
atsum

oto.lg.jp

）

第
１
回
松
本
産
農
産
物
を

使
っ
た
料
理
教
室

　

松
本
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
旬

の
農
産
物
を
使
い
、
調
理
と
試
食

を
楽
し
み
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
り
ん
ご
」
を
使
っ
た
料
理
で

す
。

日

８
月
６
日
㈫
午
前
10
時
～
午

後
１
時　

場

梓
川
公
民
館　

定

６
～
12
歳
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
親
子
10
組
（
応
募
多
数
の

場
合
は
、
初
参
加
の
方
を
優
先
）　

￥

大
人
５
０
０
円
、
子
供
３
０

０
円
（
材
料
費
）　

●
メ
ニ
ュ
ー

（
予
定
）
＝
り
ん
ご
お
こ
わ
、
り

ん
ご
と
に
ん
じ
ん
の
サ
ラ
ダ
、
り

ん
ご
と
豚
肉
の
ポ
ッ
ト
ロ
ー
ス
ト
、

り
ん
ご
の
餃
子
パ
イ　

持

エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容

器　
託

１
歳
以
上
の
未
就
園
児
。

定
員
５
人
。
５
０
０
円
／
人　

講

ま
つ
も
と
農
村
女
性
協
議
会

会
員　

申
・
問

７
月
26
日
㈮
ま

で
に
農
政
課
（ 

本
５ 　

☎
34－

３

２
２
２　
ｆ
36－

６
２
１
７
）
へ

募
集

松本産野菜・くだものを使った
「味覚の授業体験講座」

参加者募集

　松本ならではの食材を使い、甘味・うま味などの味の基本である
「五味」を体感する「味覚教育」講座を、今年度初めて開催します。
　食に関心のある方は、この機会に「味覚教育」を体験してみませ
んか。夏休み期間中ですので、親子での参加も受け付けます。

《基本コース（調理なし）》
開催日 会　場 時　間 締め切り

① ７月26日㈮
大手公民館

午後 ３時３0分～ 5時 ７月16日㈫
② ８月 6日㈫ 午後 1時３0分～ ３時

７月26日㈮
③ ８月 6日㈫ 午後 ３時３0分～ 5時

《味覚演習コース（調理あり）》
開催日 会　場 時　間 締め切り

① ７月2７日㈯
なんなんひろば 午前10時～午後 1時15分

７ 月16日㈫
② ８月 ７日㈬ ７月26日㈮

定　各回先着10人程度（5人以上で開催）
￥　無料
内　�基本味「五味」の試食、きゅうり・プ
ルーンの試食

持　エプロン、マスク、筆記用具
他　�参加者にはコース別に講座受講証を
渡します

申・問　農政課（ 本５  　☎34－3221 ｆ36－6217）
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お
知
ら
せ
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談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
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福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

情報チャンネル

長
野
県
障
が
い
者

文
化
芸
術
祭
作
品
を
募
集

対

市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
方　

日

９
月
14
日
㈯
午
前
９
時
～
午

後
４
時
45
分
、
９
月
15
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
１
時　

場

上
田
市

丸
子
文
化
会
館
（
上
田
市
上
丸
子

１
４
８
８
）　

￥

無
料　

内

絵

画
、
手
芸
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
、

文
芸
（
短
歌
、
俳
句
、
自
由
詩
）　

※
平
成
30
年
８
月
以
降
に
制
作
し

た
作
品
１
人
１
点
ま
で
。
作
品
の

規
格
、
搬
入
方
法
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

申
・
問

８

月
２
日
㈮
ま
で
に
障
害
福
祉
課

（ 

東
１ 　

☎
34－

３
２
１
２　
ｆ
36

－

９
１
１
９
）
へ

２
０
１
９「
ａ
ｂ
ｎ
・
八
十
二
第
19
回
ふ
る
さ
と

Ｃ
М
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
Ｃ
Ｍ
作
品
募
集

●
テ
ー
マ
＝
松
本
市
の
特
長
を
表

現
し
た
30
秒
間
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル　

●
審
査
＝
長
野
朝
日
放
送
主
催
の

審
査
会
で
審
査
さ
れ
ま
す　

申

応
募
要
項
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

８
月
23
日
㈮
ま
で
に
広
報
国
際
交

流
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

※

作
品
提
出
は
９
月
30
日
㈪
必
着　

問

広
報
国
際
交
流
課
（ 

本
２ 　

☎
34－

３
２
７
１　
ｆ
34－

３
２
０

１
）

令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）松
本
市
成
人
式

実
行
委
員
会
の
委
員
を
募
集

　

本
市
の
成
人
式
は
、
新
成
人
に

よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
企

画
、
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
成
人
を
迎
え
る
方
で
実
行
委

員
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

対

今
年
度
成
人
を
迎
え
、
令
和

２
年
１
月
12
日
㈰
に
開
催
す
る
松

本
市
成
人
式
に
出
席
さ
れ
る
方

（
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
）　

日

実
行
委
員
会
は
、
８
月
～
12

月
ま
で
の
間
、
月
１
回
程
度
開
催

予
定　

場

な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば　

定

先
着
15
人
程
度　

内

記
念
品

の
選
定
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

実
行
委
員
会
企
画
の
検
討
・
実
施

の
他
、
当
日
の
式
典
進
行
な
ど　

申
・
問

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
26－

１
０
８
３　
ｆ
25－

５
３
３
７
）

松
本
若
者
会
議

実
行
委
員
を
募
集

　

松
本
若
者
会
議
は
、
若
者
が
住

ん
で
み
た
い
ま
ち
と
は
何
か
を
考

え
る
場
で
す
。
そ
の
会
議
の
中
心

と
な
り
企
画
・
運
営
す
る
実
行
委

募
集

員
を
募
集
し
ま
す
。

対

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、

通
学
す
る
15
歳
以
上
35
歳
未
満
の

方　

内

松
本
若
者
会
議
の
内
容

を
検
討
す
る
実
行
委
員
会
を
年
４

～
５
回
実
施
予
定
。
松
本
若
者
会

議
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。　

申
・
問

青
少
年
ホ
ー
ム

（
☎
26

－

１
０
８
３　
ｆ
25

－

５
３

３
７
）

２
０
２
０
年
版
信
州
ま
つ
も
と

「
旬
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」掲
載
写
真
募
集

　

市
内
で
撮
影
さ
れ
た
農
産
物
と

関
連
し
た
自
然
、
風
景
な
ど
の
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

対

市
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
応
募
で
き
ま
す
。（
未
成
年

者
は
保
護
者
の
許
可
が
必
要
）　

●
募
集
期
間
＝
７
月
19
日
㈮
～
10

月
31
日
㈭　

●
募
集
テ
ー
マ
＝
信

州
ま
つ
も
と
の
「
旬
の
農
産
物
」

の
あ
る
風
景　

●
募
集
内
容
＝
平

成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
１
月
以

降
に
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
農
産
物

と
関
連
し
た
写
真　

※
農
産
物
は

穀
物
・
野
菜
・
果
樹
・
花
き
・
畜

産
・
農
産
加
工
食
品
・
工
芸
農
作

物　

●
結
果
発
表
＝
令
和
元
年

（
２
０
１
９
年
）
12
月
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。
写
真

が
採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
と

２
０
２
０
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
を
１

部
進
呈
。　

●
応
募
方
法
＝
郵
送

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
農
政
課
へ

（
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）　

申
・
問

農
政

課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当（ 

本
５ 　

☎
34－

３
２
２
１　
ｆ
36－
６
２
１

７　

ｍichiba@
city.m

atsu　

m
oto.lg.jp

）

【
危
機
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

自
衛
官
等
募
集

　

陸
・
海
・
空　

自
衛
官
等
の
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
身
分
は

特
別
職
国
家
公
務
員
で
す
。

【
陸
・
海
・
空
　
自
衛
官
候
補
生
】�

　

任
期
制
自
衛
官
要
員

対

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女　

受

７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮　

●
試
験
日
＝
筆
記
試
験
９
月
20
日

㈮
～
22
日
㈰
い
ず
れ
か
１
日　

※

口
述
試
験
・
身
体
検
査
は
別
日
に

実
施

【
陸
・
海
・
空
　
一
般
曹
候
補
生
】�

　

中
核
と
な
る
曹
要
員

対

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女　

受

７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮　

●
試
験
日
＝
１
次
／
９
月
20
日
㈮

～
22
日
㈰
い
ず
れ
か
１
日

【
海
・
空
　
航
空
学
生
】

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員

対

高
卒
（
見
込
み
含
む
）。
海
／

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
男
女　

空

／
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女　

受

７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮　

●
試
験
日
＝
１
次
／
９
月
16
日
㈷　

申
・
問

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力

本
部　

松
本
地
域
事
務
所
（
深
志

２－

６－

５
マ
ル
ナ
カ
深
志
ビ
ル
１

階　

☎
36－

２
７
８
７
）

第
20
回
ピ
ア
ノ
カ
ー
ニ
バ
ル

出
演
者
募
集　

　

波
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
今
年
開

催
20
周
年
を
迎
え
る
ピ
ア
ノ
カ
ー

ニ
バ
ル
の
出
演
者
を
募
集
し
ま

す
。　

対

①
ピ
ア
ノ
「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
」
を
弾
い
て
み
た
い
方　

②
経
験
不
問
で
す
が
、
コ
ン
サ
ー

ト
形
式
な
の
で
一
曲
を
通
し
て
弾

け
る
方　

③
音
響
設
備
を
必
要
と

し
な
い
歌
や
弦
楽
器
な
ど
と
の
共

演
も
歓
迎　

日

９
月
22
日
㈰
午

後
２
時
～
（
開
場
午
後
１
時
30

分
）　
場

波
田
文
化
セ
ン
タ
ー　

ア
ク
ト
ホ
ー
ル　

定

30
組
程
度　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選　

￥

１
組
２
０
０
０
円　

※
記
念

品
付
き　

●
曲
目
＝
ジ
ャ
ン
ル
は

問
わ
ず
１
組
あ
た
り
１
曲
５
分
ま

で　

申

７
月
23
日
㈫
～
８
月
25

日
㈰
に
、
波
田
文
化
セ
ン
タ
ー
窓

口
設
置
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
中
学
生
以
下
の
方
の

出
演
に
は
保
護
者
の
サ
イ
ン
、
捺

印
が
必
要
）　
問

波
田
文
化
セ
ン

タ
ー
（
☎
92－

７
５
０
１　
ｆ
92－

７
５
０
５　

月
曜
休
館
）

テレビ松本Ｊ705チャンネルで松本市行政チャンネルを放送しています。ご覧いただくには、テレビ松本ケーブルビジョンとデジタル契約が必要です。

募
集
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

松
本
児
童
園

職
員
募
集

　

児
童
養
護
施
設
松
本
児
童
園
で

は
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
４

月
１
日
か
ら
勤
務
す
る
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

対

心
理
士
（
有
資
格
者
は
正
規
、

受
験
資
格
者
は
嘱
託
）、
児
童
指

導
員
・
保
育
士
（
正
規
ま
た
は
嘱

託
）　

●
受
験
資
格
＝
臨
床
心
理

士
ま
た
は
公
認
心
理
士
（
見
込
み

も
含
む
）、
社
会
福
祉
士
ま
た
は

精
神
保
健
福
祉
士
、
児
童
指
導
員
、

保
育
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
方
。（
見
込
み
も
含
む
）　

●

募
集
人
数
＝
若
干
名　

●
第
１
次

試
験
（
筆
記
）
＝
８
月
９
日
㈮
午

前
10
時
～　

●
第
２
次
試
験
（
面

接
）
＝
一
次
合
格
者
に
通
知　

内

書
類
選
考
、
第
一
次
筆
記
、

第
二
次
面
接　

持

筆
記
用
具　

申
・
問

７
月
31
日
㈬
ま
で
に
郵

送
で
履
歴
書
、資
格（
見
込
み
）・

卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
を
松
本

児
童
園
（
〒
３
９
０－

０
８
５
１　

島
内
１
６
６
６－
８
８
０　

☎
47－

０
５
９
０　
ｆ
47－

０
５
９
４
）
へ

【
耕
地
林
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

き
の
こ
山
の
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

安
曇
野
市
・
松
本
市
山
林
組
合

所
有
の
「
き
の
こ
山
」
の
入
札
を

行
い
ま
す
。
マ
ツ
タ
ケ
を
主
と
す

る
菌
類
が
入
札
の
対
象
で
す
。
７

月
下
旬
に
現
地
説
明
会
、
８
月
上

旬
に
入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対

市
内
ま
た
は
安
曇
野
市
在
住

の
方　

場

安
曇
野
市
豊
科
田
沢

の
組
合
有
林
（
5
区
画
）　

申
・

問

７
月
18
日
㈭
ま
で
に
安
曇
野

市
・
松
本
市
山
林
組
合
事
務
局

（
☎
71

－

２
４
３
４　
ｆ
71

－

２
５

０
７
）
へ

●募集する施設
施設名 施設数 担当課

弓道場・柔剣道場 2

スポーツ推進課
（☎45－9511 ｆ45－1024）

庭球場

美須々屋内運動場

８

南部屋内運動場

沢村庭球場

開智公園運動場

新村庭球場

浅間温泉庭球公園

松本臨空工業団地庭球場

波田扇子田運動公園

サッカー場、あがた運動公園、馬術競技場 ３

総合体育館 1

美須々駐車場 1

霊園（中山・蟻ケ崎・並柳） ３ 環境保全課
（☎３4－３04３ ｆ３4－0400）葬祭センター 1

障がい者就労センター・はた 1 障害福祉課
（☎３4－３212 ｆ３6－9119）

しがビューティフルパーク 1 耕地林務課（四賀農林担当）
（☎64－３115 ｆ64－29３３）

グレンパークさわんど 1 西部農林課
（☎７８－３00３ ｆ７８－３942）ながわ山彩館 1

梓水苑・梓川地域休養施設（松香寮） 2 観光温泉課
（☎３4－８３0７ ｆ３4－３049）

乗鞍観光センター 1 山岳観光課
（☎94－2３0７ ｆ94－256７）野麦峠オートキャンプ場 1

池上百竹亭 1 生涯学習課
（☎３2－11３2 ｆ３７－115３）

※複数併記してある施設は、一体管理で公募します。

　施設の業務内容、管理費、指定期間や申請に際しての手続き、申請
資格などは、各施設の募集要項に掲載します。
●募集要項　各担当課で配布するほか、市ホームページに掲載します。
●募集期間　 7月 1日㈪～8月19日㈪
問　各施設の担当課へ　
　　※�制度全般については行政管理課（☎33－4770 ｆ33－1877）へ

●指定管理者制度とは
　市民の皆さんが利用する福祉施設、観光施設、スポーツ施設などの
公の施設を、民間事業者を含めた団体などが市の指定を受けて管理す
る制度です。

令和２年（２０２０年）４月からの

公の施設指定管理者募集

募
集

31　広報まつもと2019年 7 月号



お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

情報チャンネル

第
３
回
美
ヶ
原
高
原
自
然
観
察
会

　

美
ヶ
原
高
原
で
、
自
然
に
触
れ
、

自
然
の
仕
組
み
や
大
切
さ
を
学
ぶ

観
察
会
を
行
い
ま
す
。

日

８
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

●
コ
ー
ス
＝
美
し
の

塔
・
ア
ル
プ
ス
展
望
（
約
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）　

※
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。　

●
集
合
＝
自
家

用
車
の
方
は
、
午
前
９
時
30
分
に

美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
、
バ

ス
利
用
の
方
は
、
午
前
８
時
に
市

役
所
東
庁
舎
前　

定

38
人
（
バ

ス
）　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選　

￥

５
０
０
円
（
保
険
代
と

記
念
品
代
含
む
）　
講

美
ヶ
原
高

原
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

持

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具　

※
標
高

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。
登
山

の
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

申
・
問

７
月
29
日
㈪
～
８
月
７

日
㈬
に
観
光
温
泉
課
内　

美
ヶ
原

観
光
連
盟
事
務
局
（
☎
34－

８
３

０
７　
ｆ
34

－
３
０
４
９　

※
平

日
の
み
）
へ

親
子
で
美
ヶ
原
高
原
を

楽
し
も
う
！

　

動
植
物
の
観
察
や
工
作
を
し
て
、

催
し

親
子
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対

小
学
生
親
子　

日

８
月
11
日

㈷
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

内

午
前
中
：
散
策
（
思
い
出
の
丘
～

美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
）、

午
後
：
散
策
（
王
ヶ
頭
）
ま
た
は

工
作　

※
雨
天
中
止
。
高
低
差
の

あ
る
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
で
す
。
休
憩
を
は
さ
み

な
が
ら
約
２
時
間
30
分
程
度
歩
き

ま
す
。　

●
集
合
＝
午
前
８
時
に

市
役
所
東
庁
舎
前 

※
解
散
は
午

後
４
時
30
分
（
予
定
）　

定

38
人

（
バ
ス
）　

※
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選　

￥

５
０
０
円
（
保
険
代

と
記
念
品
代
含
む
）　
講

美
ヶ
原

高
原
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

持

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具　

※

標
高
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。

登
山
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。　

申
・
問

７
月
16
日
㈫

～
26
日
㈮
に
観
光
温
泉
課
内　

美

ヶ
原
観
光
連
盟
事
務
局
（
☎
34－

８
３
０
７　
ｆ
34

－

３
０
４
９　

※
平
日
の
み
）
へ

親
子
で
星
空
を
見
て
み
よ
う
！

　

夜
の
美
ヶ
原
高
原
を
舞
台
に
、

親
子
で
標
高
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル

か
ら
望
む
星
空
と
夜
景
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対

小
学
生
親
子　

日

８
月
10
日

㈯
午
後
７
時
～
９
時　

※
雨
天
中

止
。
当
日
の
開
催
判
断
は
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク（https://ja

－jp.face　

book.com
/utsukushi2034/

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い　

●
集
合
＝

自
家
用
車
の
方
は
、
午
後
７
時
ま

で
に
美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

売
店
駐
車
場
、
バ
ス
利
用
の
方
は
、

午
後
５
時
30
分
に
市
役
所
東
庁
舎

前 

※
解
散
は
午
後
10
時
30
分

（
予
定
）　

定

26
人
（
バ
ス
）　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選　

￥

無
料　

講

北
山
輝
泰
氏
／
星
景

写
真
家　

持

防
寒
着
、
雨
具　

申
・
問

７
月
16
日
㈫
～
26
日
㈮

に
観
光
温
泉
課
内　

美
ヶ
原
観
光

連
盟
事
務
局
（
☎
34－

８
３
０
７　

ｆ
34－

３
０
４
９　

※
平
日
の
み
）

へ

あづみ野テレビ地デジ112チャンネルで松本市行政チャンネルを放送しています。ご覧いただくには、あづみ野テレビとデジタル契約が必要です。

催
し

　国宝松本城本丸庭園を会場に、
広く全国各地から太鼓団体が集
まります。
日　 ７ 月2７日㈯、28日㈰
【駅前演奏】松本駅お城口駅前
広場／午後 1 時30分～ 3 時
【街中演奏】松本城大手門枡形
跡広場／午後 2 時～ 3 時45分
【太鼓体験】松本城大手門枡形跡広場／午後 2 時～ 3 時45
分のうち、30分程度
【メインステージ】国宝松本城本丸庭園／午後 5 時30分～

9 時
※ 入場は午後 4 時40分から。開催時間が変更になる場合

があります
￥　入場無料

●メインステージ出演順　
〈27日㈯〉
和太鼓　鳴桜（なを）（松本市）、和太鼓　鼓一（東京都）、
四賀鼓龍会虚空蔵太鼓（松本市）、打音’s TOP（神奈川県）、
松本アルプス太鼓（松本市）、幸手和太鼓保存会（埼玉県）、
八丈太鼓　六人会（東京都・招へい団体）、三原志知小学校　
和太鼓「志童」（兵庫県）、浅間温泉火焔太鼓保存会（松本
市）、藤本吉利・藤本容子（プロゲスト）、～合同演奏～中
山太鼓連（松本市・合同演奏のみ）
〈28日㈰〉
志賀天友太鼓（石川県）、さんとこ（松本市）、本郷若獅子
太鼓（松本市）、東京TAIKOGIRLS（埼玉県）、相洋高等
学校　和太鼓部（神奈川県）、和太鼓　響（松本市）、信濃
国松川響岳太鼓（長野県）、国宝松本城古城太鼓（松本市）、
転輪太鼓　打乱漢　獅闘～ SEED～（愛知県・招へい団
体）、藤本吉利・藤本容子（プロゲスト）、～合同演奏～　
※出演日・出演順が変更になる場合があります　

問　観光温泉課内　国宝松本城太鼓まつり実行委員会 
　　（ 大５  　☎34－830７ ｆ34－3049）

第32回国宝松本城太鼓まつり
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
催
し

【
親
子
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

　

小
さ
な
子
ど
も
向
け
の
番
組

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
宇
宙
へ
Ｇ

Ｏ
！

－

太
陽
系
を
ぼ
う
け
ん
だ

－

」
を
投
映
し
ま
す
。

日

７
月
７
日
㈰
午
後
３
時
～　

場

２
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

定

90
人　

￥

無
料　

申

当
日
会
場

へ【星
空
散
歩
（
星
の
観
望
会
）】

　

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
季
節

の
天
文
現
象
を
観
測
し
ま
す
。

対

小
学
生
以
上
（
高
校
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）　
日

７
月
20
日

㈯
午
後
７
時
30
分
～
９
時　

場

天
体
観
測
室
、
２
階
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム　

定

先
着
40
人　

￥

無
料　

講

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ

ブ
北
斗　

申

７
月
13
日
㈯
か
ら

電
話
受
け
付
け
の
み　

【
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
制
作
講
座
】

　
「
ス
テ
ラ
ド
ー
ム
ス
ク
ー
ル
」

を
利
用
し
て
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
投
映
で
き
る
簡
単
な
星
空
解
説

番
組
を
制
作
し
ま
す
。

対

高
校
生
以
上　

日

８
月
６
日

㈫
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場

３
階
第
１
研
修
室　

定

先
着
５

人　

￥

１
０
２
０
円　

持

筆
記

用
具
、
昼
食　

申

７
月
30
日
㈫

か
ら
電
話
受
け
付
け
の
み

【
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
・
国
立
天
文
台

�

見
学
ツ
ア
ー
】

　

子
ど
も
た
ち
に
宇
宙
に
つ
い
て

の
興
味
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

天
文
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
調
布
航
空
宇
宙
セ
ン
タ

ー
と
国
立
天
文
台
三
鷹
の
見
学
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

対

市
内
在
住
の
小
中
学
生
と
そ

の
保
護
者　

日

８
月
９
日
㈮
午

前
６
時
50
分
～
午
後
６
時
50
分　

定

30
人
（
抽
選
）　

￥

大
人
１

０
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０
円　

持

昼
食
な
ど　

申

７
月
11
日
㈭

ま
で
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢
を
明
記
の
上
、
郵
送
（
〒
３

９
０－

０
２
２
１
里
山
辺
２
９
３

０－

１
）・
フ
ァ
ク
ス
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
受
け
付
け

【
親
子
映
画
会
】

　

宮
沢
賢
治
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
特

集
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」「
双

子
の
星
」
を
上
映
し
ま
す
。

日

７
月
７
日
㈰
午
前
11
時
～
、

午
後
２
時
～　

場

３
階
ホ
ー
ル　

定

１
５
０
人　
￥

無
料　
申

当

日
会
場
へ

【
エ
ク
セ
ル
基
礎
】

　

表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
２

０
１
６
」
の
基
本
操
作
を
、
種
々

の
表
を
作
り
な
が
ら
学
び
ま
す
。

日

７
月
14
日
㈰
・
15
日
㈷
午
前

10
時
～
午
後
３
時　

場

３
階
第

１
研
修
室　

定

先
着
11
人　

￥

４
０
９
０
円　

持

筆
記
用
具
、

昼
食　

申

７
月
７
日
㈰
か
ら
電

話
受
け
付
け
の
み

【
エ
ク
セ
ル
上
級
Ⅰ
】

　

関
数
や
表
計
算
の
活
用
を
学
び

ま
す
。

対

エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
終
了
程

度
の
経
験
が
あ
る
方　

日

８
月

７
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場

３
階
第
１
研
修
室　

定

先
着

11
人　

￥

３
０
７
０
円　

持

筆

記
用
具
、
昼
食　

申

７
月
31
日

㈬
か
ら
電
話
受
け
付
け
の
み

【
親
子
科
学
工
作
教
室
】

　

お
星
さ
ま
や
こ
ん
虫
が
ス
テ
ッ

キ
（
棒
）
を
登
る
「
ふ
し
ぎ
マ
ジ

ッ
ク
ス
テ
ッ
キ
」
を
作
り
ま
す
。

対

小
学
生
以
上　

日

８
月
４
日

㈰
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後

１
時
30
分
～
３
時　

場

３
階
ス

タ
ジ
オ　

定

各
回
10
人　

※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
開

催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　

￥

５
１
０
円　
申

７
月
４
日
㈭
～
19
日
㈮
に
電
話
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

【
親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
】

　

レ
ゴ
・
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
を

使
っ
て
簡
単
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り

ま
す
。

対

小
学
４
～
６
年
生
と
そ
の
保

護
者　

日

８
月
12
日
（
月
・
休
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後
１

時
30
分
～
３
時　

場

３
階
第
2

研
修
室　

定

各
回
９
組　

※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
開

催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

￥

無
料　

申

７
月
12
日
㈮
～
2７
日
㈯
に
電

話
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
問

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
32－

７
６
０
０　
ｆ
32－

７
６
０
４
）

都
市
計
画
道
路
な
ど
の
変
更
に

伴
う
公
聴
会

　

都
市
計
画
道
路
４
路
線
と
用
途

地
域
を
変
更
す
る
都
市
計
画
案
を

作
成
す
る
に
あ
た
り
、
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
変
更
内
容
＝
（
県
決
定
）
松
本

朝
日
線
お
よ
び
長
野
飯
田
線
、

（
市
決
定
）
城
山
新
井
線
、
南
松

本
駅
石
芝
線
お
よ
び
白
板
地
区
用

途
地
域　

対

都
市
計
画
案
に
関

係
す
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
と

そ
の
他
利
害
関
係
者　

日
・
場

７
月
28
日
㈰
午
前
10
時
～
／
白
板

地
区
公
民
館
、
午
後
２
時
～
／
な

ん
な
ん
ひ
ろ
ば　

●
閲
覧
期
間
＝

６
月
28
日
㈮
～
７
月
26
日
㈮　

●

閲
覧
場
所
＝
松
本
市
都
市
政
策
課
、

長
野
県
松
本
建
設
事
務
所
、
長
野

県
建
設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課　

●
公
述
申
出
＝
公
聴
会
で
の
公
述

（
発
言
）
を
希
望
す
る
方
は
７
月

19
日
㈮
ま
で
に
公
述
申
出
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
し
出
が
な
い
場
合

は
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。　
他

変
更
内
容
に
よ
り
、
会
場
等
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問

都
市
政
策
課
（ 

本
５ 　

☎
34

－

３
２
５
１　
ｆ
34－

３
２
０
２
）、

長
野
県
松
本
建
設
事
務
所
計
画
調

査
課
（
☎
40－

１
９
６
４ 

ｆ
4７－

８
０
２
７
）

第
９
回
平
和
・
国
際
交
流
に
関
わ
る

留
学
生
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　

市
内
の
大
学
・
専
門
学
校
に
在

学
す
る
留
学
生
、
外
国
籍
の
学
生

が
、
平
和
・
国
際
交
流
を
テ
ー
マ

に
自
ら
の
考
え
や
思
い
を
日
本
語

で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。
コ
ン
テ
ス

ト
終
了
後
は
、
留
学
生
と
の
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

日

７
月
13
日
㈯
午
後
１
時
～
4

時
30
分　

場

М
ウ
イ
ン
グ
３
階

３－

２
会
議
室　
内

原
稿
審
査
を

通
過
し
た
16
人
の
留
学
生
に
よ
る

ス
ピ
ー
チ
を
審
査
し
、
発
表
者
を

表
彰
し
ま
す
。　

￥

無
料　

申

不
要　

問

広
報
国
際
交
流
課
内　

同
実
行
委
員
会
事
務
局
（ 

本
３ 　

☎
34－

３
２
２
０　

ｍkouhou_
pr@

city.m
a　

tsum
oto.lg.　

jp

）
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

情報チャンネル

夏
休
み
社
会
見
学 

親
子
図
書
館
た
ん
け
ん
ツ
ア
ー

　

普
段
は
入
れ
な
い
書
庫
の
見
学

や
館
内
の
案
内
、
図
書
館
ク
イ
ズ

等
を
行
い
ま
す
。

対

小
学
生
（
要
保
護
者
同
伴
）　

日

７
月
29
日
㈪
午
前
の
部
：
午

前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後
の

部
：
午
後
２
時
～
３
時
30
分　

場

中
央
図
書
館　

定

各
部
親
子

10
組　

持

筆
記
用
具　

申
・
問

７
月
５
日
㈮
か
ら
中
央
図
書
館

（
☎
32－

０
０
９
９ 

ｆ
3７－

１
１
４

８
）
へ

夏
休
み
エ
コ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

　

夏
休
み
を
有
意
義
に
！
楽
し
く

環
境
を
学
ぶ
エ
コ
ス
ク
ー
ル
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
市
内
在
住
の
小

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。　

※
集
合
場
所
か

ら
送
迎
バ
ス
有

【
川
の
生
き
も
の
を
観
察
し
よ
う
！
】

　

水
生
生
物
の
観
察
会
で
す
。

日

７
月
29
日
㈪
午
前
９
時
～
正

午　

場

波
田
支
所
、
梓
川
橋
上

流
右
岸　

●
集
合
場
所
＝
市
役

所
・
波
田
支
所　

定

20
人　

￥

催
し

無
料　

●
締
め
切
り
＝
７
月
16
日

㈫【ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら

�

繊
維
を
作
ろ
う
！
】

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

日

８
月
１
日
㈭
①
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分
ま
た
は
、
②
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場

環

境
技
術
セ
ン
タ
ー　

●
集
合
場
所

＝
市
役
所
・
会
場　

定

各
15
人

（
保
護
者
の
参
加
は
一
人
ま
で
）　

￥

小
中
学
生
５
０
０
円　

●
締

め
切
り
＝
７
月
16
日
㈫

【
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
を
観
察
し
よ
う
！
】

　

国
内
で
も
貴
重
な
チ
ョ
ウ
の
観

察
会
で
す
。

日

８
月
５
日
㈪
午
前
８
時
30
分

～
午
後
３
時　

場

奈
川
支
所
、

奈
川
古
宿
地
区　

●
集
合
場
所
＝

市
役
所
・
波
田
支

所　

定

20
人　

￥

無
料　

●
締

め
切
り
＝
７
月
22

日
㈪

【
森
の
自
然
た
い
け
ん
】

　

自
然
観
察
、
木
工
教
室
、
バ
ウ

ム
ク
ー
ヘ
ン
づ
く
り
を
行
い
、
木

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日

８
月
６
日
㈫
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時　

場

長
野
県
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー　

●
集
合
場
所
＝
市

役
所
・
会
場　

定

30
人　

￥

５
０
０
円　

●
締

め
切
り
＝
７
月
22
日
㈪

【
上
高
地
自
然
観
察
会
】

　

上
高
地
の
自
然
を
学
び
、
体
感

す
る
講
座
で
す
。（
①
・
②
両
講

座
へ
の
参
加
必
須
）

定

20
人　

￥

無
料　

●
締
め
切

り
＝
７
月
29
日
㈪

①
事
前
学
習
会　

日

８
月
９
日
㈮
午

前
９
時
30
分
～
11
時

30
分　

場

な
ん
な

テレビ信州で市政広報番組「市民ロータリーまつもと」を放送しています。放送日：7月13日㈯午前11時35分～

　トライあい・松本で活動しているサークルがイオンモー
ル松本でワークショップを開きます。　手作り小物の製作
が無料体験できます。ミニ講座も同時開催。事前申し込み
不要です。

催
し

ん
ひ
ろ
ば

②
現
地
学
習
会　

日

８
月
16
日

㈮
午
前
７
時
15
分
～
午
後
５
時　

場

河
童
橋
～
明
神
池　

●
集
合

場
所
＝
な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば

申

各
講
座
締
め
切
り
ま
で
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
か
ら
応
募
。
ま
た
は
、
は
が
き

に
①
講
座
名
、
②
郵
便
番
号
、
③

住
所
、
④
参
加
者
全
員
の
名
前
と

年
齢
、
⑤
昼
間
連
絡
が
つ
く
電
話

番
号
、
⑥
バ
ス
利
用
の
有
無
を
明

記
し
て
環
境
政
策
課
（
〒
３
９
０

－

８
６
２
０ 

丸
の
内
３－

７
）
へ
。　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
初

参
加
の
方
優
先
。
当
選
者
に
は
後

日
詳
細
を
連
絡
。
天
候
等
に
よ
り
、

開
催
中
止
や
内
容
変
更
に
な
る
場

合
あ
り
。
安
全
上
、
対
象
未
満
の

お
子
さ
ん
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。　

問

環
境
政
策
課
（ 

東
４ 　

☎
34

－

３
２
６
８　
ｆ
34－

０
４
０
０
）

トライあい・松本　
夏のワークショップ
in イオンモール松本

場　イオンモール松本　晴庭 2階インフォメーション横　
●時間＝午前10時30分～午後 5時（定員になり次第終了）

日程 内容 定員 団体名

7 月27日㈯
くるみボタンワークショップ
ブローチ・髪飾り・マグネット
作成（ 1人 1個）

先着
100人 フラワーバスケット

7月28日㈰

パッチワークのミニ巾着、ポ
ケットティッシュカバーなど
の小物作り

先着
50人 エコの会

加賀ゆびぬき作り体験
錦糸でかがり模様を作る部分を
体験

先着
20人

加賀ゆびぬき松本
倶楽部

場　トライあい・松本　 2階大会議室
●時間＝午後 1時30分～ 2時30分

日程 内容 定員 団体名

7 月27日㈯
ミニ講座【トライあい・サイ
エンスカフェ】
～やさしい相対性理論と
　ブラックホールのお話～

30人 四次元倶楽部

問　トライあい・松本（☎35－6285 ｆ35－6344）
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

【
文
化
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

第
13
回
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

鈴
木
鎮
一
記
念
館
コ
ン
サ
ー
ト

　

神
戸
の
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
教

室
に
通
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
関
西
地
区

の
指
導
者
も
弦
楽
伴
奏
と
し
て
共

演
し
ま
す
。

日

７
月
28
日
㈰
午
後
２
時
開
演　

場

鈴
木
鎮
一
記
念
館　

展
示
室

（
旭
２－

11－

8７
）　

●
駐
車
場
＝
旭

町
小
学
校　

教
職
員
用
駐
車
場

（
旭
町
小
学
校
東
門
側
）　

定

80

人　

￥

無
料　

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

＝
ハ
イ
ド
ン
：
弦
楽
四
重
奏
曲
作

品
64－

５
「
ひ
ば
り
」
よ
り
～
弦

楽
合
奏
、
パ
ガ
ニ
ー
ニ
：
カ
プ
リ

ー
ス
第
24
番
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ

ィ
：
協
奏
曲
ト
短
調
第
３
楽
章
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
：
ユ
ー
モ
レ
ス

ク
、
鈴
木
鎮
一
：
ア
レ
グ
ロ
ほ
か　

問

鈴
木
鎮
一
記
念
館
（
☎
・
ｆ

34－

６
６
４
５
）

【
観
光
温
泉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

「
湘
南
藤
沢
親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

参
加
者
募
集

　

今
年
で
59
回
目
を
迎
え
る
姉
妹

都
市
藤
沢
市
と
の
、
海
と
山
と
の

市
民
交
歓
会
事
業
を
、
海
の
街
・

藤
沢
市
で
開
催
し
ま
す
。

対

市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者　

日

８
月
４
日
㈰
午
前
６
時

30
分
／
貸
切
バ
ス
松
本
発
、
５
日

㈪
午
後
６
時
30
分
頃
／
松
本
着　

※
１
泊
２
日　

定

30
人　

※
初

参
加
家
族
を

優
先
。
応
募

多
数
の
場
合

は
抽
選
。
抽

選
結
果
は
７

月
18
日
㈭
ま

で
に
郵
送
で

通
知
し
ま
す　

￥

大
人
１
万
３
０
０
０
円
、
小

人
９
０
０
０
円　

※
交
通
・
宿

泊
・
一
部
食
事
・
施
設
使
用
料
・

旅
行
保
険
代
込
み
。
宿
泊
は
藤
沢

市
内
ホ
テ
ル
と
な
り
ま
す　

内

【
１
日
目
】
新
江
ノ
島
水
族
館
見

学
、
江
の
島
散
策　
【
２
日
目
】

江
ノ
電
乗
車
、
地
引
き
網
、
藤
沢

市
親
子
と
の
交
流
（
市
民
交
歓
会
、

海
水
浴
）　

申
・
問

７
月
11
日
㈭

ま
で
に
、
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
性
別
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

松
本
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（ 

大
１ 　

☎
34－

３
２
９
５
（
平

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）　

ｆ

39－

７
３
２
０　
ｍyokoso@

m
a　

tsum
oto

－tca.or.jp

）
へ

人
権
映
画
の
日

　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
人
権
に
関

す
る
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

日

８
月
７
日
㈬
午
後
３
時
～
５

時　

●
上
映
作
品
＝
嗚
呼　

満
蒙

開
拓
団　

場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ
３
階　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
室　

￥

無
料　

問

人
権
・
男
女
共
生
課
（
☎
39－

１
１
０
５　
ｆ
3７－

１
１
５
３
）

企
業
の
職
場
見
学
と
就
職
セ
ミ
ナ
ー

対

高
校
、
大
学
生
等　

日

８
月

２
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

内

詳
細
は
こ
ち
ら　

申
・
問

７
月
26
日

㈮
ま
で
に
労
政
課

（
☎
35－

６
２
８
６　

ｆ
88－

７
６
６
９
）
へ

催
し

教育文化センター開放日

【夏休み映画会】
　「シンデレラ」を上映します。
日　 ７ 月2７日㈯午後 2 時～
場　 3 階ホール
定　150人　￥　無料
申　当日会場へ

【小中子どもパソコン開放日】
　教育文化センターのパソコンで、アニメーションや名刺な
どの作成・キーボード練習ができます。
対　小・中学生のみ（小学 3 年生以下は保護者同伴）
日　 ７ 月2７日㈯・28日㈰
　　午前 9 時～11時30分、午後 1 時30分～ 4 時（出入り自由）
場　 3 階第 1 研修室
定　各回20人　￥　無料
申　当日会場へ

【プラネタリウム特別投映】
　プラネタリウムを全日無料でお楽しみいただけます。午前
10時、11時からはファミリー向け番組の投映、午後 2 時か
らは大人向けのヒーリング企画、午後 3 時からは家族で楽し
めるクイズ大会を行います。
日　 ７ 月2７日㈯・28日㈰
　　午前10時～、午前11時～、午後 2 時～、午後 3 時～
場　 2 階プラネタリウム
定　先着90人　￥　無料
申　当日会場へ　

【サイエンスショー】
　わくわく・ドキドキがいっぱいの科学実験をお楽しみくだ
さい。
日　 ７ 月28日㈰　午前10時～10時30分
場　 3 階ホール
定　150人　￥　無料
申　当日会場へ　
問　教育文化センター（☎32－７600 ｆ32－７604）
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

情報チャンネル
【
労
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

「
無
料
で
作
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

作
成
セ
ミ
ナ
ー

　

無
料
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ
い
て
、
初
心

者
向
け
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

対

松
本
市
、
塩
尻
市
、
安
曇
野

市
に
在
住
で
、
出
産
・
子
育
て
・

介
護
等
の
た
め
在
宅
で
仕
事
を
し

た
い
方　

日

７
月
23
日
㈫
午
前

10
時
～
正
午　

場

コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
Ｋノ

ウ

ア

ー

ズ

ｎ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ（
ｓ
）

（
大
手
１－

３－

29
）　

￥

無
料　

申

ク
ラ
ウ
ド
ッ
ト
㈱
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://know

ers.
doorkeeper.jp/events/　

92699

）か
ら　

問

ク
ラ
ウ
ド
ッ

ト
㈱
（
☎
０
７
０－

６
９
７
６－
４

８
９
３　

平
日
午
前
10
時
～
午
後

５
時
）

「
夏
休
み・水
の
研
究
お
助
け
隊
」

参
加
者
募
集

　

毎
日
使
う
水
が
ど
の
よ
う
に
作

ら
れ
、
汚
れ
た
水
が
ど
の
よ
う
に

き
れ
い
に
な
る
か
を
学
び
ま
す
。

対

市
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る

４
～
６
年
生
と
保
護
者　

日

７

催
し

月
27
日
㈯
、
28
日
㈰
、
29
日
㈪
①

午
前
９
時
～
正
午　

②
午
後
１
時

～
４
時　

場

両
島
浄
化
セ
ン
タ

ー　

定

各
回
12
組　

￥

無
料　

内

水
の
実
験
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
見
学
、
微
生
物
の
観
察　

持

筆
記
用
具
、
帽
子　

申
・
問

７

月
４
日
㈭
～
17
日
㈬
に
、
電
話
で

宮
渕
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
32－

５

１
６
９　

平
日
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
）
へ

私
た
ち
の
ま
ち
・
松
本
で

世
界
の
料
理
を
楽
し
も
う

　

イ
ン
ド
料
理
店
の
店
主
か
ら
、

本
格
イ
ン
ド
カ
レ
ー
（
豆
カ
レ

ー
）
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
す
。

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
食

べ
ま
す
。

日

８
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
１
時　

場

ト
ラ
イ
あ
い
・
松

本　

料
理
実
習
室

定

先
着
35
人　

￥

１
０
０
０
円　

講

ア
シ
シ
ュ
・
シ
ル
プ
カ
ー
氏

／
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
食
堂 

印
度
山　
持

白
米
１
合
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

申
・
問

７
月
11
日
㈭
午
前
10
時

か
ら
、多
文
化
共
生
プ
ラ
ザ（
☎
39

－

１
１
０
６　
ｆ
37－

１
１
５
３
）へ

わ
く
わ
く
多
文
化

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
教
室

　
「
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
」
と
い
う
ド

イ
ツ
で
生
ま
れ
た
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム

の
教
室
で
す
。
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル

を
使
い
楽
し
み
な
が
ら
、
神
経
系

の
発
達
や
ボ
ー
ル
感
覚
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
松
本

山
雅
の
鐵
戸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
・
今

井
コ
ー
チ
が
指
導
し
ま
す
。

対

小
学
生　

日

７
月
30
日
㈫
午

後
２
時
～
３
時　

場

中
央
公
民

館
（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
）
北
棟
８
階　

体
育
館　

定

先
着
20
人　

￥

５

０
０
円
（
保
険
料
）　
講

鐵
戸
裕

史
さ
ん
、
今
井
昌
太
さ
ん
他　

持

動
き
や
す
い
服
装
、
上
履
き
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル　

申
・
問

７

月
４
日
㈭
午
前
10
時
～
26
日
㈮
に

多
文
化
共
生
プ
ラ
ザ
（
☎
39－

１

１
０
６　
ｆ
37－

１
１
５
３
）
へ

第
38
回
国
宝
松
本
城
「
薪
能
」

　

今
年
は
、
観
世
流
（
能
）
の
坂

井
音
重
師
ほ
か
、大
蔵
流（
狂
言
）

の
山
本
泰
太
郎
師
ほ
か
皆
さ
ん
に

よ
る
公
演
で
す
。

日

８
月
８
日
㈭
午
後
５
時
30
分

～
９
時　

※
雨
天
中

止　

場

国
宝
松
本

城
二
の
丸

御
殿
跡　

￥

無
料　

内

①
能

／
杜か

き
つ
ば
た若　

恋こ
い

之の

舞ま
い　

②
狂
言
／
狐

き
つ
ね
づ
か塚  

③
能

／
融と

お
る　

ク
ツ
ロ
ギ　

※
開
演
前
に

能
楽
講
座
と
演
目
解
説
（
午
後
４

時
～
４
時
30
分
）
が
あ
り
ま
す
。　

●
駐
車
場
＝
松
本
城
西
側
の
臨
時

駐
車
場
を
午
後
４
時
30
分
～
９
時

30
分
ま
で
無
料
開
放　

申
・
問

松
本
城
管
理
事
務
所
（
☎
32－

２

９
０
２　
ｆ
32－

２
９
０
４
）

ひ
と
り
親
家
庭

「
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
講
座
」

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
い
き
い
き
講

座
と
し
て
、
親
子
で
一
緒
に
チ
ョ

ー
ク
ア
ー
ト
製
作
を
楽
し
み
ま
す
。

対

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭　

日

７
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

場

な
ん
な
ん
ひ

ろ
ば

￥

一
製
作
５
０
０
円　

講

三
枝

典
子
先
生　

持

作
品
を
入
れ
て

持
ち
帰
る
袋　

申
・
問

７
月
16

日
㈫
ま
で
に
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉

会
事
務
局
（
☎
27－

３
３
８
１　
ｆ

27－

２
２
３
９
）、
こ
ど
も
福
祉
課

（ 

東
１ 　

☎
33－

４
７
６
７　
ｆ
36

－

９
１
１
９
）
へ

第
21
回
子
ど
も
の
た
め
の
七
夕

コ
ン
サ
ー
ト
「
天
の
川
」

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
に
親
し
む
た
め
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

対

子
ど
も　

日

７
月
13
日
㈯
午

後
３
時
～
５
時
（
開
場
２
時
30

分
）　
場

あ
が
た
の
森
文
化
会
館　

２－

８
会
議
室　

定

50
人　

￥

無
料　

内

ド
イ
ツ
在
住
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
ヤ
ス
ヨ
・
テ
ラ
シ
マ
・

ヴ
ェ
ア
ハ
ー
ン
氏
に
よ
る
演
奏
と
、

音
楽
や
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
の
ト
ー

ク　

申

不
要　

問

あ
が
た
の
森

文
化
会
館
（
☎
32

－

１
８
１
２  

ｆ
37－

０
４
７
２
）

牛
伏
川
階
段
工
学
習
講
座

　

国
の
重
要
文
化
財
「
牛
伏
川

階
段
工
」
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日

７
月
31
日
㈬
午
後
１
時
30
分

～
、
午
後
７
時
～　

場

内
田
公

民
館
２
階
講
義
室　

定

先
着
30

人　

￥

無
料　

講

加
藤
輝
和

氏
／
牛
伏
鉢
伏
友
の
会
代
表　
　

持

筆
記
用
具　

申
・
問

内
田

公
民
館
（
☎
58－

２
４
９
４　
ｆ

85－

１
０
７
１
）

ツイッターで松本市の情報をつぶやいています。　松本市公式アカウント：＠Matsumoto_city
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

.
ス
ペ
シ
ャ
ル
リ
サ
イ
タ
ル

「
瀬
山
詠
子　

日
本
歌
曲
を
歌
う
」

日

７
月
14
日
㈰
午
後
３
時
開
演

（
午
後
２
時
30
分
開
場
）
※
約
１

時
間
の
コ
ン
サ
ー
ト　

場

ザ
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー

ル
）　

￥

２
０
０
０
円
（
全
席
自

由
）　

●
出
演
＝
瀬
山
詠
子
（
ソ

プ
ラ
ノ
）、
花
岡
千
春
（
ピ
ア
ノ
）　

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
曲
・
石
桁
真
礼

生
／
詩
・
新
実
南
吉
：「
貝
殻
」、

曲
・
三
善
晃
／
詩
・
畑
中
良
輔
：

「
超
え
る
影
に
」 

他

問

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
☎

47

－

２
０
０
４　
ｆ
47

－

２
３
８

３
）

ス
ガ
ダ
イ
ロ
ー　

真
夏
の
ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト

　

孤
高
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

ス
ガ
ダ
イ
ロ
ー
が
音
楽
文
化
ホ
ー

ル
に
初
登
場
。

日

８
月
２
日
㈮
午
後
７
時
開
演

（
午
後
６
時
30
分
開
場
）　

場

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ

ー
ル
）　

￥

一
般
／
４
５
０
０
円
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
／
３
５
０
０

円
、
25
歳
以
下
／
１
５
０
０
円

（
全
席
自
由
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付

き
）　

●
出
演
＝
ス
ガ
ダ
イ
ロ
ー　

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
「
季
節
は
た
だ

流
れ
て
い
く
」
他　

託

有
料
。

要
事
前
申
し
込
み
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

問

ザ
・
ハ

ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
（
☎

47

－

２
０
０

４　
ｆ
47－

２
３
８
３
）

日
本
歌
曲
セ
ミ
ナ
ー

聴
講
生
募
集

　

日
本
歌
曲
界
を
代
表
す
る
瀬
山

詠
子
先
生
の
歌
曲
セ
ミ
ナ
ー
の
聴

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日

７
月
15
日
㈷
午
後
１
時
開
始　

場

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
小

ホ
ー
ル
）　

￥

聴
講
料
２
０
０
０

円講

瀬
山
詠
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
金

岡
泉（
セ
ミ
ナ
ー
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
）　

申
・
問

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
（
☎
47－

２
０
０
４　
ｆ
47－

２

３
８
３
）

Ｔ
Ｈ
Ｅ
鍵
盤
フ
ェ
ス
タ
！
２
０
１
９

～
あ
な
た
は
ど
の
ケ
ン
バ
ン
が
お
好
き
？
～

　

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
所

有
す
る
鍵
盤
楽
器
（
オ
ル
ガ
ン
、

チ
ェ
ン
バ
ロ
、ピ
ア
ノ
）の
魅
力
を

楽
し
む
夏
休
み
特
別
企
画
。
聴
き

比
べ
コ
ン
サ
ー
ト
、
鍵
盤
楽
器
に

関
す
る
各
種
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

め
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日

７
月
28
日
㈰
午
前
10
時
30
分

～
午
後
４
時　

場

ザ
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル　

￥

無
料　

※
事

前
申
し
込
み
不
要
。
体
験
コ
ー
ナ

ー
は
当
日
、
整
理
券
を
配
布
す
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。　

●
出
演
＝

（
コ
ン
サ
ー
ト
）
チ
ェ
ン
バ
ロ
：

桒
形
亜
樹
子
、
ピ
ア
ノ
：
塚
本
敦

子
、
オ
ル
ガ
ン
：
原
田
靖
子　

問

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
☎

47

－

２
０
０
４　
ｆ
47

－

２
３
８

３
）

な
つ
か
し
い
お
料
理
教
室

　

地
元
食
材
を
使
っ
て
４
種
類
の

料
理
（
青
ジ
ソ
の
冷
製
パ
ス
タ
、

な
す
の
揚
げ
び
た
し
、
じ
ゃ
が
い

も
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
の
寒
天
寄
せ
）
を
作
り
ま
す
。

日

７
月
24
日
㈬
午
前
10
時
～
午

後
１
時　

場

梓
川
公
民
館　

定

20
人
（
要
申
し
込
み
）　

￥

７
０

０
円
（
材
料
費
込
み
）　
講

農
村

生
活
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
松
本
の
皆

さ
ん　

持

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
ふ
き
タ
オ
ル
、
保
存
容
器　

託

１
歳
以
上
の
未
就
学
児
。
託

児
料
３
０
０
円
／
人
。
７
月
17
日

㈬
ま
で
に
お
子
さ
ん
の
名
前
・
年

齢
・
性
別
を
あ
わ
せ
て
要
申
し
込

み　

申
・
問

女
性
セ
ン
タ
ー
パ

レ
ア
松
本
（
☎
39－

１
１
０
５　
ｆ

37

－

１
１
５
３　

ｍkyousei@
city.m

atsum
oto.lg.jp

）

生
ご
み
堆
肥
化
講
習
会

　

可
燃
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み

と
し
て
、
生
ご
み
と
な
る
野
菜
く

ず
や
果
物
の
皮
な
ど
を
段
ボ
ー
ル

箱
を
使
っ
た
簡
単
な
方
法
で
堆
肥

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
堆
肥
は
、

家
庭
菜
園
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方　

日

７
月
29
日
㈪
午
前
10
時
～
11

時
30
分　

場

芳
川
公
民
館
工
作

室　

定

先
着
15
人　

￥

５
０
０

円
（
材
料

費
）　

講

中

嶋
知
史
氏　

申

・
問

７

月
５
日
㈮

か
ら
環
境

業
務
課
（
☎

47

－

１
０
９

６　
ｆ
40

－

１
３
３
５
）
へ

文
書
館
子
ど
も
講
座

－

松
本
の
礎
を
築
い
た
人
た
ち
Ⅱ

－

　

松
本
の
偉
人
と
し
て
、
木
下
尚

江
・
河
原
操
子
・
小
松
一
三
夢
・

中
島
治
康
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

対

小
学
校
４
～
６
年
生
と
保
護

者　

日

８
月
３
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

場

文
書
館　

１
階
講
義
室　

定

30
人　

￥

無
料　

申
・
問

文
書

館
（
☎
28－

５
５
７
０　
ｆ
24－

２

１
１
０
）

【
福
祉
計
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

松
本
市
社
会
福
祉
大
会

　

長
年
、
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ

て
き
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
、
講
演

会
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
の
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
考
え
ま
す
。

日

７
月
18
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
40
分　

場

キ
ッ
セ
イ
文

化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル　

※
公
共
交

通
機
関
の
利
用
や
乗
り
合
わ
せ
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。　

￥

無
料　

講

秋
川
リ
サ
氏
／
女
優
、
モ
デ

ル　

他

手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
、

託
児
（
要
事
前
申
し
込
み
）
あ
り　

問

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

課
（
☎
27－

３
３
８
１　
ｆ
27－

２

２
３
９
）

催
し
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

情報チャンネル

ト
ラ
イ
あ
い
・
松
本
主
催
講
座

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
～

リ
ー
ス
を
入
れ
た
フ
レ
ー
ム
ア
レ
ン
ジ
～
】

　

フ
レ
ー
ム
の
中
に
ブ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
の
リ
ー
ス
を
入
れ
て

可
愛
ら
し
い
壁
飾
り
を
作
り
ま
す
。

ピ
ン
ク
系
、
黄
色
系
2
色
か
ら
選

べ
ま
す
。

日

７
月
31
日
㈬
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

定

20
人　

￥

３

０
０
０
円
（
材
料
費
込
）　

講

石

川
る
み
氏　
持

花
切
り
バ
サ
ミ
、

持
ち
帰
り
用
の
箱
ま
た
は
紙
袋　

●
締
め
切
り
＝
７
月
19
日
㈮

【
調
剤
薬
局
事
務
講
座（
全
15
回
）】

　

調
剤
報
酬
請
求
（
レ
セ
プ
ト
）

の
作
成
、
投
薬
の
知
識
、
調
剤
事

務
員
の
心
得
や
マ
ナ
ー
を
学
び
薬

局
で
働
く
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま

す
。
本
講
座
修
了
試
験
合
格
の
後
、

申
請
手
続
き
を
す
れ
ば
（
一
財
）

日
本
医
療
教
育
財
団
が
認
定
す
る

「
調
剤
報
酬
請
求
事
務
技
能
認
定
」

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

日

８
月
20
日
～
12
月
３
日
の
火

曜
日
（
10
月
22
日
除
く
）
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

定

20
人　

￥

６
６
０
０
円
（
受
講
料
、
テ

キ
ス
ト
代
）　
講

ニ
チ
イ
学
館
講

師　
持

筆
記
用
具
、
電
卓
、
定
規　

催
し

託

６
人
（
１
歳
以
上
未
就
園
児
、

３
０
０
円
／
回
）　

●
締
め
切
り

＝
７
月
31
日
㈬

※
各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

優
先　

場

ト
ラ
イ
あ
い
・
松
本　

申
・
問

ト
ラ
イ
あ
い
・
松
本
（
☎

35

－

６
２
８
５　
ｆ
35

－

６
３
４

４
）

新
し
い
在
留
資
格
に
つ
い
て
学
ぼ
う

　

こ
の
４
月
か
ら
改
正
出
入
国
管

理
法
が
施
行
さ
れ
、
今
後
、
多
く

の
外
国
人
が
日
本
に
来
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
何
が
変
わ
っ
た

の
か
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
講
義
形

式
で
学
び
ま
す
。

日

７
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

場

女
性
セ
ン
タ

ー
パ
レ
ア
松
本
（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
３

階
）　

定

25
人
（
要
申
し
込
み
）　

￥

２
０
０
円　

内

改
正
出
入
国

管
理
法
の
ポ
イ
ン
ト
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
起
こ
る
変
化
、
外
国
人

と
の
共
生
と
は
等　

講

井
上
治

夫
氏
／
行
政
書
士
、
多
文
化
共
生

プ
ラ
ザ
相
談
員　

持

筆
記
用
具　

託

１
歳
以
上
未
就
学
児
。
託
児

料
３
０
０
円
／
人
。
７
月
12
日
㈮

ま
で
に
お
子
さ
ん
の
名
前
・
年

齢
・
性
別
を
あ
わ
せ
て
要
申
し
込

み　

申
・
問

人
権
・
男
女
共
生

課
（
☎
39－

１
１
０
５　
ｆ
37－

１

１
５
３　

ｍkyousei@
city.

m
atsum

oto.lg.jp

）

松
本
城
の
歴
史

夏
休
み
子
ど
も
勉
強
会

　
「
城
下
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
た
い
」「
夏
休
み
の
自
由
研
究

で
松
本
城
の
こ
と
を
調
べ
て
み
た

い
」
と
い
う
方
に
ピ
ッ
タ
リ
の
勉

強
会
で
す
。
松
本
城
二
の
丸
、
三

の
丸
、
城
下
町
を
歩
き
ま
す
。　

※
天
守
内
の
見
学
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対

小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

日

８
月
３
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～
11

時
（
午
前
８
時
か
ら
受
け
付
け
）　

●
集
合
場
所
＝
松
本
城
太
鼓
門

（
市
役
所
西
側
の
門
）　

定

先
着

30
組　

￥

無
料　

持

水
筒
、
帽

子
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
天
候

に
よ
り
雨
具　
他

※
小
雨
決
行
、

大
雨
の
場
合
は
講
座
等
に
変
更
の

場
合
あ
り
。
当
日
は
付
近
駐
車
場

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。　

申
・
問

8
月
2
日
㈮
ま
で

に
松
本
城
管
理
事
務
所
（
☎
32－

２
９
０
２　
ｆ
32－

２
９
０
４
）
へ

緑
陰
講
座
（
第
３
・
４
回
）

　

緑
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
緑
陰
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

日

①
７
月
20
日
㈯
四
つ
目
垣
と

生
垣
の
作
り
方
（
親
子
で
楽
し
め

ま
す
）　

②
８
月
３
日
㈯
生
垣
の

刈
込　

※
午
後
１
時
～
３
時　

場

あ
が
た
の
森
公
園
内
「
緑
の

相
談
所
」　

￥

無
料　

申

不
要　

他

先
着
20
人
に
鉢
花
を
プ
レ
ゼ

ン
ト　

問

松
本
市
緑
化
協
会
事

務
局
（
☎
47－

６
３
０
３
）、
公
園

緑
地
課
（ 

大
６ 　

☎
34－

３
２
５

４　
ｆ
34－

３
２
９
９
）

柔
剣
道
場
と
弓
道
場
の
教
室

　

1
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

【
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
ヨ
ガ
教
室
】

対

産
後
２
ヶ
月
以
降
の
乳
児
と

母
親　

日

７
月
４
日
～
８
月
１

日
の
毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　

場

弓
道
場
２

階
会
議
室　

定

15
組　

￥

７
０

０
円
／
回　

講

瀧
本
和
子
氏　

持

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
む
つ
、
飲
み
物

【
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室
】

日

７
月
９
日
～
30
日
の
毎
週
火

曜
日
、
７
月
５
日
～
８
月
２
日
の

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午　

場

弓
道
場
２
階
会
議
室　

定

15

人　

￥

１
０
０
０
円
／
回　

講

舟
橋
嘉
奈
子
氏　

持

動
き
や
す

い
服
装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室
】

ス
ポ
ー
ツ

対

60
歳
以
上
の
方　

日

７
月
５

日
～
８
月
２
日
の
毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
～
２
時
30
分　

場

弓

道
場
２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

８
０
０
円
／
回　

講

舟
橋
嘉

奈
子
氏　
持

動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
広
ー
い
畳
で
親
子
か
ら
だ
遊
び
】

対

１
歳
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者　

日

７
月
８
日
、
22
日

の
月
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分　

場

柔
剣
道
場
２
階
柔

道
場　

定

20
組
程
度　

￥

５
０

０
円
／
回　

講

分
藤
香
氏　

持

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

【
優
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
】

日

７
月
10
日
～
31
日
の
毎
週
水

曜
日　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
15

分　

場

弓
道
場
２
階
会
議
室　

定

20
人　

￥

７
０
０
円
／
回　

講

原
秀
子
氏　

持

動
き
や
す
い

服
装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
日
常
を
ら
く
に
す
る
・

�

の
び
の
び
ヨ
ガ
】

日

７
月
10
日
、
24
日
の
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午　

場

弓
道
場

２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

１

０
０
０
円
／
回　

講

舟
橋
嘉
奈

子
氏　

持

動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
・
問

弓
道
場
・
柔
剣
道
場（
☎・

ｆ
36

－

０
８
３
４　

ｈhttp://
w

w
w

.s

－seiun.co.jp/shise 
tsu/m

atsum
oto/

）

ス
ポ
ー
ツ

催
し
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体
協
ス
ポ
ー
ツ
教
室

【
中
・
上
級
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

�

（
前
期
）】

対

中
学
生
以
上
の
中
・
上
級
者　

定

15
人　

日

７
月
24
日
～
９
月

25
日
の
毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時

～
９
時　

場

美
須
々
屋
内
運
動

場　

￥

４
３
２
０
円　

申

７
月

８
日
㈪
か
ら
、
参
加
料
（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
含
む
）
を
添
え
て
、
松

本
体
育
協
会
窓
口
、
ま
た
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（
松
本
市
総

合
体
育
館
内
、
☎
32－

７
０
５
６
、

ｆ
32－

７
４
５
２
、
平
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

ラ
ー
ラ
松
本
の
催
し

　

ラ
ー
ラ
松
本
は
、
夏
休
み
期
間

（
７
月
17
日
㈬
～
９
月
２
日
㈪
）

毎
日
営
業
し
ま
す
。

【
ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
フ
ラ
２
０
１
９

�

in
ラ
ー
ラ
松
本
】

　

今
年
も
開
催
し
ま
す
！
Ａ
Ｌ
Ｏ　

Ｈ
Ａ
で
繋
が
る
1
日

日

７
月
７
日
㈰
午
前
10
時
～

①
フ
ラ
＆
タ
ヒ
チ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

＝
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ダ
ン
ス
チ

ー
ム
が
迫
力
あ
る
ダ
ン
ス
を
披
露

（
１
部
：
午
前
11
時
～
、
２
部
：

午
後
４
時
～
）　
場

波
の
プ
ー
ル

前　
￥

プ
ー
ル
入
場
券
が
必
要

②
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
＝
解
体

し
た
マ
グ
ロ
は
無
料
で
振
舞
い
ま

す
！
（
午
後
０
時
30
分
～　

※
午

前
11
時
40
分
～
整
理
券
配
布
）　

場

レ
ス
ト
ラ
ン
コ
ル
ソ　

定

先

着
80
人　
￥

無
料

③
フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
＝
午
前

10
時
～
、
午
後
３
時
～　

場

２

階
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー　

定

各
20

人　
￥

無
料

④
ウ
ク
レ
レ
無
料
体
験
＝
午
後
１

時
30
分
～
、
午
後
４
時
30
分
～　

場

２
階
会
議
室
前
の
エ
リ
ア　

定

各
20
人　
￥

無
料

⑤
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
＝

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ナ
イ
フ
世
界
大
会
優

勝
者
が
お
見
せ
し
ま
す
。（
正
午

～
、
午
後
７
時
～
）　

場

２
階
野

外
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
「
太
陽
の
広

場
」　
￥

無
料

【
夏
の
短
期
水
泳
教
室
】

日

１
部
＝
７
月
27
日
㈯
～
29
日

㈪
３
日
間
、
２
部
＝
８
月
17
日
㈯

～
19
日
㈪
３
日
間　

※
各
回　

午

前
９
時
～
10
時　

場

25
メ
ー
ト

ル
プ
ー
ル　
￥

３
２
４
０
円　

定

水
遊
び
ク
ラ
ス
12
人
、
ク
ロ

ー
ル
・
平
泳
ぎ
練
習
ク
ラ
ス
８
人　

申
・
問

ラ
ー
ラ
松
本
（
☎
48－

１

１
１
０　
ｆ
48－

１
３
５
５
）

第
２
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー

　

走
っ
て
は
い
け
な
い
ル
ー
ル
で

行
う
サ
ッ
カ
ー
で
、
経
験
問
わ
ず

だ
れ
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。

対

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、

通
学
す
る
15
歳
以
上
35
歳
未
満
の

方　

日

７
月
29
日
㈪
午
後
７
時

30
分
～
９
時　

場

庄
内
体
育
館　

定

25
人　

￥

無
料
（
ホ
ー
ム
未

登
録
の
方
は
登
録
が
必
要
。
年
会

費
５
０
０
円
）　
持

運
動
で
き
る

服
装
、
上
履
き
、
飲
み
物　
申
・

問

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
26－

１
０

８
３　
ｆ
25－
５
３
３
７
）

総
合
体
育
館
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室

【
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
塾
】

　

跳
び
箱
の
練
習
を
楽
し
く
や
ろ

う
！

対

①
幼
児　

②
小
学
生　

日

７

月
21
日
㈰
①
午
前
９
時
～
10
時
30

分　

②
午
前
10
時
50
分
～
午
後
０

時
20
分　

定

20
人　

￥

１
教
室

１
０
８
０
円　

持

動
き
や
す
い

服
装
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

【
ミ
ズ
ノ
ス
テ
ッ
プ
エ
ア
ロ
教
室
】

　

無
料
体
験
実
施
中
！

対

16
歳
以
上
の
男
女　

日

７
月

５
・
19
・
26
日
の
金
曜
日　

午
後

７
時
45
分
～
８
時
45
分　

定

20

人　

￥

初
回
無
料　

２
回
目
以

降
は
１
０
８
０
円　

持

動
き
や

す
い
服
装
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

【
ミ
ズ
ノ
ヨ
ガ
教
室
】

　

無
料
体
験
実
施
中
！

対

16
歳
以
上
の
男
女　

日

７
月

１
日
～
29
日
の
毎
週
月
曜
日
（
祝

日
除
く
）
午
前
９
時
20
分
～
10
時

20
分　

定

20
人　

￥

初
回
無
料　

２
回
目
以
降
は
１
０
８
０
円　

持

動
き
や
す
い
服
装
、
屋
内
シ

ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物　

場
・
申
・
問

総
合
体
育
館
（
☎

32－

１
８
１
８　
ｆ
36－

９
３
９
４

火
曜
日
休
館
）

松
本
市
熟
年
体
育
大
学

特
別
講
座
参
加
者
募
集

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
機

運
の
高
ま
り
を
生
か
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
も
な
い
方
も
共
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、

パ
ラ
ス
ポ
普
及
活
動
「
信
州
パ
ラ

ス
ポ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
開
催
し
ま

す
。

対

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
方

で
、
過
去
に
熟
年
体
育
大
学
（
総

合
体
育
館
コ
ー
ス
）、
健
康
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
、
歩
講
座
を
受
講
さ

れ
た
方
、
ま
た
は
健
康
や
運
動
に

興
味
の
あ
る
方　

日

７
月
10
日

㈬
午
前
10
時
～
正
午　

場

総
合

体
育
館　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ　

￥

無
料　

持

軽
運
動
で
き
る
服

装
、
上
履
き
、
水
分
、
タ
オ
ル　

内

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
（
ボ
ッ
チ
ャ
、

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
矢
、
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）
の
体
験
や
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
紹
介
パ
ネ
ル
展
、

ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど　

申

不

要　
問

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課（
☎
45

－

９
５
１
１　
ｆ
45－

１
０
２
４
）

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ

「
松
本
市
民
の
日
」

　

小
学
生
を
無
料
招
待
し
ま
す
。

ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
イ
ベ

ン
ト
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

日

８
月
17
日
㈯
午
後
３
時
試
合

開
始　

場

松
本
市
野
球
場　

￥

市
内
の
小
学
生
は
招
待
券
（
学
校

を
通
じ
て
配
布
）
持
参
で
無
料
。

同
伴
の
保
護
者
も
先
着
４
０
０
人

は
、
通
常
１
２
０
０
円
が
割
引
価

格
５
０
０
円
で
入
場
可
能　

※
無

料
招
待
券
は
７
月
28
日
㈰
の
試
合

で
も
利
用
可
能　

申

不
要　

問

信
濃
毎
日
新
聞
社　

地
域
ス
ポ
ー

ツ
推
進
部
（
☎
０
２
６－

２
３
６－

３
３
８
５　
ｆ
０
２
６－

２
３
８－

０
０
０
７
）、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
☎
45

－

９
５
１
１　
ｆ
45

－

１
０

２
４
）

ス
ポ
ー
ツ
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情報チャンネル

の
方　

日

７
月
３
日
・
17
日
・

24
日
、
8
月
7
日
の
水
曜
日　

午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場

梓
水
苑　

定

各
回
10
人
程
度

（
要
予
約
）　

￥

初
回
体
験
特
別

価
格
１
０
０
０
円
、
通
常
は
１
回

券
１
６
２
０
円
、
回
数
券
５
２
０

０
円
（
4
回
分
）　
講

土
井
麻
弓

氏
／
健
康
運
動
指
導
士
（
松
本
大

学 

地
域
健
康
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）　
持

運
動
の
し
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル　

申
・
問

梓

水
苑
（
☎
78－

５
５
５
０　
ｆ
78－

５
５
５
５
）

市
民
体
育
大
会
夏
季
水
泳
競
技
大
会

参
加
者
募
集

対

市
民
ま
た
は
市
内
通
勤
通
学

者
お
よ
び
ク
ラ
ブ
在
籍
者　

日

８
月
25
日
㈰
午
前
８
時
45
分　

場

松
本
市
民
プ
ー
ル　

●
種
目

＝
自
由
形
・
背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ
・
リ
レ
ー
な
ど　

￥

小
・
中
学
生
／
１
種
目
１
５

０
円
・
リ
レ
ー
１
種
目
６
０
０
円

高
校
生
以
上
／
１
種
目
４
０
０

円
・
リ
レ
ー
１
種
目
１
２
０
０
円　

●
締
め
切
り
＝
８
月
７
日
㈬
正
午　

申

大
会
要
項
を
確
認
の
上
、
松

本
体
育
協
会
窓
口
（
総
合
体
育
館

内　

☎
32－

７
０
５
６　
ｆ
32－

７

４
５
２　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）
ま
た
は
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.m
cci.　

or.jp/w
w

w
/m

atsutaikyo/

）

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
要

項
は
窓
口
請
求
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

四
賀
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

【
海
の
日
！
無
料
開
放
】

対

全
て
の
施
設
利
用
者　

日

７

月
15
日
㈷
午
前
９
時
〜
午
後
８
時　

他

小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。

ス
ポ
ー
ツ

オ
ム
ツ
の
外
れ
て
い
な
い
お
子
さ

ん
も
水
遊
び
用
パ
ン
ツ
の
上
に
水

着
着
用
で
利
用
可
能
。

【
着
衣
泳
体
験
】

日

７
月
15
日
㈷
午
後
２
時
〜
３

時　

￥

無
料　

持

洗
濯
し
た
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
洗
っ
た
２
リ
ッ

ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　

他

小

学
生
以
下
保

護
者
同
伴

申
・
問

四

賀
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー

（
☎
64－

３
９

８
１
）

７
月
の
休
日
つ
ど
い
の
広
場

　

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
日
曜
日
に
親
子
で

出
か
け
ら
れ
る
場
所
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

日

７
月
７
日
㈰ 

午
前
11
時
〜
午

後
２
時　

場

な
ん
ぶ
す
く
す
く　

内

『
七
夕
の
お
は
な
し
コ
ン
サ

ー
ト
♪
』
〜
七
夕
の
お
は
な
し
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

健
康
・
福
祉
を
楽
し
も
う
〜　

￥

無
料　

講

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
み
な
さ
ん　

申
・
問

な
ん
ぶ
す
く
す
く
（
☎

86－

２
８
５
７
）

【
観
光
温
泉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

肩
こ
り
、
腰
痛
、
膝
痛
の
予
防
、

転
倒
予
防
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
等
を
目

的
と
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
心

の
教
室
で
す
。
定
期
的
に
筋
肉
量

や
脂
肪
量
を
測
定
し
、
体
の
変
化

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

対

市
内
に
在
住
か
通
勤
・
通
学

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

7月の こどもプラザ

こどもプラザ（筑摩）（☎29－3400 ｆ29－3401）
　 7月18日㈭午前10時～ 作って遊ぼう

～水あそびおもちゃ～
☆ 8月 8日㈭午前10時～ 講座「卒乳講座」　定 15組
※ 7月10日㈬・11日㈭は館内清掃のため休館です。

小宮こどもプラザ（☎・ｆ47－8310）

　 7月12日㈮午前10時～
安心ルームの栄養相談
※�受け付けは先着順。混雑状況に
より受け付けを終了する場合が
あります。

☆ 7月19日㈮午前10時～
リフレッシュ　ヨガ
対 初妊婦と 1歳未満の親子
定 20組

☆ 7月26日㈮午前10時～ ママとあそぼう
対  1 歳以上の親子 定 25組

　 7月31日㈬午前 9時30分～
安心ルームの子育て相談日
※�受け付けは先着順。混雑状況に
より受け付けを終了する場合が
あります。

※ 7月30日㈫は館内清掃のため休館です。

南郷こどもプラザ（☎・ｆ32－6315）

　 7月 9日㈫午前10時～
安心ルームの栄養相談
※�受け付けは先着順。混雑状況に
より受け付けを終了する場合が
あります。

　 7月17日㈬午前 9時30分～
安心ルームの子育て相談日
※�受け付けは先着順。混雑状況に
より受け付けを終了する場合が
あります。

　 7月23日㈫午前10時～　 作って遊ぼう　
～水あそびおもちゃ～

　 7月31日㈬午前11時～ ゆびきりげんまん ～お話会～
（市立図書館職員）

　 8月 1日㈭午前11時～ ベルが奏でるサマーコンサート
～ベルの会～

波田こどもプラザ（☎91－3113 ｆ91－3114）
　 7月17日㈬午前10時30分～ 作って遊ぼう

～水遊びおもちゃ～
　 7月24日㈬午前10時30分～ あ～そ～ぼの夏のお楽しみ会

☆ 7月31日㈬午前10時～

講座「こどもの成長」　
～生まれてから 1歳・産後の心と
体～
場 波田保健福祉センター
定 20人
託 25人（ 1人300円）��
●託児会場＝波田こどもプラザ

　 8月 2日㈮午前10時30分～ あ～そ～ぼのお話会
（市立図書館職員）

☆ 印の講座・行事は、予約が必要です。
7 月 9 日㈫から電話で各こどもプラザ（平日午後 1 時～
4 時）へお申し込みください。

☆ 印の日の通常利用は、午後 1 時からです。
　（ 8 月 8 日㈭の筑摩は通常開館）
※詳細は、各こどもプラザにお問い合わせください。
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

コ
ン
ビ
ニ

「
ま
ち
か
ど
健
康
相
談
」

　

松
本
市
と
㈱
ロ
ー
ソ
ン
が
結
ん

だ「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
・
松
本
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
業
連
携
に
基

づ
き
、
ロ
ー
ソ
ン
駐
車
場
で
健
康

相
談
や
が
ん
検
診
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

を
行
い
ま
す
。

日

７
月
11
日
㈭
・
12
日
㈮
・
13

日
㈯
午
後
２
時
〜
５
時　

場

11

日
㈭
／
ロ
ー
ソ
ン
松
本
菅
野
店　

12
日
㈮
／
ロ
ー
ソ
ン
松
本
流
通
団

地
南
店　

13
日
㈯
／
ロ
ー
ソ
ン
松

本
井
川
城
店　

￥

無
料　

内

大

腸
が
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
大
腸
が

ん
検
診
、
健
康
に
関
す
る
情
報
提

供
や
健
康
相
談
等　

問

西
部
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
92－

８
０
０
１　

ｆ
92－

８
０
０
６
）

【
高
齢
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

市
民
後
見
人
養
成
講
座

講
演
会
＆
説
明
会

　

市
民
後
見
人
養
成
講
座
受
講
者

募
集
の
た
め
の
講
演
会
＆
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

対

松
本
市
、
安
曇
野
市
、
麻
績

村
、
生
坂
村
、
山
形
村
、
朝
日
村
、

筑
北
村
に
在
住
で
、
①
市
民
後
見

人
養
成
講
座
を
受
講
す
る
意
思
の

あ
る
方　

②
市
民
後
見
人
活
動
に

関
心
の
あ
る
方　

日

７
月
25
日

㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

７
月

26
日
㈮
午
後
1
時
30
分
〜
４
時　

※
２
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。
都

合
の
良
い
日
を
選
ん
で
ご
参
加
く

だ
さ
い

場

梓
川
支
所　

大
会
議
室　

￥

無
料　

内

①
講
演
「
成
年
後
見

制
度
と
市
民
後
見
人
へ
の
期
待
」　

②
養
成
講
座
の
概
要
、
受
講
要
件
、

申
し
込
み
方
法
等　

申
・
問

７

月
１
日
㈪
〜
22
日
㈪
に
、
電
話
で

松
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
成
年
後

見
支
援
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し（
☎
88

－

６
６
９
９　
ｆ
88－

６
６
４
７
）へ

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た

　

今
年
度
中
に
30
・
40
・
50
・

60
・
70
歳
に
な
る
方
へ
、
６
月
に

検
診
の
通
知
を
発
送
し
ま
し
た
。

歯
周
病
は
、
歯
を
失
う
原
因
の
４

割
を
占
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
歯
を

１
本
失
う
ご
と
に
、
糖
尿
病
や
脳

心
血
管
病
を
持
つ
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
こ
と
が
、
本
市
の
検
診
デ
ー

タ
を
用
い
た
研
究
で
も
裏
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
ご
自
身
の
健
康
を
守

る
た
め
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
度
20
歳
に
な
る
方
へ

も
、
７
月
19
日
頃
検
診
の
通
知
を

発
送
し
ま
す
。

●
受
診
期
間
＝
30
〜
70
歳
／
令
和

２
年
（
２
０
２
０
年
）
２
月
29
日

㈯
ま
で
、
20
歳
／
令
和
２
年
３
月

31
日
㈫
ま
で　

問

健
康
づ
く
り

課
（ 

東
２ 　

☎
34

－

３
２
１
７　

ｆ
39－

２
５
２
３
）
ま
た
は
各
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

【
健
康
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

看
護
師
・
助
産
師

復
帰
支
援
研
修
会

対

看
護
師
・
助
産
師
の
資
格
を

持
ち
、
復
職
予
定
の
方
で
４
日
間

参
加
で
き
る
方　

日

７
月
22
日

㈪
〜
25
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時　

場

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

先
端
医
療
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー　

￥

無
料　

内

最
近
の
医
療
・
看

護
の
動
向
や
臨
床
現
場
に
即
し
た

看
護
・
助
産
の
基
本
知
識
や
技
術

の
体
験　

講

信
州
大
学
医
学
部

附
属
病
院
看
護
師
等　

申
・
問

７
月
８
日
㈪
ま
で
に
長
野
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
35－

０
０
６
７　

ｆ
34－

０
３
１
１
）
ま
た
は
信
州

大
学
医
学
部
附
属
病
院
看
護
部
先

端
医
療
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
・
ｆ
37－

２
５
5
６
）
へ

【
健
康
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

第
55
回
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院

腎
臓
病
教
室

　
「
腎
臓
を
守
る
食
事
」を
テ
ー
マ

に
講
義
と
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

対

保
存
期
慢
性
腎
不
全
の
患
者

お
よ
び
そ
の
家
族　

日

７
月
15

日
㈷　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30

分　

場

ふ
く
ふ
く
ら
い
ず
城
東

公
民
館　

定

30
人　

￥

１
０
０

０
円
（
食
材
費
等
）　
講

信
州
大

学
病
院
医
師
お
よ
び
管
理
栄
養
士　

持

エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具　
申
・

問

信
大
病
院
血
液
浄
化
療
法
部　

腎
臓
病
教
室
係（
☎
37－

３
５
８
８　

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

７
月
28
日
は
日
本
肝
炎
デ
ー

　

日
本
で
は
、
年
間
約
５
万
人
が

肝
臓
の
病
気
が
原
因
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
約
３
万

人
が
肝
臓
が
ん
に
よ
る
死
亡
で
、

が
ん
で
亡
く
な
る
方
の
第
５
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
肝
臓
が
ん
の
主

な
原
因
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
持

続
感
染
と
い
わ
れ
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
患
者
・
感
染
者
は
国
内
に
約

３
０
０
万
人
を
超
し
て
い
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
感

染
症
の
中
で
も
国
内
最
大
級
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
を

は
じ
め
肝
臓
の
病
気
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
毎
年
７
月
28
日
を

日
本
肝
炎
デ
ー
と
し
、
７
月
22
日

〜
７
月
28
日
ま
で
を
肝
臓
週
間
と

し
て
い
ま
す
。

　

松
本
市
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査（
血
液
検
査（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
検
査
））
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
対
象
と
な
る
方
は
、

ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対

松
本
市
に
住
民
票
の
あ
る
40

歳
以
上
の
方
で
、
今
ま
で
一
度
も

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
て
い

な
い
方
。　

※
40
歳
〜
75
歳
の
５

歳
刻
み
の
節
目
の
年
齢
の
方
に
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
を
、
６
月
下
旬
に
発
送
し
て
い

ま
す
。　

●
受
診
場
所
＝
松
本
市

医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー　

本
館
・

南
分
室　

※
ク
ー
ポ
ン
対
象
の
方

は
、
同
封
さ
れ
て
い
る
「
各
種
検

診
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

￥

８
０
０
円　

※
無
料
ク
ー
ポ

ン
対
象
者
は
無
料
。
特
定
健
診

（
個
別
）
と
セ
ッ
ト
で
受
け
た
場

合
は
１
２
０
０
円　

申

電
話
で

医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
（
本
館 

☎
35－

４
９
９
７　

南
分
室 

☎
31

－

３
２
０
０
）、
ま
た
は
指
定
医
療

機
関
へ　

問

健
康
づ
く
り
課

（ 

東
２ 　

☎
34－

３
２
１
７　
ｆ
39

－

２
５
２
３
）

子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト

新
規
登
録
の
た
め
の
出
張
登
録
会

　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方

（
依
頼
会
員
）
と
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
方
（
協
力
会

員
）
が
登
録
し
て
会
員
に
な
り
、

子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
有
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。

日

７
月
17
日
㈬
午
前
10
時
〜
正

午　

場

鎌
田
児
童
セ
ン
タ
ー　

持

印
鑑　

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
34

－

３
３
０
８　
ｆ
34－

３
３
０
９
）

健
康
・
福
祉
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

情報チャンネル　

健
康
・
福
祉

情報チャンネル　

演
＝
目
黒
陽
介
、
長
谷
川
愛
実
、

谷
口
界
、
ハ
チ
ロ
ウ
、
安
岡
あ
こ
、

目
黒
宏
次
郎
、
イ
ー
ガ
ル　

￥

一
般
／
２
０
０
０
円
、
18
歳
以
下

／
１
０
０
０
円 

（
全
席
自
由
、
３

歳
以
上
要
チ
ケ
ッ
ト
、
２
歳
以
下

大
人
１
人
に
つ
き
１
名
無
料
）　

申
・
問

芸
術
館
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー　

窓
口
・
電
話
（
☎
33－

２

２
０
０　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時　

ｆ
33－

３
８
３
０
）

ま
つ
も
と
「
城
の
ま
ち
」

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信

州
で
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
と
生
活

困
窮
者
支
援
の
た
め
、
ご
家
庭
で

不
要
と
な
っ
た
食
品
を
集
め
ま
す
。

５
月
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、

23
名
の
方
か
ら
、
１
６
９
点
の
食

品
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

付
い
た
だ
い
た
食
品
は
、
こ
ど
も

食
堂
な
ど
で
活
用
し
ま
す
。　

※

２
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載

日

７
月
18
日
㈭
午
前
10
時
〜
午

後
１
時

場

市
役
所
東
庁
舎
１
階
市
民
課

相
談
室

●
寄
付
で
き
る
食
品
＝
カ
ッ
プ
麺
、

缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
乾
麺
、

お
米
な
ど
保
存
で
き
る
も
の
。 

た
だ
し
、
次
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
、
１
カ

月
以
上
あ
る
も
の
（
お
米
を
除

く
）　

○
未
開
封
の
も
の　

○
包

装
や
外
装
が
破
損
し
て
い
な
い
も

の　

○
肉
や
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食

品
以
外
の
も
の　

○
日
本
語
表
記

の
あ
る
も
の　

問

環
境
政
策
課

（ 

東
４ 　

☎
34－

３
２
６
８　
ｆ
34

－
０
４
０
０
）

健
康
・
福
祉
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減

を
受
け
て
い
る
方
は
更
新
を

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

（
緑
色
）
と
社
会
福
祉
法
人
等
負

担
軽
減
確
認
証（
ふ
じ
色
）の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
㈬
ま
で
で
す
。

引
き
続
き
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

更
新
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
制

度
＝
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特

養
）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
医
療
施
設
、
介
護
医
療

院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す

る
方
の
食
費
・
部
屋
代
に
つ
い
て
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
が
非
課
税
で
、

そ
の
他
の
要
件
も
満
た
し
た
場
合

は
、
所
得
に
応
じ
て
費
用
の
一
部

の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

●
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ

る
利
用
者
負
担
軽
減
制
度
＝
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
、
訪
問
看

護
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
に
つ
い
て
、
世
帯
全
員
が
非

課
税
で
、
そ
の
他
の
要
件
も
満
た

し
た
場
合
は
、
所
得
に
応
じ
て
費

用
の
一
部
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

申

現
在
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
を
受
け

て
い
る
方
へ
、
７
月
上
旬
ま
で
に

更
新
の
申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
。

更
新
の
必
要
が
あ
る
方
は
、
そ
れ

ぞ
れ
必
要
書
類
に
通
帳
等
の
写
し

を
添
え
て
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。　
問

高
齢
福
祉
課
（ 

本
北
２ 　

☎
34－

３
２
１
３　
ｆ
34－

３
０
１

６
）

現
代
サ
ー
カ
ス
集
団
な
が
め
く

ら
し
つ
「
距
離
の
呼
吸
」

　

な
が
め
く
ら
し
つ
２
０
１
９
年

の
新
作
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
や
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
エ

芸
術
館

ア
リ
ア
ル
（
空
中
芸
）
と
い
っ
た

サ
ー
カ
ス
と
ダ
ン
ス
や
音
楽
が
融

合
し
た
詩
的
な
現
代
サ
ー
カ
ス
作

品
で
す
。

日

７
月
26

日
㈮
午
後
６

時
、
７
月
27

日
㈯
午
後
１

時
開
演　

場

信
毎
メ

デ
ィ
ア
ガ
ー

デ
ン
１
階
ホ

ー
ル　

●
出

2018『うらのうらは、』シアタートラムⒸbozzo

健
康
・
福
祉

空中キャバレー2019

　踊る音楽、奏でるサー
カス、そして歌う演劇。
2011年から隔年で上演し
ている、迫力いっぱいの
エンターテインメントシ
ョーをお楽しみください。

日　 7 月19日㈮・25日㈭／午後 7 時、20日㈯・23日㈫・
24日㈬・26日㈮／午後 2 時、21日㈰・27日㈯／午後
4 時、28日㈰／正午開演

場　まつもと市民芸術館　特設会場
￥　 一般／6,000円、25歳以下／3,000円、15歳以下／1,500

円（全席自由、3 歳以上要チケット、2 歳以下大人 1
名につき 1 名無料）

●構成・演出　串田和美
●音楽　coba
●サーカスアドバイザー　ジュロ
●出演　大森博史、秋本奈緒美、串田和美、小西康久、内

田紳一郎、片岡正二郎、TCアルプほか、ミュージシャ
ン、サーカスパフォーマー多数。日替わりゲストに石丸
幹二、チャラン・ポ・ランタン、安蘭けい、下田昌克。

申・問　 芸術館チケットセンター　窓口・電話（☎33－
2200　午前10時～午後 6 時 ｆ33－3830）
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

美
木
マ
サ
オ
、
水
島
晃
太
郎　

￥

一
般
／
３
０
０
０
円
、
18
歳

以
下
／
１
５
０
０
円
（
全
席
指

定
・
３
歳
以
下
入
場
不
可
）　

申
・
問

市
民
芸
術
館
チ
ケ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー　

窓
口
・
電
話
（
☎
33

－

２
２
０
０　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時　
ｆ
33－

３
８
３
０
）

新
国
立
劇
場
ダ
ン
ス

森
山
開
次
『
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
』

　

音
楽
や
映
像
を
織
り
交
ぜ
た
、

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
新
感

覚
ダ
ン
ス
作
品
。 
「
忍
者
」
の
世

界
を
モ
チ
ー
フ
に
驚
異
の
身
体
能

力
を
持
つ
ダ
ン
サ
ー
達
が
所
狭
し

と
舞
い
踊
り
ま
す
。

日

７
月
20
日
㈯
午
後
６
時
、
21

日
㈰
午
後
１
時
開
演　

場

ま
つ

も
と
市
民
芸
術
館　

小
ホ
ー
ル　

●
演
出
・
振
付
・
ア
ー
ト
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
＝
森
山
開
次　

●
音
楽

＝
川
瀬
浩
介　

●
出
演
＝
森
山
開

次
、
浅
沼
圭
、
中
村
里
彩
、
引
間

文
佳
、
藤
村
港
平
、
宝
満
直
也
、

　『不思議の国のアリス』誕生の背景を探り、
オリジナルの挿絵や原案を軸に改めてストーリ
ーをたどります。さらに、アーサー・ラッカム
やサルヴァドール・ダリ、草間彌生などが手が
けた挿絵をはじめ、アリスをテーマにした現代
作家による作品も紹介します。

日　 7 月13日㈯～ 9 月 8 日㈰
　 開館時間／午前 9 時～午後 5 時（入場は

午後 4 時30分まで）
　休館日／月曜日（祝日の場合は次の平日）　

※ 8 月は無休
場　美術館　企画展示室　
￥　一般1,200円、大学高校生800円

　※20名以上の団体は各200円引き。中学生
以下無料、障害者手帳携帯者とその介助者
1 名無料。前売券は一般1,000円、大学高
校生600円（取扱いは 7 月12日まで）

問　美術館（☎39－7400 ｆ39－3400）

アーサー・ラッカム
《ニセウミガメ》
ⒸThe Korshak Collection

草間彌生 《こんにちは》
1989年　松本市美術館蔵

優
待
券
）
お
よ
び
割
引
利
用
の
場

合
、
お
子
さ
ん
１
人
１
０
０
円　

申
・
問

３
日
前
ま
で
に
美
術
館

（
☎
39

－

７
４
０
０　
ｆ
39

－

３
４

０
０
）
へ

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の

連
絡
調
整
会
議

　

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）

の
美
術
館
利
用
の
日
程
を
決
め
る

連
絡
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

対

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
展
覧
会
を
開
催
予
定
の
団

体
な
ど　

①
全
国
規
模
で
活
動
し

て
い
る
美
術
団
体
の
県
支
部
展　

②
県
規
模
の
展
覧
会　

③
団
体
な

ど
の
周
年
記
念
等
、
慶
事
に
伴
う

展
覧
会　

※
要
件
の
事
前
確
認
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

●
対
象
会
場
＝

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
、
多
目

的
ホ
ー
ル
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
使
用
の

場
合
）　

申
・
問

８
月
８
日
㈭
ま

で
に
美
術
館
（
☎
39－

７
４
０
０　

ｆ
39－

３
４
０
０
）
へ

七
夕
人
形
作
り
講
座

日

７
月
６
日
㈯
午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

場

梓
川
ア
カ
デ
ミ
ア

館　

定

30
人
（
要
事
前
予
約
）　

￥

材
料
費
１
０
０
円　
（
別
途
入

館
料
）　

持

は
さ
み　

講

柳
澤

良
子
氏　

申
・
問

梓
川
ア
カ
デ

ミ
ア
館
（
☎
78－

５
０
０
０
）

７
月
・
８
月（
前
半
）の
子
育
て

パ
パ
マ
マ
の
美
術
鑑
賞
日

　

美
術
館
で
、
保
育
士
が
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

対

生
後
６
ヶ
月
〜
未
就
学
児　

日

７
月
18
日
㈭
午
後
の
み
、
21

日
㈰
午
前
・
午
後
、
８
月
８
日
㈭

午
前
の
み　

※
時
間
は
全
て
「
午

前
」９
時
30
分
〜
12
時
30
分
、「
午

後
」１
時
〜
４
時　

￥

当
日
観

覧
券
１
枚
で
お
子
さ
ん
１
人
無
料
。

当
日
券
以
外
の
観
覧
券
（
招
待
・

美
術
館

芸
術
館

美
術
館

撮影：鹿摩隆司

美術館ギャラリー等展覧会情報
　詳細は、各問い合わせ先へご確認くださ
い。　※入場無料

事業名等 会期 会場 問い合わせ

第10回長野一水会展 7月10日㈬
～15日㈷

市民ギャラ
リーA・B

小松�
☎53－3235

第60回松本市芸術文
化祭参加�市民文芸
展現代詩展

7月18日㈭
～21日㈰

市民ギャラ
リーA・B

生涯学習課・
中央公民館
☎32－1132

アカシアトンボ展�
松本深志高等学校ア
カシア会
昭和34年卒業部員＆
令和元年部員�美術
部交流展

7月20日㈯
～24日㈬
※22日休館

多目的ホール 牛越�
☎090－4940－3630

ふくろうランプの
ほのめき

7月31日㈬
～ 8月 4日㈰ 子供創作館 平野�

☎090－4462－4142

アカデミア館

事業名等 会期 会場 問い合わせ

企画展プレ展示「35
個のさばみそ煮缶」

7月 2日㈫
～23日㈫

みんなのア
トリエ アカデミア館�

☎78－5000
梓川中学校美術部展 7月13日㈯

～15日㈷ ギャラリー
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館

博物館　イベント情報

【企画展「『木下尚江』という生き方」】
日　 ７ 月2７日㈯～ ９ 月16日㈷　※月曜日休館、休日の場
合はその翌日　場　歴史の里　木下尚江生家　
￥　通常観覧料
【親子はた織り体験講座】
対　小学生以上の親子（ 2 人 1 組）　
日　 ７ 月2７日㈯午前10時～正午、午後 1 時～ ３ 時　
定　各回 ５ 組　￥　 1 組1,000円（材料代込み）　
講　川上裕子氏／なかや工房にて裂き織りを主宰
【親子草木染め体験講座】
対　小学生以上の親子（ 2 人 1 組）　
日　 ７ 月28日㈰午前 ９ 時３0分～正午　定　 ５ 組　
￥　 1 組1,５00円（材料費込み）　
講　歴史の里　草木染めの会　
持　エプロン、ゴム手袋、持ち帰り用ビニール袋
申　各講座 ７ 月 ５ 日㈮午前 ９ 時から電話で当館へ

歴史の里　☎47‒4515 ｆ48‒0813

【子ども民芸教室】　「裂織」「木工」2 コース
対　小学校高学年以上　日　 ７ 月28日㈰午前10時～午後
３ 時　定　各10人　￥　５00円（材料費）　講　『裂織』山
賀照子氏　『木工』竹下賢一氏　●共催＝長野県民藝協会　
持　昼食　申　 ７ 月 ５ 日㈮午前 ９ 時から電話で当館へ

松本民芸館　☎・ ｆ33‒1569

【どき土器！古代まるごと体験！】※詳細はまる博ＨＰへ
対　小学生以上（低学年以下の小学生は保護者同伴）　
日　 ７ 月2７日㈯午前 ９ 時～正午　※雨天の場合翌日延期

（天候により中止の可能性あり）　定　先着20人　
申　 ７ 月 ９ 日㈫午前 ９ 時から電話で当館へ

考古博物館　☎86‒4710 ｆ86‒9189

【新博物館こども発掘体験会】
対　小学校 ４ 年生～中学生（保護者同伴）　日　 ７ 月2７
日㈯午前 ９ 時（市立博物館集合）～正午　※雨天中止

（前日までに連絡）　定　1５人　※多数の場合は抽選　
持　長靴、軍手、汚れてもよい服装で可能であれば長
袖・長ズボン、タオル・水分などの暑さ対策　
申　 ７ 月 ５ 日㈮～11日㈭にホームページから　

市立博物館　☎32‒0133 ｆ32‒8974

【第178回サロンあがたの森】野田高梧の人となり、映画
におけるシナリオの大切さについて話します。　
日　 ７ 月1３日㈯午後 1 時３0分～ ３ 時３0分　場　あがたの
森文化会館　本館 1 ‒ ５ 　￥　200円　講　山内美智子氏
／野田高梧記念蓼科シナリオ研究所代表理事　

旧制高等学校記念館　☎35‒6226 ｆ33‒9986

【空穂生家将棋教室】
対　小中学生。午後は高校生以上も可　
日　 ７ 月20日㈯午前10時～午後 ３ 時３0分　定　60人　
講　プロ棋士 ４ 人　申　 ７ 月 ５ 日㈮午前 ９ 時から電話で
当館へ

窪田空穂記念館　☎48‒3440 ｆ48‒4287

【夏期特別展「明治－日本時計の近代化」】
日　 ７ 月20日㈯～ ９ 月 1 日㈰　※月曜休館、休日の場合
その翌日。 8 月1３日㈫臨時開館　￥　通常観覧料

時計博物館　☎36‒0969 ｆ36‒0973

【絵本をつくろう「1３００万年前の海のお話し」】
対　 ５ 才以上の親子　日　 ７ 月21日㈰午前10時～11時３0
分、午後 1 時３0分～ ３ 時　定　20人　
￥　５00円（ 2 人目からは３00円）　
講　まつしたさゆり氏／絵本作家　持　はさみ
【微化石モンスターを探せ】
対　小学生以上　日　 8 月 1 日㈭午前10時～11時、午後
1 時３0分～ 2 時３0分　定　20人　￥　通常観覧料　
講　小池伯一氏／日本古生物学会会員
【化石クリーニング体験】
対　小学 ３ 年生以上　日　 8 月 8 日㈭午前10時～11時３0
分、午後 1 時３0分～ ３ 時　定　20人　￥　 1 人５00円
申　各講座 ７ 月 6 日㈯午前 ９ 時から電話で当館へ

四賀化石館 　☎64‒3900 ｆ64‒4239

【夏の自然観察会】
対　小学生以上の親子（大人のみの参加も可）　
日　 ７ 月2７日㈯午前 ９ 時３0分～11時３0分　
場　アルプス公園　定　1５人　
￥　大人３00円、中学生以下無料　
講　村上さよ子氏／自然観察の会ひこばえ　
持　歩きやすい服装、筆記用具、雨具、帽子など　
申　 ７ 月 ５ 日㈮午前 ９ 時から電話で当館へ

山と自然博物館　☎・ｆ38‒0012

馬場家住宅　☎ ・ｆ85‒5070
【はた織り体験教室】
対　小学生以上　日　 ７ 月20日㈯午前 ９ 時３0分～11時３0
分、午後 1 時３0分～ ３ 時３0分　
定　各 ４ 人　￥　1,000円　講　染織の会　
申　 ７ 月 ５ 日㈮から当住宅へ
【お茶席の会】
日　 ７ 月28日㈰午前10時～正午　
￥　通常観覧料　●担当＝松風の会／表千家

まつもとの七夕２０１９
日　 ７ 月 6 日㈯～ 8 月12日(月・休)
【まちなか展示】場　中心市街地各所　【七夕人形作り講
座】日　 8 月 6 日㈫、 ７ 日㈬午前10時～　場　市立博物
館　【町屋で楽しむ七夕さま】場　はかり資料館　【星に
願いを】場　窪田空穂記念館　【古民家で楽しむ七夕さ
ま】場　馬場家住宅　【木下尚江生家で楽しむ七夕さま】
場　歴史の里　【紅葉の七夕飾り】場　安曇資料館
七夕の行事食ほうとうサービス
日　 8 月 ７ 日㈬午前10時～　場　市立博物館、はかり資
料館、馬場家住宅　￥　各館通常観覧料
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●専門相談　※専門の相談員が対応します。弁護士相談は松本市民が対象で、初回優先です。
相談は無料です。お問い合わせは、各会場または申込先へ。

●その他の相談　※日時の記載がない場合は、月～金の午前 8時 30分～午後 5時 15分です。

2019 年 8 月の相談日

分野 相談名 日時 会場 申し込み

法律・相続・
離婚・契約 他

弁護士相談（15分）
７ 日㈬午後 1 時～ ５ 時

市民相談室
8 月 1 日㈭午前 ９ 時から☎３2‒0001（先着1４人）

21日㈬午後 1 時～ ３ 時 8 月 1 日㈭午前 ９ 時から☎３2‒0001（先着 ７ 人）
28日㈬午後 1 時～ ５ 時 8 月 1 日㈭午前 ９ 時から☎３2‒0001（先着1４人）

女性のための弁護士相談 1９日㈪午後 1 時３0分～ ３ 時３0分26日㈪ 女性センターパレア松本 8 月 6 日㈫午前 ９ 時から☎３９‒110５（各日先着 ４ 人）

司法書士法律相談（30分）20日㈫午前10時～午後 ３ 時

市民相談室

8 月1９日㈪までに☎３2‒0001（先着16人）
税金 税理士税務相談（30分） 1４日㈬午前10時～正午 8 月1３日㈫までに☎３2‒0001（先着 ４ 人）
手続き・
書類作成 行政書士相談 6 日㈫午後 1 時～ ３ 時 8 月 2 日㈮までに長野県行政書士会松本支部☎３３‒７166

特許・発明・
知的財産権 知的財産権相談 2３日㈮午後 1 時～ ４ 時 8 月21日㈬までに長野県発明協会☎026‒228‒５５５９

障害年金 社会保険労務士障害年金
相談（30分） 16日㈮午後 1 時～ ３ 時 8 月1３日㈫までに長野県社会保険労務士会中信支部

☎8７‒8066
住宅・設計 住宅（設計）相談 21日㈬午後 1 時～ ３ 時 8 月16日㈮までに長野県建築士事務所協会☎３５‒３３02
土地・建物の
登記 土地家屋調査士相談 ９ 日㈮午後 1 時～ ３ 時 8 月 ７ 日㈬までに長野県土地家屋調査士会松本支部

☎３6‒1５９0　※受付時間　午前 ９ 時～正午
不動産評価 不動産評価等相談 16日㈮午前10時～正午 8 月1４日㈬までに長野県不動産鑑定士協会☎026‒22５‒５228
遺言・公正証書 公証相談 8 日㈭午後 1 時～ ３ 時

予約不要市・県・国への
苦情 行政相談 2３日㈮午前10時～正午

※行政相談は、四賀・安曇・奈川・梓川・波田の各支所でも行っています。日程は、各支所へお問い合わせください。

分野 相談名 日時・会場・問い合わせ

生き方・心

女性相談 こども福祉課☎３３‒４７6７

男性相談
こども福祉課☎３３‒４７6７
電話相談　第 2・３・４ 火　午後 ５ 時～ 8 時
パレア松本（Mウイング内）☎３７‒1５8７

心と生き方の相談

電話相談
火、金、第 1・３ 水　午前 ９ 時～正午
パレア松本（Mウイング内）☎３９‒110５
面談相談　※要予約
日時は問い合わせください。
パレア松本（Mウイング内）☎３９‒110５

心と体の
健康

健康相談

健康づくり課☎３４‒３21７
月～金　午前 ９ 時～正午、午後 1 時～ ５ 時
各保健センター（中央保健センターは、第 2・４
水曜日休み）

［中央☎３９‒111９、南部☎2７‒３４５５、
 西部☎９2‒8001、北部☎３8‒７6７７］

自殺予防専用相談 月～金　午前 ９ 時～午後 ５ 時1５分
いのちのきずな松本☎３４‒３600

職業・労働

職業・労働相談 第 2・４ 水　午前 ９ 時～午後 ５ 時
予約優先　勤労者福祉センター☎３５‒6286

生活・労働相談 ユニオンサポートセンター☎３９‒0021
2４日㈯午前10時～正午　弁護士相談

ヤングキャリア
メンター 青少年ホーム☎26‒108３　※要予約

若者職業なんでも
相談

３ 日㈯午前10時～午後 2 時、労政課☎３５‒6286
※要予約

勤労者心の健康
相談

1 日㈭午前 8 時３0分～正午、6 日㈫・22日㈭午
後 1 時～ ５ 時
労政課☎３５‒6286　※要予約

家庭・こども
・育児

ひとり親相談・
児童相談 こども福祉課☎３３‒４７6７

子どもの権利相談 月～土　午後 1 時～ 6 時（金のみ～ 8 時）、ここ
ろの鈴（子どもの権利相談室）☎0120‒200‒1９５

発達相談 あるぷキッズ支援室（なんぷくプラザ内）
☎2４‒12３５

子育て相談

家庭児童相談室（こども福祉課内）☎３３‒４７6７、
子ども子育て安心ルーム

（こどもプラザ（筑摩）内）☎2９‒３４00
（南郷こどもプラザ内）☎３2‒6３1５
（小宮こどもプラザ内）☎４７‒8３10
（波田こどもプラザ）☎９1‒３11３

青少年相談 こども育成課☎３４‒３18３
月～金　午前10時～午後 ５ 時

まちかど保健室
水　午前10時～午後 ５ 時
金　午前10時～午後 ４ 時
あがたの森文化会館青少年の居場所☎３４‒３2９1

子どもの支援・
相談スペース

水・金　午後 1 時～ 6 時　はぐルッポ
（子どもの支援・相談スペース）☎３1‒３３７３

分野 相談名 日時・会場・問い合わせ
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☎３３‒７166

成年後見

成年後見制度に
関する相談

成年後見支援センターかけはし
梓川支所 2 階☎88‒66９９

成年後見制度
相談会

2７日㈫午後 1 時３0分～ ４ 時
高齢福祉課相談室
※要予約　26日㈪までに高齢福祉課☎３４‒３2３７

弁護士・司法書士
による専門相談

火　午後 1 時～ ４ 時　※要予約　
成年後見支援センターかけはし　
梓川支所 2 階☎88‒66９９

福祉・介護・
ボランティア

介護相談

介護110番☎３９‒116５
各地域包括支援センター

［北部☎8７‒02３1、東部☎３6‒３７0３、
 中央☎３1‒0022、中央北☎３４‒8５11、
 中央南☎５５‒３３20、中央西☎３8‒３３10、
 南東部☎8５‒７３５1、南部☎2７‒５1３8、
 南西部☎５0‒７8５8、河西部☎４8‒6３61、
 河西部西☎４７‒02９４、西部☎8７‒1５７2］

障害福祉相談
ぴあねっと・まつもと（総合社会福祉センター
内）☎2７‒７211
月～金　午前 ９ 時～午後 ５ 時
Wish（なんぷくプラザ内）☎26‒1３1３

生活困窮・就労相談 松本市生活就労支援センター「まいさぽ松本」
（市民相談課内）☎３４‒３0４1

その他

一般相談（生活
全般） 市民相談室☎３2‒0001

人権相談 長野地方法務局松本支局☎３2‒2５７1

消費生活相談 月～金　午前 8 時３0分～午後 ５ 時
松本市消費生活センター☎３6‒88３2

市民活動・プラ
チナ世代の相談 市民活動サポートセンター☎88‒2９88

結婚相談
四賀支所 2 階（月・火・木）☎6４‒３111
出張結婚相談　第 2・４ 土　午前10時～午後 ４ 時
市民活動サポートセンター　会議室

交通事故相談 交通事故相談所（松本合同庁舎内）☎４0‒1９４９

7 月の相談日は
『広報まつもと』
6 月号に掲載し
ています。
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レシピ集について
　先輩方が作成した「サンクスレシピ集」の第
二弾として、 今年の ３ 月に「親子でつくろう 
絶品！おうちごはん」を作りました。（都筑さ
ん）

レシピ集の制作でやりがいに感じたこと
　完成まで長い時間がかかり苦労しましたが、
制作の過程で、さまざまな知識を得ることがで
きました。レシピ集の中で「豆ちしき」として
紹介していますので是非読んでみてください。

（服部さん）
　写真の撮影はプロのカメラマンが行ったので、
おいしく見せるために工夫している姿は、とて
も勉強になりました。（都筑さん）

レシピを通して伝えたいこと
　このレシピは、子どもでも楽しく料理ができ
るよう考えました。料理を通して、家族の交流

を深めてもらえると嬉しいです。（服部さん）
　私たちには、食べ物を無駄にしないことは当
たり前のこと。このレシピを通して、これまで
関心がなかった人にも、食品ロス削減が当たり
前のことになると良いです。（都筑さん）

今後は
　「食」は栄養、環境、倫理、貿易など、多方
面から関われる分野なので、興味のあることは
たくさんあります。その中でも、農家さんと関
わって、商品開発のお手伝いができたらなと思
います。（服部さん）
　私は祖母と一緒に暮らしていますが、年代が
違うと同じ食材や料理でも吸収率が違います。
より細かい年代をターゲットとした商品開発に
携わりたいです。（都筑さん）

松本市の人口●238,975人〈男116,997人　女121,978人〉世帯数105,758世帯●令和元年 6月 1日現在

生きがいの仕組みづくり

当番医を知りたいときは（電話案内）

（平日／午後6時～翌朝9時、土曜日／正午～翌朝9時、休日／午前9時～翌朝9時）
 ※�自動音声による案内です。火災案内などにより一定時間、救急当番医の案内が中断することがあります。
上記のほか、新聞（休日版）、松本市医師会ホームページでも案内しています。　

親子でつくろう
絶品！おうちごはん▶

◀サンクスレシピ集

松本大学地域づくり考房『ゆめ』
「◎いただきます‼」

服部　優花 さん
はっとり　　ゆうか

都筑　優乃 さん
つ づき　　ゆうの

　松本市では、「健康寿命延伸都市・松本」を基本理念とした「生き
がいの仕組みづくり」を進めています。
　今回紹介するのは、松本大学の学生プロジェクト「◎いただきます
!!」。食品ロス削減につなげるレシピの作成（市との共同）や、小学
生対象の料理教室、食を通じて地域の方々と関わる活動をしています。
　プロジェクトメンバーの服部さん（健康栄養学科 2年）と都筑さ
ん（同）にお話を伺いました。　

市ホームページ（こちらの二次元コード）
からご覧いただけます。

●問い合わせ　
　環境政策課（東庁舎 ４ 階
　☎３４‒３268 ｆ３４‒0４00）

●松本広域消防局の救急当番医案内　☎35－9111

※�22ページで「サンクスレシピ集」に掲載している
料理を紹介しています。
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